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SZ121 (遺構:図125、遺物:図126)

検出状況 西部東側北寄りに位置し、 SZ116とほぼ平面形が重複し、 SZ116の周溝底面で北溝と西溝を

検出した。北溝と西溝の聞は陸橋部を形成し、北構東端はSZ118によって切られている。なお、南半

分は撹乱のため滅失している.

方台部 撹乱や周辺遺構の削平によって、全形は不明である。墳丘は確認できなかったが、主体部の

可能性がある士坑2基を確認した (SK03972、SK03973)。いずれも長軸約l.1mの不整楕円形を呈する。

深さは約O.2mで壁面の傾斜は緩やかであり、底面は丸みを帯びる。いずれも主軸方向を東西方向に揃

えるが、供献とみられる遺物は認められなかった。また、埋土は4層に分層でき、層界の凹凸が顕著で、

下層にプロック土の混入が目立つことから、人為堆積といえる.

周溝 北溝は幅約1.6mで、断面形は底面が方台部側に偏ったV字形である。そのため、方台部側の壁

画傾斜が急傾斜である。埋土は6層に分層でき、周溝外側から涜入が著しい。西溝は幅約1.5m、深さ

約O.5mで、壁面傾斜は緩やかだが、断面形はV字形を呈す。

遺物出土状況 北溝上層から摩滅した土器56点、西溝から土器73点が出土したが、いずれも細片で

ある。また、北溝から縄文時代晩期後半の土器が出土した。

出土遺物 深鉢 (495-497)は、いずれも縄文時代晩期後半から末葉の土器と考えられる。 495は口

縁端部が肥厚し、肉厚な突帯の上を二枚貝により横長の押圧を加える。 496は低い突帯上をユピによ

り押圧を加える。 497は口縁端部に強い平坦面が認められる。

時期 出土遺物から時期の言及は困難だが、町期のSZ1l8より先行するのでW期以前と考えられる。
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7.2Orn~ミ言グ

1 10YR3/3黒褐色士しまりややあり
粘性キゃあり径0.5-2cm-機邸混入
210YR2/1黒色士しまりややあり
粘性キゃあり径0.2cm炭化物m混入
35Y4/2灰オリーブ坐士しまりややあり
粘性キゃあり 10YR2/1黒色士プロック20岨混入
42.5Gy4j1暗オFープ灰坐士しまりややあり
粘性あり 10'四 2/1黒色士プロック1飢混入

7.1伽可ミ豆三玄Y

12.5Y3/2轟褐色土しまりあり
粘性ややあり
21.5Y3/2オ3ープ黒色土
しまりややあり粘性あり
35Y4j2灰オPープ色土しまりあり
粘性ややあり
2.5Y3/2 暴褐色土プロック3~混入
42.5GY4jl暗オリーブ灰色土
しまりややあり粘性やゃあり
5Y3/1黒色土プロック磁混入

園125 SZ121遺構図

伽コ》だ

12五百/1黒色土しまりややあり粘性あり
触 05cm炭化物5楓入
2町2/2オEープ黒色粘質土しまりなし
32.5Y4j1暗オHープ灰色土しまりあり粘性あり

2.5Y2/1 黒色土プロック1~混入
42.5GY2/1黒色粘土しまりなし
57.5GY3/1時褐灰色土しまりややあり粘性やゃあり
5GY5/1オpープ灰色土プロック鴎混入
65GY3/1暗オDープ灰色砂質土しまりなL
Z田昌GY2/1黒色土プロック邸混入

5R芥Bず

12.5Y3/2黒褐色土しまりややあり粘性あり
径0.05田炭化物絡混入
27.5Y3/2オFープ黒色土しまりなし粘性あり
径0.5-20血事陸路混入
32.5GY3/1暗オロープ灰色土しまりややあり粘性なし
10Y4j2オリーブ黒色土プロック2臨混入
42.5Gy4jl暗オロープ灰色土しまりややあり粘性なし
7.5Y2/2オIJ-プ黒色土プロックお混入
510Y4/2オIJ-プ灰色土しまりややあり粘性なし
7.5Y2/2オロープ黒色土プロック31混入
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図126SZ121遺物実測図

SZ122 (遺構:図128、遺物:図127)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。西溝はSB230、東溝はSK03984掘削後に

それぞれ検出した。東西溝が平行するので周溝墓と判断し、 SB232掘形底面北溝の深い部分は本遺構

の北溝の痕跡かもしれない。

方台部 東西の各辺とも直線的だが、南北辺は不明である。規模は東西長約5.0mである。墳丘・主体

部はSB232による削平のため確認できなかった。

周溝 東溝は北端を撹乱によって滅失しているが、東西溝ともに北端、南端が途切れ四隅切れの周溝

墓の可能性がある。東溝は幅約1.3m、深さ約O.4mで壁画傾斜が緩やかである。 4層の埋土が認めら

れる。西溝は幅約O.7m、深さ約O.3mである。東溝と比べると幅が狭く、単層であった。

遺物出土状況 東溝上層から土器73点、西溝から土器5点が出土した。大半がVI期~刊期の土器であ

り、周辺の竪穴住居等の構築・整地時に混入した可能性がある。なお、縄文時代晩期の土器片もわず

かに出土した (498、499)。

出土遺物 498、499ともに縄文時代晩期後半の土器である。 498は

変容壷、 499は深鉢であろう。 498は胴部片で突帯上に貝による押し

引きが認められる。 499には沈線が認められる。

時期 遺構の重複関係からV期以前といえるが、四隅切れの方形周

溝墓の可能性があるため、 N期以前と考える。
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園127SZ122遺物実測園
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一一一
7.20m可主7

12，5Y2/1黒色土しまる粘性ややあり
径0，5~3cmまでの亜角磯・亜門磯30%含む

下平ぞ
12.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性あり
径1~3岨までの亜円磯町含む鉄分沈着あり
22.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性あり
径l咽程度の亜円磯わずかに含む
35Y3/1オリーブ黒色土しまりなし粘性やゃあり
47.5Y4/2灰オリーブ色土しまりなし粘性やゃあり

。 5m 

(S=1/100) 

図128SZ122遺構図
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SZ123 (遺構:図130、遺物:図 129)

検出状況 西部東側北寄りに位置し、 SB200とSK03683に切られ、 SZ119を切る。 SB200の床面で、コ

の字形にめぐる溝の西半分を検出し、溝の平断面形から方形周溝墓と判断した。

方台部 各辺とも不整形で、残存する東西長は約3.3mを測る。墳丘・主体部は確認できなかった。

周溝 南西隅部は比較的整っている。南東隅部は不整形で、東溝が北東方向に伸びる。東溝は幅約1.5

m、深さ約0.3mで断面形は逆台形を呈す。底面は平坦で、その幅が約1.2mと広い。 5層の堆積が認

められ、ブロック土の混入や層界の凹凸が顕著であることから人為堆積の可能性が高い。南溝は幅約

1.2m、深さ約0.3mで3層の堆積が認められる。断面形は逆台形である。

遺物出土状況 周溝埋土上層を中心に土器519点が出土した。土器の時期は多くがVI期~四期にあた

り、埋土の状況から周辺の竪穴住居等の構築・整地時に混入した可能性が高い。

出土遺物 500はVI期~刊期の鉢A4b類。口縁部がかるく外反し、頚部直下に刺突文が認められる。

501はV期~羽期査K類胴部片。丁寧なミガキがあり、細い沈線による複合鋸歯文が認められる。

時期 出土遺物からの言及は困難 」 一一→

であるが、町期のSZ119より後出し、

V期のSB200に先行することから、

N期~V期の可能性がある。

SB200 

SB198 

7.3ムミ金金
A' 

11OYR3/3暗褐色土しまりあり粘性やゃあり径1-2cm諜拘混入
25Y3/1オリーブ黒色土しまりややあり粘性あり
32.5Y3/2黒褐色士しまりややあり粘性ややあり
47.5Y5/2灰オリーブ士しまりあり粘性あり 7.5Y2/2オリープ黒色士プロック30唱混入
510Y5/2オリープ灰色シノレトしまりややあり粘性あり

、J (S=1/4) 
図129SZ123遺物実測園

7.30m~思F

110YR2/1黒色士しまりややあり粘性やゃあり
210YR3/3暗褐色土しまりあり粘性やゃあり径0.5cm炭化物舗含む
32.5Y4/2暗灰黄色土しまりあり粘性やゃあり鉄分沈着

。
(S=1/50) 
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SZ124 (遺構:図132、遺物:図131)

検出状況 西部東側北寄りで、撹乱によって寸断された3辺の周溝を検出した。北溝は予想される範

囲が撹乱範囲内にあり、不明である。南溝はVI期......vn期のSK03946より先行する。

方台部 撹乱によって不明な部分が多いが、東西辺は比較的直線的である。東西長は約4.2m、南北長

は推定約5.2mで南北に長い長方形を呈す。墳丘・主体部は認められなかった。

周溝各周溝とも撹乱によって寸断され、全形は不明だが、残存部位の底面が標高6.8m程度にそろい、

断面形も逆台形である。西溝は幅約0.8m、深さ約0，4mで、南北両端が途切れる.南溝は西端が途切れ、

東端は撹乱のため不明である。東溝は幅約0.6m、深さ約0.3mで、南端が途切れ、北端は撹乱のため

不明である。残存部位からみて、四隅切れと考えられる.

遺物出土状況 北西溝から土器109点、石器類2点、南西溝から土器20点、南東溝から土器56点、石

器類2点が出土した。いずれも上層出土で、その多くがVI期~刊期の土器にあたる。供献土器や特徴

的な出土状況を示す遺物は認められなかった。

出土遺物 502はVI期~刊期の土器小片。突帯の形状からVI期......vn期と判断し、壷A類の胴部突帯と

類似する。小片は壷胴部ではなく、口縁部片であるため、全形

ξヲBmo 10cm 
は不明である。

時期 出士遺物の多くが上層出士であるため時期の言及が困

難である.しかし、回隅切れであるととからlV期以前と考える。

(S=1/4) 
園131 SZ124遺物実測園
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12.5Y3/2黒褐色土しまりあり
粘性やゃあり径0.2咽炭化物鴎混入
径0.5-1a積1ω混入
22.5Y3/1黒褐色土しまりあり
粕位やゃあり径0.5岨礎l偽混入
31CJ河2/3黒褐色土しまりあり
粕位やゃあり径1団礎1鍬混入
410河 2/1黒色土しまりあり
粘性やゃあり径1-2園調1鋤混入
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12.町2/1黒色土
しまりあり粘性ややあり
径1-2cm即時混入
2砂穣
笹川-0.3岨砂模土侵10m.
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7.30師、工ア

1 2.6Y3/1 黒褐色士
しまりあり
粘性やゃあり
径lc胡島l叫混入

12.5Y3/2黒褐色土しまりあり
粘性やゃあり
5Y4/4暗オリープ色土プロック1倒混入
210YR2(2黒褐色土しまりあり
粘性やゃあり径.2-3cm聾3雌混入

32.5Y4/3 暗.*，~ープ褐色土しまりあり
粘性やゃあり
4径0.1-2=砂榛層
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SZ125 (遺構:園133)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 SK04195などの周辺土坑を完掘した後に検

出した。西溝は単独、北溝は逆L字に屈曲する溝として検出した。また、南溝はSZ126北溝に切られ、

北・東溝はSZ127の周溝と共有する。

方台部 東西辺は平行するものの、北辺はやや北西から南東に傾き、南辺は逆に北東から南西へ傾き

やや湾曲する。東西約3.3m、南北約4.5mの規模である。北東角部のみ連続し、その他は陸橋状となる。

墳丘及び主体部は確認できなかった。

周溝 北溝及び東溝は逆L字状に北東部で連続するが、各辺中央部の深さが0.44mと0.18mであるの

に対し、連結部は浅い。西溝と南溝は連続しない。それぞれ中央部付近で西溝幅1.2m、深さ O.22m、

南溝が幅1.4m、深さO.34mとなる。壁面は東溝の傾斜がやや急であるが、その他はいずれも極めて緩

1 2.5Y3/2 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 径0.2ca鋭化物5%混入
2 2.5Y4/3 オPープ褐色士ややしまる粘性やゃあり 径1-3<8.3%混入
3 5Y3/2 オリープ黒色士ややしまる粘性あり 2.6Y2/1緑色土プ12::1?S%混入
4 2.5Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり 径0.1岨炭化物5%混入
5 5Y4/3 暗オPープ色士 ややしまる粘性あり 6Y2IUI色粘寅シルト6%混入
6 5Y4/.( 暗オPープ色士ややしまる粘性あり
5Y5/6オ日ープ色シ'"トプロック6%混入
7 7.5Y3/2 オ9ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり径1-3<8.3%混入
8 7.5Y5/3 灰オ日ープ色士ややしまる粘性やゃあり 径0.1哩鋭化物1%混入
9 7.5Y3/2 オリープ鳳色士ややしまる粘伎ややあり 径0.1岨鋭化物1%混入
10 7.5Y4/2灰オPープ色士ややしまる粘性なし 6Y2/1.色土プロック3%混入
11 7.5Y3/1オリープ鳳色士 ややしまる粘伎やゃあり
10Y4/2オ日ープ灰色シルトプロック6%混入
12 7.5Y4/3時オFープ色士 ややしまる粘伎やゃあり
IOY5/2オ日ープ灰色シルトプロック3%混入
13 IOY4/2 オ日ープ灰色シルト ややしまる粘性なし
IOY3/2オリープ黒色士プロック3%混入

園133 SZ125遺構図

A 1 A・
8 .蜘、守~

1 2.6Y3/2 鳥網色土 しまりあり 粘性やゃあり
径0.2-0.6圃炭化物6%鍋入
6Y4/.晴オHープ色シルトプロック20%混入
2 砂磯径0.01個以下砂と後6-10圃膚混入

山一幅合宍戸

1 7.5Y3/1 オリ}プ鳳色土ややしまる
粘性やゃあり 2.5Y2/1風色土プロック5%混入
2 5Y3/2 オ9-プ鳳色土 しまりなし
粘性やゃあり 径0.05...以下砂粒40%混入
3 町5/4 ;;t日]プ色シルト しまりなし
粘性なし 径O.係個以下砂粒20%混入
4 細砂 0.02ca以下
5 IOY4/2 オリ}プ灰色シルト しまりなし
給性やゃあり
7.釘3/1才リ}プ黒色シルトプロック10%混入
6 2.5Y4/1 暗;;t1J-プ灰色シルト しまりなし
粘性なし

e高学者計-
1 IOY3/2 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径0.2011炭化物3%混入
2 IOY2/1 .. 色士 ややしまる粘性やゃあり
径0.5011炭化物5%混入
3 7.5Y4/3 暗オ9ープ色土ややしまる粘性やゃあり
4 IOY3/2 オ9ープ鳳色土ややしまる粘性やゃあり
径0.3<8炭化物6%混入
5 2.応y4/1 暗オ!)-プ灰色土ややしまる粘性ややあり
7.5ロ12オリープ黒色土プロック5%混入
6 町y4/1 暗オリープ灰色土ややしまる粘性やゃあり
10Y3/1オPープ黒色土プロッタ6%混入
7 2.応y4/1 暗オ!)--;1il(色土ややしまる粕性ややあり
10Y3/1オPープ黒色土プロッタ1%温入
8 IOY4/2 オHープ灰色土ややしまる粘性やゃあり
9 7.6Y6/3 灰オ3ープ色シルトややしまる粘性なし
径0.1岨炭化物6%混入
10 IOY6/2 オFープ灰色シルト ややしまる粘性なし
径0.1岨炭化物1%混入

o 5m 

(S=1/1∞} 



134 第4章西部域の調査成呆

やかな傾斜であり、底面は平坦である。埋土中にブロック士の混入が散在して認められ、上層を中心

に羽期~四期の土器が出土している。本遺構の上部には竪穴住居跡が密集していることから、その構

築時に溝を埋め戻している可能性がある。

遺物出土状況 北溝と東溝から土器66点、石器類1点、西溝から土器32点、南溝から土器18点が出

土した。ただし、北、東溝の遺物はSZ127の遺物も含む。埋土中から羽期-vn期を主体とした土器小

片が出土しているが、供献土器と考えられるものは確認できなかった。なお、東溝塩土中より I期土

器片が出土している。

時期 N期のSZ126に先行するので、 N期以前と考えられる。

SZ126 (遺構・図 134、遺物:図 135)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB275-SB277底面にて検出したが、平面形

は不明瞭であった。北溝と西溝を検出したが、東側は調査区域外となり、全容は不明である。なお、

北溝がSZ125の南溝を切る。

方台部確認した部分は方台部西端である。遺存状況から南北約5.0mの規模と考えられ、墳丘及び主

体部が確認できなかった。

周溝検出した北溝と西溝は連結せず、北西隅は陸橋状となる。各溝の幅は中央部付近で北潜約1.8m、

西溝約1.5mである。北溝は検出時において西溝北端からさらに西側へのびていたが、掘り下げると西

肩部はテラス状に浅く広がり、西端部から約1.4m東側において壁面の傾斜がきっくなる。西溝は緩や

かに屈曲する。深さは北溝0.44m、西溝0.30mで、いずれも壁画は極めて緩やかに傾斜し、底面は丸

い@埋土は崩落土と考えられる堆積があるが、上層にブロック土が含まれることから、人為堆積と考

えられる。

遺物出土状況 北溝から土器176点、西溝から土器173点が出土し、その多くがVI期~刊期のもので

ある。本遺構の上部には竪穴住居跡が密集しているととから、住居構築時に埋め戻している可能性が

ある。北溝北西部では、 W期の褒が口縁部を南東に向けて出土した (503)。溝の底面より一段高い平

坦面の底面にて出土し、土器の時期は掘削時期に近いと考えられる。また、出土位置からは方台部か

らの転落の可能性は低いが、周構内に供献した土様である可能性が高い。

出土遺物 503は口縁部がくの宇に屈折するW期費A2類e端部にはタタキが認められる。胴部はなだ

らかに膨らみ、倒卵形を呈す。 504.505はV期-VI期壷Bl類。口縁部が短く外反して、端部は平坦で

ある。 506はW期褒Bl類。口縁部が短く直立し、端部は内傾面を形成する。頚部直下には刺突文、直

線文を施文する。 507はI期深鉢。口縁部は緩やかに内湾し、全形は砲弾形を呈すると考えられる.端

部には顕著な内傾商を形成する。

時期 供献土器 (503)の時期から、 N期と考えられる。



503 

o 50cm 

(S=1/20) 
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"本特i
1 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.2cm炭化物5%混入
2 5Y4/2 灰オリープ色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y2/1黒色土プロック5%混入
3 5Y4/3 暗オリープ色土ややしまる粘性やゃあり 径lcm.磯1%混入
4 2.5Y4/2 暗灰黄色土ややしまる 粘性やゃあり 2.5Y2/1黒色土プロック5%混入
5 5Y4/4 暗オリープ色土ややしまる粘性なし
5Y2/2オリープ黒色土プロック5%混入
6 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径O.lcm炭化物2%混入
7 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性あり 径0.2岨炭化物5%混入
8 5Y4/2 灰オリープ色土ややしまる粘性なし
9 7.5Y4/2 灰オリープ色土ややしまる粘性やゃあり
10 7.5Y4/3 暗オリープ色土ややしまる粘性やゃあり 径0.3cm炭化物5%混入

よ様教旦
1 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.3岨炭化物5%混入
2 5Y4/3 暗オリープ色土ややしまる粘性やゃあり 径0.5岨炭化物1%混入
3 7.5Y4/2 灰オリープ色土ややしまる粘性やゃあり 径0.5-1岨炭化物5%混入
4 10Y3/2 オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.5-1岨炭化物3%混入
5 10Y3/1 オリーブ黒色土ややしまる粘性なし径0.2-0.5岨炭化物5%混入
6 7.5Y4/2 灰オリープ色土ややしまる粘性なし径0.5岨炭化物3%混入
7 10Y4/2 オリープ灰色シルト しまりなし粘性やゃあり 径0.5-1岨炭化物5%混入
8 7.5Y5/3 灰オリープ色シルト ややしまる粘性やゃあり 径l岨炭化物5%混入
9 2.5GY4/l 暗オリープ灰色シルト ややしまる 粘性やゃあり
径0.5-1岨炭化物10%混入
10 5GY4/l 暗オリープ灰色シルト しまりなし粘性なし
7.5GY2/1黒色土プロック5%混入

C 1 2 4 8 C' 

6.90m一τ-セ士土=会F一
3〆、本ミ五F缶高--、n
U N:Lで孟~ 9 
イア』干， 5 
， 5 6 5 

1 5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 径1叩礎5%混入
2 7.5Y2/2 オリープ黒色士ややしまる粘性なし径0.1-0.5咽炭化物10%混入
3 7.5Y4/3 晴オリープ色士ややしまる粘性やゃあり
7.5Y2/1黒褐色士プロック5%混入
4 7.5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 径0.5-1咽炭化物5%混入
5 10Y3/1 黒色土ややしまる粘性なし径0.3咽炭化物5%混入
6 10Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y2/1黒色土プロック5%混入
7 2.5GY4/l 暗オリープ灰色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y2/1黒色土プロック3%混入
8 7.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.2cm炭化物5%混入
9 10Y4/2 オリープ灰色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y2/1黒色土プロック10%混入

15032L  
6.90m " _ 

Lー¥ ノー占~ 0 

(S=1/100) 

園134 SZ126遺構図

5m 

丈一問問一eSf，ク悶

。 10cm 

(S=1/4) 
図135 SZ126遺物実測図
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SZ127 (遺構:図 136)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置するo SB270床面にて検出した。東溝の輪郭は比

較的明瞭であったが、北溝は不明瞭であった。北溝と東溝は、下層で検出したSZ125と大半が重複し、

特に東溝の一段深い部分はSZ125の束溝と判断し、その上層部分が本遺構の東溝に相当すると判断し

た。

方台部 平面形は南北辺がやや西に聞く状況であることから、西辺が東辺に比べてやや長くなると推

測できる.南北長約4.5mの規模であり、東西規模は南北溝の両端より推定すると約4.5"'"5.0mと考え

られる。方台部のほとんどは竪穴住居構築時に削平されていると考えられ、墳丘は確認できなかった。

なお、主体部は確認できなかった。

周溝 北溝、東溝は連結しているが、南溝は単独で南東隅部が陸橋状となる。各溝幅はそれぞれ中央

部付近で北溝がl.3m、南溝がl.5m、東溝がl.Omである。深さはいずれの筒所でも浅く、 O.08m"'"

O.16mである。壁画は極めて緩やかに傾斜し、平坦な底面に連続する。甫溝の平面形状は、中央部が

ややくびれることに特徴がある。

遺物出土状況 北、東溝から土器66点、石器類1点、南溝から土器46点が出土した。ただし、北、東

溝の遺物はSZ125の遺物も含む。土器の多くが羽期~刊期のものであり、本遺構の上部には竪穴住居

跡が密集しているととから、竪穴住居等の構築・整地時に埋め戻している可能性がある。なお、出土

遺物はいずれも小片であるため、図示しなかった。

時期 出土遺物から遺構の時期を言及できず、遺構の重複関係からはVI期，..，.vn期以前としかいえない。

。
(S=1/1∞} 

SK04199 

5m 

231435 
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“ 13 12 

1 2.5Y3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径舟.2m炭化物5%混入
2 2. 5Y4/3 ~y-プ褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1-3由喋3%混入
3 町'3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性あり 2.5Y2/1黒色土プロック5%混入
4 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径舟.lm炭化物5%混入
5 5Y4/3 暗~y-プ色土ややしまる粘性あり 5Y2/1黒色粘質シルト5%混入
6 5Y4/4 暗~y-プ色土ややしまる粘性あり
町'5/6オlJ-プ色シノレトプロック5%混入
7 7. 5Y3/2 ~y-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径1-3由喋3%混入
8 7.5Y5/3 灰オlJ-プ色土ややしまる粘性やゃあり 径0.1国炭化物1%混入
9 7. 5Y3/2 ~y-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.1国炭化物1%混入
10 7.5Y4/2灰オlJ-プ色土ややしまる粘性なし皮2/1黒色土プロック3%混入
11 7.5Y3/1 オy-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり
10Y4/2オリープ灰色シルトプロック5%混入
12 7.5Y4/3 暗オlJ-プ色土ややしまる粘性やゃあり
10Y5/2オリープ灰色シルトプロック3%混入
13 10Y4/2 オlJ-プ灰色シルト ややしまる粘位なし

10Y3/2~リープ黒色土プロ yタ3%混入

B' 

13 

1 10Y3/2 オ3ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.2皿炭化物3%混入
2 10Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.5""炭化物5私混入
3 7.5Y4/3 暗オFープ色土ややしまる粘性やゃあり
4 10Y3/2 オ3ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.3国炭化物5%混入
5 2.5GY4/1 時オロープ灰色土ややしまる粘位やゃあり
7.5Y2/2オリープ黒色土プロック5%混入
6 5GY4/1 暗オlJ-プ灰色土ややしまる粘性やゃあり
10Y3/1オロープ黒色土プロック5%混入
7 2.5GY4/1 時オロ)プ灰色土ややしまる粘位やゃあり
10Y3/1オロープ黒色土プロック1%混入
8 10Y4/2 オ3ープ灰色土ややしまる粘性やゃあり
9 7.5Y5/3 灰オFープ色シルトややしまる粕性なし径O.lm炭化物5%混入
10 10Y6/2 オ3ープ灰色シルト ややしまる粘位なし径0.1皿炭化物1%混入
11 7.5Y3/1 オlJ-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.3m炭化物10%混入
12 10Y3/1 オ3ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.1皿炭化物5%混入
13 10Y5/2 オ3ープ灰色シルト ややしまる粘性なし

園136 SZ127遺構図
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SZ128 (遺構:園137、遺物:園1謁)

検出状況西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 V層上面にて検出した。 SB299、SB300、SB303、

SB304の掘形底面で検出し、南西側でSZ129とSZ130を切る。なお、東部は調査区域外となり、全容は

不明である。

方台部 西端のみ確認できたため全体の規模は不明であるが、西辺は直線部分が短く、隅部は丸みを

帯びている。なお、墳丘及び主体部は確認できなかった。

幽土状況園2

S 

8.70m← ‘一ーー
4><<忌三ど_r?戸、5

。

1 5Y3/1 オHープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3ao礎1%混入
2 10Y3/1 ~リープ暴色土
ややしまる粘性やゃあり
3 2.5GY3/1 暗オPープ灰色砂貧土
ややしまる粘性なし
4 1.5Y3/1 オ!I-プ黒色砂貧土
ややし主る粘性なし
5 5Y3/1 オ9-プ黒色砂質土
ややし主る粘性なし
6 2.5Y3/2 舗網色砂質土
ややし主る粘性なし
7 1.5Y3/2 オ9-プ暴色砂質土
ややしまる粘性なし

(S=1/50) 

加

(8=1/1∞) 

出土伏線園3

今石o。石
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m
 

内
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切
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1 10Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
2 SY3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘伎やゃあり
3 SY4/2 灰オ日一プ色砂貧土
ややしまる粘性なし
4 2. SY3/2 黒褐色砂貧土
ややしまる粘性なし
6 7. SY3/1 オリープ黒色砂質土
ややしまる粘性なし
5Y4/2灰プロック砂貧土10%混入
6 2. SY3/2 黒褐色砂貧土
ややしまる粘性なし
1 5Y2/1 緑色土
ややしまる粘性やゃあり
8 5Y3/1 オリープ鳳色砂貧土
ややしまる粘性なし

園137SZ128遺構図

。 印刷

(8=1/20) 
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1 10Y3/1 オリープ緑色土
ややしまる粘性やゃあり
2 10Y2/1 11色土ややしまる 粘性.~ゃあり
3 2.町3/1無傷色土ややしまる 粘性やゃあり
4 2.民Y3/1暗オPープ灰色 砂貧土
ややしまる粘性なし
5 2. SY3/2 鳥褐色砂貧土 ややしまる粘性なし
6 10Y3/1 オリープ鳳色土ややしまる粘性なし
7 2.5Y3/2 .. 褐色砂貧土 ややしまる 粘性なし
8 7.5Y3/1 オPープ無色砂貧土
ややしまる粘位なし
9 町3/1 オリープ鳥色砂貧土
ややしまる粘性なし
10 7.町2/1 .. 色砂貧土ややしまる粘性なし
11 6GY3/1 暗オ日ープ灰色砂貧土
ややしまる粘性なし
12 2.日4/3 オFープ禍色砂 しまりなし粘性なし
径1-3岨積30%混入
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周溝西溝中央部付近で幅約0.8m、北西、南西の各隅部で幅約1.3mであり、隅部がやや幅広となる。

深さは0.24mで、ほぽ全域にわたり同様の深さとなる。壁商は緩やかに傾斜し、溝底は丸みを帯び、

北西部にテラス状の平坦部がある。埋士は細かい分屑が可能であり、上層にはプロック士やVI期~四

期の土器が混入することから、竪穴住居跡構築時に理め戻している可能性がある。

遺物出土状況埋土中から土器267点、石器類2点が出土した。土器のうち、周溝北西隔にてIV期壷

508が横位でまとまって出土した。溝底面からやや上位で出土し、破片問にやや距離があるものの、

供献土器と考えられる。

出土遺物 508はW期壷B類の大型品。口頭部が直立気味で、口縁部が屈折して内傾する。端部は平

坦で、 3条の凹線文が認められる@胴部は肩部が張り、倒卵形を呈する@胴部は無文で、胴部上半に

打ち欠きが認められる。 509はV期~VI期義K類。口頚部が直立し、端部を外上方へ屈曲させる。 510

はW期費B類。口縁部が直立する。 511はW期壷B類頚部.大ぶりな蜘j突文が認められる， 512はVlI期

費C2類a 日縁部がわずかに内湾する巴 513はV期高杯B類脚部。長脚で柱状を呈する。 514は町石で、

表裏面中央及び側縁の一部に蔽打痕が観察できる.

時期 供献土器の時期から、 W期と考えられる。

」噌矧=二τ3日

設"511 

く〉
園138 SZ128遺物実測園

513 

。 10cm 

(5=1/4) 

512 

514 

o 15cm 
-ーーーーーー=置=(514:5=1/6) 
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7.日3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 磁を含まず鉄分沈着あり
2.町3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1園以下小礎教個あり
2.町2/1黒色土プロック10%混入
6 IOGY4!1 暗緑灰色砂質シルトややしまる粘性やゃあり
径回以下小礎教個あり
10Y3/1オリープ黒土プロック10%混入
7 7.5GY4!1 暗録灰色砂質シルト ややじまる 粘性やゃあり 棟を含まず

北溝
1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1-3也事匝1%混入鉄分沈着あり
2 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 径1-5圃積10%混入鉄分沈着あり
3 7.5Y3/1 オリープ黒色砂質土ややしまる粘性やゃあり 礁を含まず鉄分沈着あり 2
4 1∞Y4!1 暗緑灰色結質シルト ややしまる粘性やゃあり 怪.3-5圃穣数値あり 3 
5 5Y3/2 オv-プ黒色砂質土ややしまる粘性やゃあり 4 
5Y2/2オリープ黒土プロック10%混入鉄分沈着あり 5 
6 5Y4/2 灰オリープ色砂質土ややしまる粘性やゃあり
5Y2/1黒土プロック5%混入穫を含まず
5Y3/2 オFープ黒色砂 しまりなし粘性なし径1-5圏内喋50%混入
7.5Y4!1 灰色砂しまりなし粘性なし径1-3国円穣50%混入
7.5Y3/2 オリープ黒色砂 しまりなし粘性なし礎含まず
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140 第4章西部域の調査成呆

確認できなかったe

周溝 西溝、南溝が中央部付近で幅約2.0mであるのに比べ、北溝は約1.5mとやや幅が狭い。各溝は

連続するものの、北溝東端部で収束する。このことから北東隅部は陸橋状となると推定できる。壁面

の傾斜は北溝がやや急で、約O.5mの深さをもって平坦な底面に続くのに対し、南溝は緩やかな傾斜で、

底面もやや丸みを帯びる。東溝は、壁面は直線的に短〈立ち上がり、約O.2mの深さで平坦な底面につ

ながる。埋土はほぼ水平堆積を示すが、北溝断面2-4層までは5層以下の堆積を切る状況がみられ、

掘り返しあるいは埋め戻し行為の可能性がある。

遺物出土状況 埋土中から土器1.329点、石器類5点が出土した.南溝中央部において、構底面からや

や上位で議515が出土した。横位で口縁部は西を

向いていた。完形品であり、供献土器と考える。

その他は埋土中からv-w期を主体とした土器

片が多量に出土したが、埋士の状況から竪穴住

居跡構築時に伴う混入の可能性がある@

出土土器 515はE期壷A類の完形品である。口

頚部が直立気味で、端部をわずかに直立させる。

口縁部に波状文、頚部には6帯 (4本1組)の直

線文が施文される。胸部は肩部がやや屈折する

算盤玉形で、上半に直線文、その上下端に付加沈

線を施文する。 516は叩石で、表面下方及び下端

に敵打痕が観察できる。

時期供献土器の時期から、直期と考えられる@

52130 (遺構:図 141、遺物:図 142)

-O-
連》

0516  

。 100m 
515 

(8=1/4) 。 15叩

(516 :8=1/6) 

園140 SZ129遺物実測図

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 V層上面にて検出した。 SB305、SB307、

SB308の掘形底面で検出し、東西溝がSZ129南西溝に切られる。

方台部平面形は南北5.0m、東西4.8mの方形であるが、隅部の形状は角張らず丸みを帯び、特に北

東隅部は大きく湾曲する。東辺と南辺はいずれもほぼ直線的である。中央部をSZ129の南西溝に大き

く削平されていることも影響し、墳丘盛土や主体部は確認できなかった。

周溝 東溝、西溝は削平されているものの、方台部をほぼ全周する。外縁ラインは方台部各辺に比べ

て直線的であるe各溝幅は中央付近で西溝約1.3m、南溝約1.4m、北溝約1.3mである。深さは0.15-

O.30mで、壁面は緩やかに傾斜し、底面は平坦である。埋土は2-5層に分層した。磯やブロック土

の混入が目立ち、いずれの溝も下層に砂質土が堆積する。埋土中に羽期-lX期の土器片を多く含むと

とから、上層を中心に竪穴住居跡構築時に埋め戻している可能性がある@

遺物出土状況埋土中から土器1，051点、石器類1点が出土した。埋土中からVI期-lX期の土器片が多

く出土したが、供献士器と判断できる遺物は出十‘しなかった。

出土遺物 517はVlII期-lX期の二重口縁壷。端部1:1条の沈線と重複して、刺突文が認められる。

518は四期高杯G3c類。多条沈線聞に山形文、対向山形文を施文する。 519はw期壷A5類。日縁端部
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口縁部外面には直線文と重複して羽状文を施文し、内面には2帯の羽状文を施文す上下に拡張する。

る。

出土遺物から構築時期の言及は困難であるが、先行するSZ129がE期であることからE期以前
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SZ131 (遺構:図 143、遺物:図 144)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SZ129、SZ130に切られる。東側はV層上面に

て検出したが、中央から西部はVI層が表出する面での検出であった。

方台部 方台部の平面形は、やや軸を東にふる正方形をなす。東西長約5.5m、南北長約5.2mの規模

で、各辺とも直線的であるが、南西側がやや湾曲している。墳丘盛土と主体部は確認できなかった。

周溝 南東隅が陸橋状となる可能性があり、他は連続する。幅は各溝の中央付近で東溝約1.4m、西溝

約1.5m、南溝約1.2m、北溝約1.7mで、南溝が全体的にやや狭い。深さはいずれの断面においても

0.25mで、壁画は緩やかに傾斜し溝底は平坦面が多い。なお、南東部が一段深くなっている。

遺物出土状況埋土中から土器510点が出土した.土器の多くはV期.......vn期の土器片であり、上層を

中心に竪穴住居跡構築時に改変している可能性がある。

出土遺物 520はV期壷A1b類。内面には扇形文と赤彩が認められる。 521はV期~羽期壷A1b類。端

部がやや外傾する。 522はV期-VI期高杯B3b類。口縁部が強く外反し、端部を丸くおさめる。

出土遺物から構築時期の言及は困難であるが、 E期のSZ129より先行するので、時期

えられる。

司

A
n
4
m
a
a
q
z
u

5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 径1-白血炭化物数タ所あり 襖入らず
5Y4/2 灰オHープ色砂賀土ややしまる粘性やゃあり 5Y3/1オFープ黒砂質土プロック30%混入
2.5Y4!2 暗灰黄色砂寅土ややしまる粘性なし鉄分沈着あり n 
7.5Y4!2 灰オロープ色砂質土ややしまる粘性なし混入物特になし u 

7.5Y4!2 灰オリープ色砂質土ややしまる粘性なし混入物特になし

園143 SZ131遺構図

E期以前と考

1 1)ロ/1 黒色土ややしまる粘性ややあり
径1-6哩礎10%混入
2. 6Y4!2 灰オDープ色砂 しまりなし
粘性なし径1-2岨円.30%混入
6Y2/1黒土プロック20%混入
3 2.6Y4/2 暗灰黄色砂 しまりなし
粘性なし径l岨円襲3%混入
4 6Y3/2 オPープ黒色砂質士 しまりなし
粘性なし径1-2岨円礎6%混入

6Eて弄す-

1 2.6Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
径1-5哩積10%混入
Z 5Y2/2 オy-プ黒色土ややしまる
粘性やゃあり 径1-3岨~O%混入
3 7.5Y4/1 灰色砂しまりなし粘性なし
径1-2岨円硯20%混入
4 2.5Y4/3 オリープ褐色砂 しまりなし
粘性なし混入物特になし

C 3 2 1 C' 

6.80m'~ CL::d:::r-
4 5 

1 6Y3/1 オFープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4!2灰オリープ土プロフタ30%損入
2 5Y2/1 黒色土ややしまる粘位やゃあり
径1-3但磯10%混入
3 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径1-2岨同夜10%混入
4 5Y4/3 暗オリープ色砂 しまりなし
粘性なし径3-7圃礎50%混入
5 5GY3/1 暗オy-プ灰色砂 しまりなし
粘性なし混入物特になし

5m 

(S=1/100) 
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o 10佃

囲144 SZ131遺物実測園 (8=1/4) 

SZ132 (遺構:図146、遺物:図145)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。軸を北東方向にもつ方形周溝墓と想定した

が、溝はコ字状となり南溝は確認できなかった。

方台部平面形は北西一南東約9.0mの方形で、南西辺は確認できない。北東辺及び北西辺がやや膨ら

むが南東辺は直線的である。なお、墳丘及び主体部は確認できなかった。

周溝 北西辺と南東辺の幅は約1.8......2.0mであるのに対し、北東溝は約1.2mとやや狭い。また、北西

溝が深さ約O.5mなのに対し、北東溝と南東溝は約O.1-0.2mと浅い。北隅はSK04424に切られて形状

が不明だが、東隅は角がある。底面は隔部も含めてほぽ平坦であるが、北東溝の中央東よりに深い箇

所がある。なお、壁面は緩やかに傾斜する。

遺物出土状況 埋土中から土器365点、石器類5点が出土した。磨製石斧 (525)は北西溝南端の傾斜

面から出土したロまた、埋土中からV期~羽期を主体とした土器片が出土しているが、埋土中に散在

することから本遺構の時期を示す資料とは考えにくい。

出土遺物 523はV期~羽期壷D類底部。 524はV期高杯B3b類。口縁部が短く外反する。 525は磨製

石斧で、表面の剥落が著しく使用痕が観察できない。 526は叩石で、下端及び側円に敵打痕が残り、煤

が付着している。 527は磨石で、表裏面に擦痕が残る。

時期 出土遺物から遺構の時期を推定するととは困難であるが、本遺構を切る複数の竪穴住居跡のう

ち、遺構の重複関係で最も先行するSB313が羽期であるため、羽期以前といえる。

。o
c
 

@
O
 

o 10棚

(S=I/4) 

015cm  

(526. 527 : 8=1 /6) 
27 

526 
園145SZ132遺物実測園
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菌剤‘

7:£て t)27 
下手3"""""525 
西灘

1 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
径1-5岨穫1%混入径1-3圃炭化物費量ヶ所あり
2 7.5Y3/1オリ}プ黒色砂質土ややしまる粘性なし
5Y4!3椿才!J-プ砂プロック10%混入

58316 。
@ 

3 5Y3/1オ!J-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径3at1睡1個あり

。
@ 

¥ 

4 10Y3/1 ;tリ}プ黒色土ややしまる粘位争ゃあり 径1圃炭化物歎ヶ所あり
5 2.5GY3/1暗オ!J-プ灰色砂賀土ややしまる給住なし
7.5Y4/2灰オリ}プ砂プロック20%混入
6 7.5Y4/2灰オロ}プ色砂 しまりなし 粘性なし混入物怖になし

B 2 1 2 B' 

7.而『ξ 告かトー
3 

北.
1 6Y3/1 オMープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 径1-3_炭化物書t~所あり
2 7.6Y4/1 灰色砂質土ややしまる 粘性ややあり 働~抽炭化物IIJC~所あり
3 6Y3/2 オ日ープ黒色砂質土ややしまる粘性やゃあり 笹1-2哩向調6%渦入

園146 SZ132遺構図

.鴻

A・

東構
1 5Y3/1オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径1-311・炭化物量生ヶ所あり 笹1-3司円積1%混入
2 5Y4/2灰オPープ色砂 しまりなし粘性なし
径1-3唖円破50%混入

。 5m 

(8=1/1∞) 
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SZ134 (遺構;園 148、遺物:園 147)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB328、SB343床面で検出した。西側を平成20

年度、東側を平成22年度に確認したが、北溝の西半と西溝は確認できなかった。

方台部 南北長約6.0mで、東西長は不明である。確認できた南東隅部はやや丸みをもっ。墳丘と主体

部は確認できなかった。

周溝確認できたのは北溝の一部、東溝、南溝である。幅約1.3m、

深さは約0.2-.;0.3 mと浅い。断面形状は皿形で、遺存状況はよくない。

周溝外縁は不整形である。甫溝は西端で途切れているため、陸橋を

形成する可能性がある。埋土は中央が窪む堆積であり、 2層-4層

に分層した。

遺物出土状況 埋土中から土器125点が出土した。上層からN期~

四期の土器片が少量出土し、東溝南側から遺存状況のよいW期費 (528)

が出土した。供献土器の可能性が高いと考えられる。

出土遺物 528は町期費B2類。口縁部を一部欠損する。胴部は頭部

からなだらか肩部まで膨らみ、最大径は胴部中央やや上位にある。

頭部から肩部までは刺突文3帯、直線文、波状文によって施文する。

底部は小さな平底である。

時期 供献土器の時期から、 N期と考えられる。

A I 竺
6.70mセ =ξヲ「

1 IOYR3/1 黒褐色砂質土ややしまる粘性あり 2-3圃の亜門視を7%含む
2 砂礎ややしまる粘性あり (砂粒皿以上)

B 528 1 B' 

而一一宵τ
V ( 

1 10崎 3/2 黒褐色土ややしまる 粘性あり 2圃湿の亜門援を3%含む
2. 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり 炭化物をわずかに含む
3 sn/2 灰.~~-プ色土しまる粘性あり
4 2.5Y3/1 黒褐色砂質土 しまる 粘性あり 2圃湿の亜門援を10%含む

C 

6.70m 

。

1 IOYR3/2 黒褐色土ややしまる粘性あり
2. 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり
3 sn/3 暗オFープ色土しまる粘性あり

(S=1/1∞) 

5m 

SZ135 (遺構:図 149、遺物:図 150)

C' 
土器 1 

園148 SZ134遺構図

528 

o 10cm 

(S=1j4) 

園147 SZ134遺物実測園

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB341とSB343床面で検出した。不整形な
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コの字状となる溝を確認し、町期の供献土器と考えられる遺物が出土したため、方形周溝墓とした。

平面形は不明瞭であり、東溝は確認できず、 SZ136に切られている。

方台部 不整形な周溝の一部を確認したのみであるため、規模は不明である。墳丘と主体部は確認で

きなかった。

周溝 確認できたのは北溝と西溝、南溝の西端である。西溝と甫溝は幅約1.0m、深さ約0.3mで断面

形はV字形である。東溝は幅約1.5mと広く、深さは約0.2mで断面形状は皿形である。埋土のうち、

壁面沿いの堆積はプロック土が含まれるため壁面崩落土の可能性がある。また、上層のプロック土の

混入は、人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器260点が出土した固各周溝の上層から羽期~四期の土器片が少量出土

した。上層から出土した遺存状祝のよい町期壷(529、530)が供献土器の可能性がある。

出土遺物 529、530はN期壷A1類。頭部が外反気味に立ち上がり、口縁部が直立する外面には2条

の凹線文が認められる。胴部は算盤玉状で細かなハケ目が認められるが、その下にはタタキも認めら

れる。 531は町期費A2類。口縁部が短くくの宇に屈折する。 532はW期高杯A類.ロ縁部が内湾して、

凹線文が認められる。 533はI期鉢口縁部。大型品で口縁部が短く外反して、端部は平坦である。

時期 供献土器の可能性がある遺物の時期から、 W期と考えられる。

ぺ像診i
a.J' 

。
(S"'I/20) 

e式会有L

1 町3/2 オロープ黒色士 しまる粘性あり
2 町4/1灰色シルト しまる粘性あり
6Y2/2オ3ープ黒色士プロックを1%含む
3 2.6Y4/1黄灰色シルト しまる粘性あり
6Y3/2オ3ープ黒色士プロックを2%含む

50cm 

4 2.6Y4/2 晴灰黄色シルト しまる粘性あり o":程の亜門機を1%台む
5 2. 町~/2 黒褐色士 しまる 粘性あり 5皿程の亜門事障を1%含む

6.ぉーセキ寸-
1 10YR2/1 黒色土しまる粘位あり
2 Z.5YZ/1 黒色土 しまる粘位あり 1四程の亙阿礁を3%含む
3 Z.5Y4/1黄灰色土しまる粘性あり
Z.皮3/1黒褐色土プロックを1%含む 5回程の亙同様を2%含む
4 Z.5YZ/1 黒色砂質土 しまる特性あり 3岨程の亙同礎を10%含む

。
(S"'I/1oo) 

園 149 SZ135遺構図

h 



529 

SZ136 (遺構:園152、遺物:図151)
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円入
531 

)-三 I ~~3 

園150 SZ135遺物実現IJ園

0100聞

(5=1/4) 

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB339とSB347床面で検出した。南溝は

SK04617により滅失するが、周溝内縁が方形にめぐる状祝を確認した。

方台部 南北長約4.1m、東西長約4.2mで、平面形は方形である。各辺とも直線的だが、各隅部は丸く、

全体として不整な円形にちかい形状である。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 周溝外縁はいずれも不整形で、各隅部とも丸みをもっ。北溝、東溝は幅約1.3m、西溝は幅約

1.0mとやや狭い。北溝と西溝は深さ約O.2........0.3mと浅く、断面形状は皿形である。西溝は深さ約0.5

mと深く、断面形はV字形である。埋土は5........9層に分層でき、上層から下層までプロック土の混入

が著しいことから、壁面崩落土の堆積とともに人為堆積も想定される。

遺物出土状況 埋士中から土器307点、石器類4点が出土した。各周溝の上層から羽期-vn期の土器

片が少量出土し、百期の土器 (534)が中層から出土した。しかし、供献土器は認められなかった.

出土遺物 534はW費A類底部。胴部が直線的に立ち上がり、底部外面にはハケ目が認められる。 535

はV期~羽期鉢Al類。口縁部が直立し、頭部直下に直線文と刺突文が認められる。胴部は頚部から強

く膨らみ、被熱による剥落が著しい。

時期 供献土器が認められなかっため、時期の特定は困難である。しかし、周辺の方形周溝墓の大半

がN期以前であることや、

出土遺物に比較的残りのよ

いN期の費があることなど

から、町期の可能性がある。

国151 SZ136遺物実測園

。
535 

lOcm 

(5=1/4) 
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1 6Y3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性ややあり
2.6Y2/1黒色シルトプロック10%混入
2 6Y4/3 暗オリープ色シルト
ややしまる粘性やゃあり 径1咽炭化物6%混入
3 7.6Y4/3 暗オリープ色シルト
ややしまる粘性やゃあり 径0.6唖炭化物20%混入
4 7.6Y4/2 灰オリープ色シルトややしまる粘性なし
7.6Y2/1黒色シルトプロック10%混入
5 10Y4/2 オPープ灰色シルト ややしまる粘性なし
径1岨炭化物10%混入

ふ提訴Li 
1 6Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
経0.5団炭化物10%混入
2 6Y2/2 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
6Y4/4暗オリープ色シルトプロック20拡混入
3 6Y4/2 灰オリープ色シルド ややしまる粘性なし
6Y2/1黒色シルトプロック10%混入
4 6Y4/4 暗オリープ色シルド しまりなし粘性なし
経0.5団炭化物10%混入
5 7.6Y5/3 灰オリープ色シルトややしまる粘性なし
経0.2-0.6咽炭化物6%混入

C 3 2~! c・
6.60m・7 蓮歩同

8' n 
9 7 

1 2.庇3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
径0.2-0.6岨炭化物6%混入
2 2.6Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
径0.5国炭化物5私混入
2.6Y4/6オロープ褐色シルドプロック6%混入
3 2.庇3/2 黒褐色土ややしまる粘位やゃあり
6Y6/4オHープ色シノレトプロック10%混入
4 6Y3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性あり
径0.1個炭化物10私書量入
5 6Y3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
6Y4/4暗オロープ色シルトプロック20%縄入
6 6Y3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径0.1個炭化物10私混入
7 2.庇3/2 黒褐色土ややしまる粘性あり
径l岨鋭化物3%損入
8 5Y4/3 暗オy-プ色シルド しまりなし粘性なし
5Y5/6オFープ色シノレトプロック10%温入
9 2.5Y5/6 黄禍色シノレト しまりなし粘性なし
径0.1皿粗砂'20%混入

SZ139 (遺構:園 154、遺物:図 153)

D 

6.601明

E 

6.601別

園152 SZ136遺構図

。
(S=1/1∞) 

D' 

E' 

h 

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 SB327、SB363""365、SB370、SB373、

SB376の床面で検出した。西溝はSZ138を切り、北溝から方台部にかけてSZ132に、方台部はSZ140に、

南西隅部はSZ143にそれぞれ切られる。

方台部 後出するSZ140により中央が大きく削平されているが、およその全形を確認した。その規模

は南北長約7.5m、東西長約8.3mで、平面形は東西に長い長方形である。各辺とも直線的だが、東辺

がわずかに弧状となる。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 南西隅部をSZ143によって削平されているが、南構西端が途切れているのを確認した。周溝の

幅は約1.0mで、東溝のみ約O.5mでやや狭い。断面形はいずれも皿形で、深さは約O.2mである.埋土

は北溝が方台部からの流入が認められ、他は水平堆積か中央が窪む堆積で とkJ
ある。

遺物出土状況埋土中から土器285点が出土した。各周溝の上層からV期

~羽期の士器片が出土したが、その多くは小片で摩耗が進んでいる。供献

。 10四

(8=1/4) 

園153 SZ139遺物実測



E 

6.80m 

雪|明

1 2.5Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり 帳台まず
2 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり 磯含まず
3 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土
しまりなし粘性なし
種1-3個程の亜角積を30%程合h

白石下ヰす-
1 5Y3/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径E皿程の亙角礎1%程含む
2 5Y2/2 オロープ黒色土

第2節

ややしまる 粘性やゃあり 圏直含まず
3 5Y4/2 灰オリープ色土
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
4 7.5Y3/1 オリープ緑色土
ややしまる粘性やゃあり 硯含まず
5 2.5Y3/3 時オ~-プ褐色砂質土
しまりなし粘性なし
径0.5-2血程の亙角棋を30%程含む

1 1.6Y3/2 オFープ黒色士しまる粘性あり様含まず
2 町~/2 オリープ黒色砂質士 しまりなし粘性なし
経0.6-3国程の亙角礁を30%程含む

。

園154 SZ139遺構図

弥生時代中期の遺構と遺物

白石守扶帯ュ-
1 1.6Y2/2 オロープ黒色土
しまる粘性あり 積含まず
2 6Y3/2 オリープ黒色土
しまる粘性あり
径日.6-1血程の軍角礎2%程合む
3 6Y4/2 灰オロープ色土
ややしまる粘性やゃあり

149 

6Y2/2オ日ープ黒色土を16%程含む
4 6Y3/2 オリープ黒色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
6Y2/2オ日ープ黒色土を10%程含む
5 6Y3/2 オリープ黒色土やや淡色
しまる粘性あり
径日.6-1回程の軍角礎1%程含む
6 1.6Y3/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
7 6Y4/2 灰オロープ色土やや淡色
しまる粘性あり 礎含まず

E' 

5m 

(5=1/100) 
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土器は認められなかった。

536は四期手握ねC類。外面に指圧痕が残る。

供献土器が出土しなかったため、出土遺物から時期の推定は困難である。

出土遺物

時期 I期のしかし、

SZ138を切り、 W期のSZ141に切られるととから、 N期以前の可能性がある。

SZ140 (遺構:園155、遺物:園 156)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 SB363~ SB365、SB373、SB376の床面で検

出し、 SZ139の方台部内にあって、やや軸を違えて位置し、 SZ139を切る。また、北東隅部はSZ132を、

南西隅部ではSZ143をそれぞれ切り、重複する方形周溝墓のなかでは最も後出する。

方台部 南北長約4.3m、東西長約3.9mで、平面形は南北に長い長方形である。東西両辺は直線的だ

が、南辺は弧状を呈し、北辺は不整形である。墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 北溝の中央付近で途切れる。周溝の深さは南溝で約O.2mが認められる以外は、約O.lmと遺存

状況が悪い。そのため、陸橋部として断定するのが難しい。幅は各周溝とも約1.5mと均一である。断

面形は皿形である。埋土1層から7層に分層でき、南溝では中央が窪む堆積を確認した。

遺物出土状況 埋土中から土器824点が出土した。土器はV期~刊期のものであるが、いずれも小片

で麿耗が進んでいる。供献土器は認められなかった。

雪|個

明

ド
句
史
N

斗
官

I
礼
調
由
μπ

奇
骨
「
持
制
詳
醇
守
令
-
v
q

鴎

H
J臼
白
幡
3
岡
冶
揖
S
4
F
胡
問
時
向
句

H

勾
u
b
斗

?
l礼
調
険
什
「
持
制

蹴
官
圃

ma岡
冶
掴
圏
N
J
F
柑
時

e

N

勾
u
b
斗
ヲ
l
礼
調
険
什
舟
守
甜
用
品
開

蹴
官
恒
輔
剛

S
岡
冶
掴
圏
N
J
F
柑
時
同
句

臼

勾

串

¥
N
h
m
斗
唱

I
U、
険
什
「
冊
恒
常
「

鴎

E
E剛
S
岡
冶
調
印
d
F
柑
時
同
句

ゐ

勾

u
b
斗
冒

1
礼
調
険
什
命
令
里
町
品
開

鴎

E
E剛
S
岡
冶
掴
圏

3
F柑
時
同
句

旬

勾

u
b
斗
冒

I
礼
調
険
什
命
令
甜
用
品
開

鴎

E
E剛
S
岡
冶
調
印
d
F
柑
時
同
句

申

勾

u
b
斗
冒

I
礼
調
険
什
命
令
「
M
押
印

叶

勾

串

¥
N
h
m
斗
唱

I
U、険
μπ

「
附
司
砂
「

鴎
ロ
・
明

tH昌
樹
3
岡
冶
掴
層
階

g
求
随
時

e 暢
肝
博
晶
『
哩

「
冊
哩
荷
「

静
ま
昨
品
町
「

命
令
「
冊
。

命
令
「
冊
。

詳
博
命
令
伊
司

#
虫
昨
A
H

「

A' 石A 

6.80m 

S837ひ干1

1 町3/2 オリープ鳳色士
ややしまる粘性ややあり
径0.6-1岨程の亜角穣を2%程含む

2 

1 6Y3/2 オPープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
径6mi程の亜角磯1%程合む
2 6Y3/1 オPープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
径6mi程の亜角磯2%程合む

2 詳
博
品
開
「
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舟
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命
令

vd

5m 。
(8=1/1∞) 

SZ140遺構図困155
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出土遺物 537はVH期饗A4類。口縁端部がわずかに周折する。 538は刊期高坪G類@

時期 供献土器が出土しなかったため、出土

叫

遺物から時期の推定は困難である。しかし、

I期のSZ138を切り、ll!-IV期のSZ143より

後出することから、 E期-IV期と考えられる。

SZ141 (遺構・図 157・158、遺物:図 159)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 SB340、SB344、SB367、SB375、SB376の床

面で検出した。 SZ137、SZ138、SZ142、沼143、SZ146を切り、重複する方形周溝墓のなかでは最も後

出する。

方台部 南北長約8.8m、東西長約8.0mで、平面形は南北に長い長方形である。各辺とも直線的だか、

重複する遺構が著しいためか、やや不整形である。また、南西部は周溝の幅が狭くなるため、方台部

がやや外側へ突出する。中央部では東西方向に主軸をもっ、長さ 2.99m、幅l.06m、深さ O.20mの長

方形を呈する大きな土坑を検出した。底面は平坦で、壁商の傾斜は南北側がほぼ垂I宣であるが、東西

側は緩やかである。平面的な位置から主体部である可能性が高い。しかし、検出した士坑が掘形を示

すのか棺材の痕跡であるのかは、平面形や埋土から判断できなかった。その思土からは土器片が2点

のみ出土し、 1点は時期の特定が困難で、残る l点は縄文時代晩期中葉 (546)の土器であった。墳丘

埋土はわずかに残存していることを確認でき、主体部は盛土内に構築されている。

周溝周溝は途切れるととなく、全周する。周溝幅は約O.9m-1.5mで、重複する遺構の影響のため、

東西両溝の一部のみ検出幅が狭い。断面形はV字形で、壁画傾斜はやや急で、深さは約O.5mである。

外縁はやや弧状を呈し、各隅部は丸みを帯びる。埋土は6層-11層に分層した。壁面沿いの分層が細

かくできたととから、壁画崩落土が進行した後に埋没したと考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器2，738点、石器類12点が出土した。土器は各周溝から出土し、縄文時

代晩期後半、 I期、 W期-v期に属する。上層では縄文時代晩期後半、 I期、 V期の遺物の出土が目

立ち、 V期頃に埋没したと考えられる。また、北溝中央中層からW期壷 (539)が口頚部を北側にi向け

て横位で出土した。床面からやや浮いていることから、周溝掘削後、一定時聞が経過後に転落した可

能性がある。また、商溝中央やや北側の底商付近から、 W期壷 (541)が周溝の軸に沿うように、口頚

部を南側に向けて横位で出土した。いずれも供献土器と考えられる。

出土遺物 539はIV期壷A2類a 頚部がなだらかに外反して、口縁部が屈折して直立するa 外面には凹

線3条、その直下の屈折部に刺突文を施文する。頚部にはクシ状工具 (2本1組X3単位)による直

線文と刺突文が施文されるが、磨耗が著しく、詳細は不明である。胴部はやや縦長の算盤玉にちかい

形状である。口頚部同様、磨耗が著しい。頚部から肩部にかけての胴部上半に口頚部と同じ工具で直

線文を数帯、その下に直線文と波状文を交互に2帯施文するが、不明瞭で観察が困難である@胸部下

半は霞線的に底部に向かい、ハケ目が残る。その下には横方向、タタキがわずかに認められる。 540

はV期壷A類。胴部上半に直線文と振幅の小さい波状文を施文する。 541はW期壷Al類。頚部が鯨く、

口縁部までゆるやかに外反し、口縁部が内傾する。端部は平坦で、外面に2条の凹線を施す。胴部は

左下がりの細かなハケ目が認められ、その下には右下がりのタタキが認められる。胴部最大径は中央
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より下がった位置にあり、肩部の張りは他の同類と比べると弱い。底部外面にもハケ目が認められる。

542はV期器台Ala類。口縁部が強く外反し、端部に平坦面を形成する。端部には3個1組の円形浮

文が認められる。 543、544はI期壷固口縁部が短く外反する。 543は口縁端部、頭部に沈線が認めら

出土状況園

Q 宅s
50cm 

¥ rr 鮎020干2
(S=1/20) 

A 

6.90m 

2 

出土状況国

島。
θ 

A 

同
開

A9

88344 

SZ141商 SZ141-主体郁・盛土 SZ141東
1 2.5Y4j2 暗灰黄色土 1 5Y3/2 オPープ黒色土 1 5Y2/2 オFープ黒色土 しまる粘性あり
しまりなし粘性なし ややしまる粘性やゃあり 径0.5-1咽程のE円積3%程含む
径1-3咽程の亙角礎2%程含む 積含まず 2 2.5Y3/2 黒褐色土しまる粘性あり
2 2.5Y4j3 オロープ褐色土 2 5Y4/2 灰オFープ色土 径0.5-1圃程のE円積3%程と炭化物極小粒5%程含む
しまりなし粘性なし しまりなし粘性なし 3 2.5Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり
径1-3咽程の亙角礎5%程含む 径5mi程のE円礎2%程含む 径0.5-1圃程のE円積3%程と炭化物極小粒5%程含む
3 2.5Y3/2 鼎禍色土 3 5Y4/2 灰オFープ色土やや暗色 4 2.5Y3/2 黒褐色土やや淡色 しまる粘性あり
ややしまる粘性ややあり しまる粘性あり 径0.5-1咽程のE円積1%程と炭化物極小粒5%程含む
径1-3個程の亙角讃1%程含む 5Y3/2オリープ黒色土を20%程含tr 5 5Y3/2 オFープ黒色土 しまる粘性あり 礎含まず
4 2.5Y4/2 暗灰黄色土やや暗色 4 5Y4/2 灰オFープ色土やや語黄色 6 5Y2/2 オFープ黒色土やや淡色 しまる粘性あり
しまりなし粘性なし しまる粘性あり磯含まず 径0.5-1咽程の亜門機1%程と炭化物極小粒1%程含む
径1-3個程の亙角讃1%程含む 5 7.5Y3/1 オFープ黒色土 7 5Y4/2 灰オリープ色土 しまる粘性あり
5 2.5Y3/2 鼎禍色砂質士 ややしまる粘性やゃあり 径0.5-1咽程の亜門機1%程と炭化物極小粒1%程含む
しまりなし粘性なし 積含まず
径1-3個程の亙角礎50%程含む
6 2.5Y4/1 貧灰色土 しまりなし粘性なし
径1-3個程の亙角礎2%程合む o 5m 
7 2.5Y3/3 暗オリープ褐色土ややしまる粘性ややあり積含まず ア
8 2.5Y5/1 貧灰色土 しまりなし粘性なし径0.5-1咽程の亜門事担1%程含む
9 2.5Y5/2 暗灰黄色土 しまりなし粘性なし径0.5-1岨程のE円礎1%程合む (S=1/100) 

園 157 SZ141遺構図(1 ) 
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れる。 545はI期壷胴部。頭部が内傾し、頚胴部の境に削り出しの段が認められ、その下に沈線を施文

する。 546は縄文時代晩期中葉の深鉢口縁部。やや外傾して、端部に押圧が認められる。 547は町期費

Bl類。口縁部が強く屈曲して直立する。端部は内傾する平坦面を形成する。外面にはやや振幅の小さ

い波状文を施文する。胴部は頭部からなだらかに膨らみ、肩部が張る。胴部下半は直線的となる。頭

部直下から胴部中央まで文様が認められる。頭部直下には直線文2帯の聞に刺突文を施文し、下段の

直線文からやや離れて胴部中央に振幅の長い、連弧文にもみえる波状文を施文する。 548はN期聾A

類の底部。 549は叩石。長楕円磯の側縁部上方に多数の敵打痕が観察できる。 550は被熱磯.長軸方向

B 

6.90m 

z 

SZI41主体部・盛土
1 5Y3/2 オ日一プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
2 5Y4/2 灰オ~-プ色土
しまりなし粘性なし
径5皿湿の亙同様2%程含む
3 5Y4/2 灰オ~-プ色土やや暗色
しまる粘也あり
5Y3/2オリープ黒色土を20%程含む
4 5Y4/2 灰オ~-プ色土やや淡色
しまる粘位あり 喋含まず
6 7.5Y3/1 オ~-プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず

SZI41~~ 
1 2釘3/1 黒褐色土
ややしまる 粘性やゃあり
径1-5圃湿の軍同署闘を7%程含む
2 2町3/1 黒褐色土やや淡色
ややしまる 粘性やゃあり
径lC11i程の亙同様を3%程含む
3 2釘3/1 黒褐色土
ややしまる 粘性やゃあり
径l岨-5血種の亙角磁を5%程含む
4 5Y2/2 オ3ープ黒色土しまる粘性あり
径!iIImfiの亙角礎1%程含む
6 5Y3/2 オ!J-プ黒色土しまる粘性あり
径2皿程の亙角磁を1%程含む
6 5Y3/2 オ!J-プ鴇色土やや暗色 しまる粘性あり
径Z岨程の亙角礁を1%程含む
7 5Y3/2 オ!J-プ無色土やや淡色 しまる粘性あり礎含まず
8 5Y3/2 オ!J-プ無色土やや淡色 しまる粘性あり 径5mm程の軍角棋を1%程含む
9 5Y3/1 オ!J-プ無色土 しまる粘性あり 径7回程の亙角横1%程含む

?字下

B' 
842136  一一一ー

16 549 

SZI41南
1 5Y3/2 オ!J-プ黒色土ややしまる特性やゃあり
径l圃程の亙同様1%程含む
2 5Y3/2 オ!J-プ黒色土やや暗色しまる粘性あり
径l圃-3個程の亙阿礎を1%程含む
3 5Y3/2 オ!J-プ黒色土しまる粘性あり 礎含まず
4 5Y3/2 オ!J-プ黒色土やや淡色
しまる粘也あり 礎含まず
6 5Y3/2 オ!J-プ黒色土やや暗色
しまる粘也あり 礎含まず

自 5Y3/1 オ!J-プ黒色土しまる粘性あり 礎含まず
7 5Y3/1 オ!J-プ黒色土やや淡色
しまる粘位あり 礎含まず

邑 5Y3/2 オ!J-プ黒色土
ややしまる 粘性ややあP 礎含まず
9 5Y4/2 灰オ~-プ色土
ややしまる 粘性ややあP 礎含まず
10 5Y3/2 オ!J-プ黒色土しまる粘性あり 礎含まず

1 2.6Y4/3 オリープ褐色土しまりなし粘性なし様含まず
2 2.6Y3/1 黒褐色土しまる粘佳あり
径0.5-1回程の亙阿礎5%程含む
3 2.6Y3/1 黒褐色土やや暗色しまる粘性あり楳含まず
4 6Y3/2 オロープ黒色土
ややしまる 粘性やゃあり 様含まず
5 5Y3/2 オロープ黒色土やや量産色 しまる粘性あり
径0.5-1岨程の亙阿様5%程含む
6 2.5Y3/2 黒褐色砂質土 しまりなし粘性なし
径0.5-1岨程の亙阿様50%程含む

E ~ 

6.90m 久 11!????
-唱=高......唱~ヰJ弘、 ""色町a里由里云=
I 11""'1、戸"'f'"守"¥'"
11 9 11 4 7 uio 

1 2.町3/2 黒褐色士キやしまる粘性ややあり 径0.6国経の亜角磁を6%程含む
2 2.町3/1 黒褐色士しまる粘性あり 径0.6咽裂の亜角磁を6%程含む
3 2.町3/1 黒褐色士キキ淡色 しまる粘性あり 径0.6個程の亜角磯を6%程含む
4 2.町3/2 黒褐色士しまる粘性あり 磯含まず
5 2.町3/1 黒褐色士キキ晴名しまる粘性あり
経0.6-3四程の亜角磁を6%程含む
6 6Y2/2 オロープ黒色士 しまる 粘性あり 径0.6個程の亜角高障を2%程合む
7 6Y2/2 オロープ黒色士やや淡色 しまる粘性あり 穣含まず
8 6Y3/2 オロープ黒色士 しまる粘性あり 機含まず
9 6Y2/1 黒色士しまる粘性あり 積含まず
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町
内

U
白

M
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1 2.5Y3/2 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
径1-5個程の亜角積を7鴨程含む
2 2.5Y3/1 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
種1-3個程の亜角積を2%程含む
3 罰百/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
種1-3個程の亜角積を5%程合む
4 罰百/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
種1-3個程の亜角積をω%程合fi
5 町宮/2 オリープ黒色士やや暗色
しまる粘性あり
種1-3個程の亜角磯を1%程合む

1 2.6Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり
径2-3唖程の亜円積1%程含む
2 2.6Y3/1 黒褐色土やや暗色
しまる粘性あり 炭化物小朝~%程含む
3 2.6Y3/1 黒褐色土やや淡色
しまる 粘性あり 径6uml呈の亜円積3%程含む
4 6Y3/1 オ3ープ黒色土
しまる粘性あり 礎含まず
5 6Y3/1 オ3ープ黒色土やや暗色
しまる 粘性あり 径6uml呈の亜円礎1%程含む
6 6Y2/2 オ3ープ黒色土
しまる粘性あり 礎含まず
7 6Y3/2 オ3ープ黒色土
しまる粘性あり 礎含まず
8 6Y3/1 オ3ープ黒色土しまる粘性あり横含まず
9 6Y3/2 オ3ープ黒色土しまる粘性あり横含まず
10 6Y3/2 オ3ープ黒色土やや暗色 しまる
粘性あり 礎含まず
11 6Y2/2 オ3ープ黒色土しまる粘性あり横含まず

園158SZ141遺構図 (2)

F' 

6.90m~主宇品号4←-

世→G' H-H' 
1 2.6Y4/2 暗灰黄色土
ややしまる粘性ややあり 慶含まず
2 2.6Y4/3 オロープ褐色土
ややしまる粘性ややあり 慶含まず
3 2.6Y4/3 オロープ褐色土やや淡色
ややしまる粘性ややあり 慶含まず
4 2.6Y3/3 暗オHープ褐色土
ややしまる粘性ややあり 慶含まず

6.90日右岸r-
4鍋 17年s

。 5m 

(S=1/100) 
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に割れており、表面と割れ面の一部が被熱により赤変している。

時期 供献土器の時期から、 W期後半と考えられる。

τと

「雨間-71:

SZ142 (遺構:図160)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 SB332、SB338、SB339、SB344、SB350の床

面で検出した。南東溝と北東溝はSZ141に切られる。周囲の遺構との重複が著しく遺存状況が悪いが、

周溝が巡ることから周溝墓と考えた。

方台部 南北長は不明で、東西長約5.4mである。確認したいずれの辺も不整形で、北隅部と東隅部は

鈍角である。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 周溝外縁の平面形は不整形を呈し、北隅部と東隅部は鈍角である。幅は約1.0m'"" 1.5 mで、深

さは約0.2mと浅く、底面は平坦な箇所が多く、壁面の傾斜は緩やかである。なお、南隅部に陸橋を
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形成する。埋土は3層"'5層に分層し、埋土下層を中心にプロック土の混入が認められるため、埋没

当初は壁面崩落が進行したと考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器49点が出土したが、いずれも小片であり図示しなかった.

時期 供献土器が出土しなかったため出土遺物から時期の推定は困難であるが、 W期のSZ141に切ら

れるためIV期以前と考えられる。

。。
、S回32

4クうて 。

自蜘ヒ半当ナ 自蜘斗宅ア
114321  

8.7伽ょ出伊

0 
8.7Om 

1 6Y4/1灰色土しまる粘性あり
2.6Y3/1黒縄色土プロックをZ%台む
2 5Y3/Z オリープ黒色シルト
しまる粘性あり
5Y2/Ul色土プロックを1%含む
S 5Y4/Z灰オリープ色シルト
しまる粘性あり
2町3/1鳥偏色土プロックを1%台む

1 2 1 
1¥  I 

~ー-=-r〆
3 3 

0' 

1 2.6Y3/1黒褐色土しまる粘佳あり

1 10YR3/1 鳳褐色土しまる粘性あり
1岨挫の亜門績を6%含む
2 2.町2/1 鳳色シルト しまる粘性あり
2""程の亙円績を16%含む
3 6Y4/2 灰オリープ色シルト しまる粘性あり
6Y3/1オFープ黒色土プロックを7%含む
4 6Y4/2 灰オリープ色シルト しまる粘性あり

E 

6.701明

2 10YR2/2黒褐色シルトしまる粘性あり ー工
2..程の亜門司躍を15%含む 6.701判
S 10YR3/2 黒褐色砂質土 しまる粘性あり

J 
3..11のE同様を30%含む

園160 SZ142遺構図

。

1 10YRZlZ '"縄色土しまる粘性あり
Z岨程の亙同様を30%含む
2 Z.6Y3/Z '"得色土しまる粘性あり
l咽程の亙阿磁を1%含む炭化物をわずかに含む
3 2. 6Y6/~ 賞得色シルト しまる粘性あり
4 6Y3IZ オリープ黒色シルト しまる粘性あり
Z岨程の亙円磁を10%含む
5 1.6Y3/2 オ9ープ黒色シルト しまる粘性あり
2.6Y3/3暗オ9ープ得色シルトプロヲタを10%含む

E' 

F 

'"" 、』ーー---

5m 

(S=l/l∞) 
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SZ143 (遺構:図161、遺物;園162)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。西溝を後出するSZ141によって滅失するが、

残る北溝、東溝、甫溝をSB376......SB378の床面で検出した。北東隅でSZ139を切り、西溝をSZ141と

SZ146に、北東隅をSZ143に切られる。検出当初は、北溝とそれに続く東溝北半の一部を確認し、東溝

南半と南溝が不明であった。その後、周囲の遺構掘削の進行に伴い東溝南半と南溝を確認したが、そ

れぞれの図を個別に作成したため、掘削によって消失した東溝の北半分をハーフトーンで示した.

方台部北辺がやや直線的で、東辺と南辺は弧状を呈する。東西長は不明で、南北長約は4.0mである。

北東隅部、南東隅部とも丸みをもっ。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 西溝以外を確認した。幅は北溝約1.3m、東溝約2.1m、南溝約2.1mで、北溝の幅が狭い。全体

的に浅く、底面は平坦で、壁画の傾斜は比較的急である。埋士は1層"'5層に分層した。ブロック士

の混入がみられず、その成因は不明である。

E 

6.70m 

F 

6.70m 

S8377 

園161 SZ143遺構図

E' 

F 

。

」ー 1 2 ~ 
6.畝加，___j / 

予苧字
3 4， 5 

1 5Y3/2 オリープ黒色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
2 5Y4/2 灰オy-プ色土
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
3 5Y4/2 灰オy-プ色土やや淡色
ややしまる粘性やゃあり 礎含まず
4 5Y3/2 オリープ黒色土
しまる粘性あり 様含まず
5 5Y3/2 オリープ黒色土やや暗色
しまる粘性あり 様含まず

6.トヘヰ年一一
4， 3 

1 5Y3/2 オリープ黒色土
しまりなし粘性なし
径0.5-1岨種の亙角穫を3%種含む
2 5Y3/2 オリープ黒色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
径0.5-1岨種の亙角穫を1%祖含む
3 5Y4/2 灰オy-プ色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5-1岨程の亙角穫を1%祖含む
4 7.5Y3/2 オy-プ黒色砂質土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5-1岨程の亙角穫を1%祖含む

C t C' 

6.8Om下守~
3 2 3 

1 町3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
種0.5-3cm程の亜角擦を5%程合む
2 町3/2 オリープ黒色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
種0.5-3回程の亜角擦を7%程合む
3 町3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5-2cm程の亜角擦を5%程合む

品 1! 巴 D

s前面白 翻 78刊

1 2.5Y3/1 黒褐色砂質土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y4/3オリープ褐色砂質土を
30%程合む

(5=1/100) 

5m 
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遺物出土状況埋土中から土器978点、石器類2点が出土した。土器はV期""'VH期の小片が大半であり、

図示していない。

出土遺物 551は砥石。側面の2面が使用により大きく窪み、上端は折損している。本来の全体形は

接形を呈していた可能性が高い。

時期 供献土器が出土しなかったため出土遺物から時期の推

定は困難であるが、 E期~町期のSZ139を切り、 N期後半の

SZ141に切られることから、 E期""'N期と考えられる。

SZ146 (遺構:図 164、遺物:図 163)

。瓜;~i 
551 

15cm 

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 SZ141とSZ147に切られ、南溝は検出でき

なかった。竪穴住居跡との重複が著しく、 SB360、SB378、SB395、SB396の床面で検出した。そのため

か、周溝の外縁、内縁ともに不整形である。

方台部 南北長は不明であり、東西長約10.1mである。確認した各辺とも弧状を呈し、隅部は丸い。

なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 周溝幅は東溝約1.5m、北溝約1.8m、西溝約2.1mと不揃いである。深さは東溝、西溝とも約

0.3m"'" O.4mとほぼ一定だが、北溝は約O.1mと浅い。底面は全体的に平坦で、壁面の傾斜は緩やかで

ある。

遺物出土状況 埋土中から土器975点が出土した。土器は縄文時代晩期""'I期、 V期~刊期のものが

出土したが、供献土器といえる土器は認められなかった。

出土遺物 552はV期費A類。口頭部を欠損する。小さな底部から胴部が直線的に外傾しながら立ち

上がり、肩部が張る。 553、554はVI期曹A2a類。口縁部が頚部で屈曲して外方へ伸び、端部でわずか

に直立する。端部はやや平坦で、胴部はあまり膨らまず、胴部径は口径を大きく下回る。頚部直下に

刺突文が認められる。 555は町期壷H類。古井式の壷の胴部片と考えられる。 556は縄文時代晩期後半

の深鉢口縁部。端部に強い平坦面が認められ、やや下がった位置に素文突帯を貼付する。内外面に条

痕が認められる。

時期 供献土器が出土しなかったため出土遺物から時期の推定は困難であるが、町期のSZ141と

SZ147に先行することから、町期以前の可能性がある。

、問
553 

。 10cm 

(S=1/4) 

図163 SZ146遺物実測図
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雪|胃

6凶 mへ4f
MOm-吟--------ー 叫 1ムイ円安で

1 5Y2/2 ~ロープ黒色土
しまる粘性あり
硯含まず鉄分沈着あり
2 7.5Y3/2 オy-プ黒色砂質土
ややしまる粘性やゃあり
2.5Y4/2暗灰黄色砂質土を10%種含む
3 5Y3/1 ~ロープ黒色砂質土
ややしまる粘性やゃあり
様含まず

蜘吋『キキ
1 7.5Y3/1 オy-プ黒色土
しまる粘性あり 喋含まず
2 7.5Y3/2 オy-プ黒色土
しまる粘性あり 喋含まず
3 5Y4/2 灰オy-プ色砂質土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3血経の亙角礎3%程含む
4 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質土
ややしまる粘性やゃあり

1 2.5Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり
鉄分枕着あり
2 2.5Y3/2 黒褐色土しまる粘性あり
鉄分枕着あり
3 2.5Y2/1 黒色土しまる粘性あり
径3-5岨湿の亜角礎1%程含む

E 

6.80m 

園 164 SZ146遺構図

SZ147 (遺構:図165、遺物:図166)

。

1 7.5Y3/1 オy-プ黒色土 しまる粘性あり
2 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性あり
炭化物をわずかに含む
3 5Y4/2 灰オy-プ色シルト
しまる粘性あり
5Y3/1オロープ黒色土プロック1%含む

E' 

5m 

(S=1/1∞) 

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB390、SB396、SB397、SB399、SB408の床面

で検出した。東側はSZ145に、南側はSZ148にそれぞれ近接し、北側でSZ146を切る。なお、周溝の全

形を確認できた。
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南北長約7.7m、東西長約7.6mでほぼ正方形を呈する。東辺、南辺、西辺は直線的だか、北

辺はやや歪んでいる。なお、墳丘と主体部は確認できなかった.

弥生時代中期の遺構と遺物第2節

方台部

周溝幅は約1.7m'" 2.2mで、西溝のみやや狭い。東溝と西溝は深さ約O.3mで、壁画の傾斜は

緩やかで断面形は皿形である。南構は深さが約O.5mあり、断面形がV字形を呈する。周溝は内縁、

外縁とも直線的である。北溝は他の周溝と繋がらず、両端に陸橋部を形成する.埋土は4-6層に分

層した。埋土中にブロック土はみられないが、南溝では壁面に沿った細かい分層が可能であったので、

周溝
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画揖吟組問
J

可

5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物小粒7%程合む
7.日3/1 オv-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり襲含まず
7.日3/2 オHープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 襲含まず
5Y3/2 オリープ黒色砂質土ややしまる粘佳やゃあり 襲含まず

'
A
司
6
9
J
V
8
a
z

B・B 

6.60m 

4 

7.町3/1 オリープ黒色砂質土
しまりなし粘性なし離合まず
2.町4/2 暗灰黄色砂質土
しまりなし粘性なし離合まず

2.町3/1 黒褐色土しまる粘性あり 礎含まず 4 
5Y3/1 オリープ黒色土 しまる粘性あり 離合まず
7.5Y4/1 灰色砂賀土しまりなし粘性なし 5 
2.5Y4/2暗灰黄砂賀土を30%糧含む

咽
且

n，“司

a

励1。
(8=1/1∞) 

SZ147遺構図園 165
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埋没当初は壁面崩落により埋没したと考えられる。

埋土中から土器1，551点が出土した。土器の多くは埋土上層で出土しており、 IV期~刊遺物出土状況

期に属するが、供献土器といえる土器は認められなかった。

出土遺物 557、558は町期壷H類。胴部の破片で斜格子状の文様が認められる。 559は町期費A2類。

口縁部がくの宇に屈折する。タタキが内外面に認められ、外面はハケ調整の後にタタキが施され、出

土資料のなかでは少数例である。 560はV期饗B1a類。日韓部が外反する。 561はVI期高部C3a類。日

縁部が杯底部で屈曲して、直線的に立ち上がる。脚部は付根からやや外反しながら開き、裾部でやや

内湾する。坪底部の段は顕著である。脚裾部内外面に煤が付着する。 562はV期高坪脚部。直線文3帯

が施文される。 563はVI期""V11期の土製品。直径5.0cmの土玉で中央に4mmの孔が認められる。

供献土器が出土しなかったため、出土遺物から時期の推定は困難である。遺構の重援ではE期時期

以前のSZ146を切る。本遺構はIV期のSZ141、SZ148、SZ152と同じ列上に位置しており、出土遺物に

もIV期の土器が含まれているため、 IV期と考える。

万羽唱子主てに、
560 

" /'、 r、

l)l)L) 

() C) ()。
() C) ()~ 
l)ひ

10cm 

(5=1/4) 

。

SZ147遺物実測図

557 

558 

岩見 562

、

。。 図166

SZ148 (遺構:I調167-169、遺物:図 170・171)

西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB399、SB400、SB404、SB406、SB418"" SB421、

SB425、SB437の床面で検出した。なお、周溝の全形を確認した。

検出状況

南北長約9.4m、東西長約10.9mで、東西に長い長方形を呈する。東辺、北辺は直線的で、西方台部

辺、南辺はやや歪む。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝幅は西溝のみが約3.1m""" 3.8mと広いが、他は約2.1mである。深さは南溝が約0.5mと深

く、その他の溝は約0.3mである。底面は南溝がほぼ平坦であるが、他は丸みを帯びる。また、壁面の

傾斜も南溝が急であるが、的は比較的緩やかである。各周溝とも外韓は不整形で、西溝から南溝にか

属溝

けではやや弧状となる。南東隅部が途切れ、陸橋部を形成する。南西隅部は幅0.7mと幅が狭くなる。

埋土は4層""14層に分層した。南溝ではブロック土の堆積が顕著であるが、他の溝ではほとんど確認

できず、場所によって堆積状祝が異なっていたと考えられる。

埋土中から土器3，333点、石器類16点が出土した。上層からV期~刊期の土器片、底

面付近から百期の土器が出土した。百期の土器は陸橋部の両側と東溝中央から出土した。破損した状

遺物出土状況

態のものが認められるが、なかには遺存状況のよいものがあり供献土器と考えられる。陸橋部の北側

からはW期壷 (570、571)、費 (581、582)、南側からはIV期壷 (572)、饗 (577、578、584)が出土し
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た。 570は口頭部を欠損し横位で、 571と581、582は潰れた状況で出土した。南側から出土した572、

577、584は破損が目立ち、転落した可能性がある。大型品のN期壷(574)は横位で東溝中央より出土し

B 

6.60m 
4 石 l

S8401 

士事島 2 3 

1 2.5Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり
径1-5岨種の亙角療を2%種含む
2 5Y3/1 オFープ黒色土 しまる粘性あり
径0.5-1圃種の亙角離を1%種含む
3 5Y2/2 オFープ黒色土 しまる粘性あり
径1-3岨程の亜角療を1%種含む
4 5Y2/2 オFープ黒色土やや淡色
しまる粘性あり 離合まず

o 5m 

(S=1/100) 

584 B' 

SB420 578 

577 14 

1 IOY4/1 灰色土 しまる 粘性あまりなし 2.5Y3/1巣褐色土プロックω私含む{住居掘形整地土)
2 2.5Y3/1 黒褐色(やや暗い)土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/1灰色土プロック5私含む
3 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘位やゃあり 5Y4/1灰色土プロック15%含む
4 5Y3/1 オ!1-プ黒色土ややしまり強い粘性あまりなし 1.5Y4/1灰色土プロック15%含む
5 7.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/1灰色土プロック10%含む
6 7.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
1 7.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.町4/1灰色土プロック30%含む
8 5Y3/1 オ!1-プ黒色土ややしまる粘性ややあP
9 IOY3/1 オFープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり IOY4/1灰色土プロック10%含む
10 IOY3/1 オ!1-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/1灰色砂プロック15%含む
11 IOY3/1 オFープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり IOY4/1灰色土プロック20%含む
12 7.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 10Y4/1灰色土プロック10%含む
13 IOY4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
14 7.5Y4/1灰色細砂 しまり弱い粘位なし 7.5Y3/1;t"!1ープ黒色土プロック20%含む

園167 SZ148遺構図(1 ) 
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西部域の調査成呆

6 3 4 2 

第4章

s 

162 

A 

6.80m 

571，駒1，582

1 6Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径置岨以下の亙円裏をわずかに含む 炭化誼をわずかに含む
6Y6/2灰オリープ色プロックを10%含む
2 砂咽E 径Z岨以下の円礎と租砂がプロック状に入る
3 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径Z岨以下の円礎をわずかに含む。

5 

2.6Y2/1 黒色土しまる粘性あり径1-5唖程のE角礎1%程含む
2.5Y3/1 黒褐色土しまる粘性あり礎含まず
2.5Y3/2 黒褐色土しまる粘性あり礎含まず
5ロ11 黒色土しまる粘佳あり .含まず
1.5Y2/1 黒色土 しまる粘性あり 1，町3/1オリープ黒色土を10%程含む
1.5Y3/1 オ3ープ黒色土しまる粘性あり礎含まず
1.5Y3/1 オ3ープ黒色土やや暗色 しまる粘性あり積含まず
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SZl柑遺構図 (2)園168

1m 

(S=1/20) 

。



た。供献土器の可能性が高い。また、北

溝中央と西溝中央北寄り、南溝東端の3

箇所で石灰岩が出土した。いずれも底面

よりはやや上位で出土したが、遺跡内で

産出するものではなく、周辺から持ち込

まれたものと考えられる.なお、南溝か

ら玉 (591)が出土した。

出土遺物 564はE期壷A3類。緩やかな

外反する頭部から口縁部が短く内傾する。

外面には2個1組の円形浮文が認められる。

頚部から胴部上半にかけてクシ状工具(3 

本 1組X3帯)による直線文が3帯"'4

帯認められる。 565、566はN期壷Al類。

頭部がやや外反して、口縁部が直立する。

2条の回線文が認められるロ 567はN期

6.ZOm 

。
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? 

1m 

(8=1/20) 

園169 SZ148遺構図 (3)

査A2類.袋状口縁を呈し、凹線文4条と刺突文が認められる。 568は町期壷B2類。強く外反する頭部

から口縁部が直立する。端部は内傾面を形成し、凹線文が3条認められる。 569はE期査A類胴部。ク

シ状工具 (2本 1組X3帯)による縦位と横位の直線文が認められ、 564と文様構成が類似する。 570、

572、573はW期査Al類胴部。 570は細身の頭部から胴部が強く膨らみ、最大径は中央に位置する.頭

部に 1条の沈棋が認められる。胴部には iXJ状の線刻が認められる。 573は肩部が強く張る。 571は

壷A2類胴部。直線文と波状文が交互に施文される。 574は大型品のW期壷Al類。口縁部に3条の凹

線文が認められる全高46.4cmの大型品。頭部に突帯を貼付して、その上に刺突文を施文する。胴部は

なだらかに膨らみ、最大径は中央にある。 577'"579、581-583はW期曹A2類。口縁部が短く屈曲し

て、胴部がなだかに膨らむ。 579は小さな底部から胴部がなだらかに膨らみながら立ち上がり、最大

径が胴部上半に位置する。 581、582は、胴部外面にハケ調整以前のタタキが顕著に認められる。胴部

上半はヨコ方向、下半は左下がりである。 583は胴部にヨコハケと刺突文が認められる。 580、584は

費A類胴部。小さな底部から胴部はなだらかに膨らむ。 585はN期費B2類。口縁部が短く内傾する。

586はV期聾Al類。口縁部が頭部から強く屈曲して、直立する。端部には内傾する平坦面を形成する。

587はW期高坪A類.口縁部が内湾し、端部は平坦である。回線文が4条認められる。 588はVI期費B2

類。口縁部がくの字に屈折して、端部は平坦で刺突文が施文される。頚部直下に大ぶりな刺突文が認

められる。 589は胎士、焼成などからvn期~咽期と考えられる士製品。外縁の直径10.0cm、内縁の直径
が5.4c皿の円形を呈するが、外縁と内縁の形状はやや不揃いである。断面は外縁の方へ向かつて高さを

減ずる台形状である。表面には平行する沈線が施文される。形状や文様から石釧に類似する。 590は

I期嚢底部。籾痕が認められる。 591は玉類。灰白色から緑色を呈する石材で製作されており、穿孔の

直径は上端が7mm、下端が3mmであるロ

時期 供献土器の時期から、町期と考えられる。
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581 583 

586 

U 588 官¥ ¥ ~糊 11{lIII/，ト----- '! 

(τごす 、一¥

一⑨-0。国1
亡コ ~''''~/… 

G_lJ 。 10cm 。 2cm 

(591 : S=l /1) 

図171 SZ148遺物実測図 (2) 

SZ149 (遺構:闇172、遺物:I盟173・174)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB352、SB405、SB407、SB412の床面で検出

した。北溝と東溝を確認したが、西溝、南溝は確認できなかった。北溝と東溝から供献土器が出土し

たことと溝の断面形状から、方形周溝墓と考えた。なお、東側でSZ148に切られる。

方台部 規模は不明であり、東辺は直線的であるが、北辺はやや蛇行する。なお、墳丘と主体部は確

認できなかった。

圏溝 北溝は幅約1.3m、深さ約O.3mで、断面形は逆台形を呈する。底面は平坦で、壁面傾斜は急
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C 

6.40m 

D 

6.伺m

E 

6.40m 

見書グ

出土状況園3

/〆592
¥己，....

園172SZ149遺構図

C' 

D' 

A 2土揖 1
11I  A' 

附 mτ前 7

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/2.灰オ3ープ色細砂プロック15%含む
3 5Y3/1 オ3ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
4 7.5Y3/1 オDープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック7%含む
5 7.5Y3/1 オDープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック20%含む
6 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり
5Y3/1オリープ黒色土プロックω%含む
7 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり

597，598 パm
B 3 1¥2/B' 

且.40m..，走宝:---+ー缶晶_801

。

。

TT一寸ー¥、599，800

石5 4 '598.594 

1 6Y3/1 オ3ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
1辺2個の土器片l点あり
径h皿以下町炭化物1%含む
2 7.614/1灰色土ややしまる粘性やゃあり
6Y3/1オリープ黒色土プロフタ30%含む
3 6Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり
7.614/1灰色土プロック10%含む
4 7.613/1 オPープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

E' 

7.614/1灰色土プロック26%含む
径h皿以下旬炭化物2%含む
5 10¥'3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
10Y4Il灰色土プロック16%含む
径3個以下旬亜角磁を2%含む

(S=1/1oo) 

h 

0'参1
595，593 

出土状況園2

6im i 

1m 

(8=1/20) 
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図173 SZ149遺物実測図(1 ) 
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である。東溝は幅約1.2m、深さ約O.4mで、

断面形は北溝と同じく逆台形である。底面は

平坦で、壁面は直立気味である。埋士はいず

れも上層から下層までブロック土の混入が多

く、壁画崩落土の堆積とともに人為堆積も想

定される@

遺物出土状況埋土中から土器1，109点、石

器類11点が出土した。土器の多くがW期の

もので、上層から少量のV期-Vll期の破片が 口
602 

o 15聞
園置置置置置置~置

(S=1/6) 

出土した。北溝からは3個体の供献土器が出 国 174 SZ149遺物実測図 (2)

士した。壷は2個体 (592、595)出土し、いずれも北溝底面中央付近に位置する。 595は口頚部を欠損

するが、胴部は完存する。 592は口頭部から胴部の一部が現存し、破損した状況で出土した。いずれも

底両より I二位で出土し、構埋没過程で周囲から転落した可能性がある。雪量A類 (597)は北溝の南壁而

で破損した状況で出土し、その底部と考えられる破片 (5宮8)は束溝から出土した。

出土遺物 592はN期壷A1類。緩やかに外反する頚部から口縁部が直立する。端部には打ち欠きが認

められ、 2条の凹線文が認められる。頚部には2条の沈線が認められる。胴部はなだらかに膨らみ、

胸部最大径は胴部下半にある.593、595は町期壷A1類胴部.595は底部から胴部はなだらかに膨らみ、

最大径は中央付近にある。 594はW期壷A2類胴部。上半には直線文と波状文が認められる。 596はW

期褒A類胴部。小さな底部から胸部が内湾しながら立ち上がる@底部に穿孔が認められる。 597、598

はN期費A2類で大型品。口径は32.4cmで、口縁部がくの字に屈折する。口縁端部の平坦面はタタキに

よって形成する。底部には摩耗したハケ目が認められ、胸部が緩やかに内湾しながら立ち上がる。右

下がりのタタキが認められる。 599はN期高杯B類。口縁部が水平に伸びる。 600は599の脚部。柱状

を呈する。 601はV期器台A類。裾部が強く外反する。 602は砥石。亜角礁の扇平な面のうち 2面を砥

面として使用し、敵打痕も複数観察できる.

時期供献土器の時期から、 W期と考えられる。

SZ150 (遺構固図 175・176、遺物:図 177)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、 SB391、SB3犯、 SB402、SB433、SB488の床面

で検出した。西側は2010年度、東側は2011年度の調査で検出しており、溝がのびる方向と検出時の

埋土が方形周溝墓としては黒色を帯びている点が類似していたため、同ーの遺構と判断した。平面形

は北西隅を除いて明瞭であり、北東側でSZ179に切られる。

方台部規模は不明であるが、東西に長い長方形状と考えられる。墳丘は確認できなかった。 方台部

内にあるSK04877、SK04884が主体部の可能性があるが、土坑内から主体部と判断できるような遺物

は出土しなかった。いずれの土坑も東側が調査区域外にあり、全形は不明である。検出時の埋土は周

溝埋土と類似し、中層から下層にかけてブロック土が混入している。

周溝 幅約1.1-2.3m、深さ約0.2m-0.8mであり、南東側の幅が狭い。構の北東側と南東側は底面

が平坦で、壁面の傾斜は急であるが、西溝は底面が丸みを帯び、壁面の傾斜は東側ほど急ではない。
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埋土は2層.......10層に分層した。
いずれの溝でも底面付近にプロ

ック士の混入があり、当初は壁
面崩落

により埋没したと考えられる。
また、西溝では上層から下層ま

で炭化粒と炭化材の混入が顕著
に確認

できた。なお、北西隅部は溝の掘
削が浅く、陸橋状を呈する。

三部.L.L..&........L..J..I...L.…….L.L..J....L...LL..&..&...J..
ザ

。

恥 択。s
園 175 SZ150遺構図(， ) 

......…ぷムι留品ι.L.-L~.a...&.
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TT'TT  

2.011年度調査区

h ___， 
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A 1 A' 

6.30m~ニÞ=D

1 5Y2/1 黒色土
1 5Y3/1 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり

C 3 1土器 C' 

650m「す L

ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1 灰色プロックを10%含む
2 5Y3/2 オリープ黒色士

5Y6/1 灰色ブロックを3%含む

1 2.5Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/2 灰黄色プロックを5%含む
2 2.5Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/2 灰黄色プロックを30%含む

ややしまる粘性やゃあり

2 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1 オリープ黒色プロックを3%含む 3 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり

5Y6/1 灰色プロックを30%含む5Y3/1 オリープ黒色プロックを20%含む
3 5Y3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり

D 1土器 2土器 3 D' 
一一一 7 6 ...1 ， 〆 ， 一一-
6.5伽 、、 /' /1¥ I ~_ .J....ヲコ__'-
、ピドごこ々コヂ9 4 

石 10 5 

1 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり 炭化粒をわずかに含む
2 5Y3/2 オリーブ黒色士ややしまる 粘性やゃあり 炭化粒をわずかに含む
3 5Y4/2 灰オリープ色士ややしまる 粘性やゃあり 炭化粒をわずかに含む
4 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
5Y6/2灰オリープ色プロックを20%含む
5 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 炭化粒・炭化物を含む
6 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
微砂を全体的に含む炭化粒をわずかに含む
7 5Y3/1 オリーブ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
微砂を全体的に含む炭化粒をわずかに含む
8 7.5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
微砂をブロック状に10%含む炭化粒を含む
9 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
5Y6/2灰オリープ色プロックを10%含む
10 7.5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
微砂をプロック状に30%含む炭化粒を含む

4 5Y6/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1 オリープ黒色プロックを20%含む

_E_ 3 2石土器 14 __E二

済彩戸
石 6土器 5 

1 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
径2個以下の亜円礁をわずかに含む
炭化物をわずかに含む
2 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
炭化粒をわずかに含む
3 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
炭化粒・炭化物を含む
4 5Y3/1 オリーブ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを15%含む炭化粒を含む
5 5Y2/1 黒色士ややしまる粘性やゃあり
5Y6/1灰色プロックを20%含む炭化粒・炭化物を含む
6 5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
微砂をプロック状に10%含む

6扇守車- 6.50m対
1 7.5Y5/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
2 7.5Y4/1 灰色士ややしまる粘性やゃあり
5Y6/2灰オリープ色プロックを10%含む
3 5Y3/2 オリープ黒色士ややしまる 粘性やゃあり
5Y6/2灰オリープ色プロックを20%含む
4 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり
5Y6/2灰オリープ色プロックを5%含む
5 5Y6/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オリープ黒色土をわずかに含む

~3 

¥附
注話609

且丸11

1 2.5Y4/1 黄灰色土ややしまる粘性やゃあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/1黄灰色プロックを3%含む
3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 炭化物を含む

05m  

図176 SZ150遺構図 (2) 

606 

4ご二--三コ。 10cm 

612 (S=1/4) 

図177 SZ150遺物実測図

(S=1/100) 

607 

φ-~ ~ 
613 ‘===- 614 

06cm  

(613. 614:S=1/3) 
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遺物出土状況埋土中から土器 2，749点、石器類4点が出土した。土器は f 層から少量のV期~W期の

ものが出土したが、多くは中層以下から出土したlV期の土器である。しかし、明らかに供献土器と判

断できる個体は出土しなかった。

出土遺物 603はlV期壷A1類。口縁部が短く直立して、 2条の凹線文を施文する。 604はW期壷B2類。

大型の壷で口縁部が直立し、端部が平坦である.3条の凹線文が認められ、端部下端に荊j突文がめぐ

る。 605はlV期壷H類。クシ状工具による直線文が認められる。 606はlV期壷。胸部の破片で摩耗が著

しい。 607、608はlV期斐A2類。口縁部がくの字に屈折して、端部にタタキが認められる.609は費A5

類脚部。脚部が短く外反し、端部に打ち欠きが認められる。 610はlV期鉢A類。口縁部が強く内湾し、

3条の凹線文が認められる。 611はW期高杯脚部。脚部が短く開き、端部に顕著な平知，面が認められる。

612はV期高坪A類脚部.脚部は柱状を呈し、裾部で短く外反する。端部は直立する平坦面を形成する.

613はMF。左右の側縁上方に細かい剥離が観察できる。 614はIJF。縦長薄片を素材とする。

時期 明らかな供献土器は出土していないものの、埋土下層から出土した複数の遺物の時期から、lV

期と考えられる。

SZ151 (遺構:図 179、遺物:図 178)

検出状況西部東側中央に位置する。後出するSB422によって北部は滅失するが、方形状に巡る溝と

供献土器の可能性がある土器が出土したことから、方形周溝墓と判断した。

方台部 南北長約4.4mで、東西長は不明である。確認した各辺とも中央がやや外側へ膨らみ、弧状を

呈する。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 南東溝外縁は直線的だが、北溝外縁と西溝外縁はやや丸みをもっ。北溝は幅約O.9m、西溝は幅

約l.lm、南溝は幅約1.2mである。残りの良い北西溝と

南西溝は深さ約 O.3m~0.4mで、断面形は逆台形である。

北西溝と南西溝の壁面付近にはブロック土を含む壁面崩

落土が堆積している。上層からV期の土器片が出土して

いるので、最上層はV期段階までは窪地状となって残っ

ていた可能性がある。

遺物出土状況埋土中から土器678点、石器類2点が出

土したe上層では摩耗したV期の破片が出土した。また、

南西溝底面からやや上位で、上半が十圧で潰れt:::.lV期義 (615..

616)が出土した。転落した可能性が高く、出土状況から

供献土器の可能性が高いロ

出土遺物 615、616はW期壷Al類。口縁部が短く直立

して、凹線文が2条認められる。胸部は肩部が強く膨らみ、

底部には打ち欠きが認められる。 617はlV期壷F1類。口

縁部が短く直立し、 2個1組の穿孔が認められる@

時期 供献土器の可能性がある遺物の時期から、lV期と

考えられる。

~弘
616 

/壬¥
o 10醐
園置置置置置置~置

(~1/4) 

園 178 SZ151遺物実現'1園
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しまりなし粘性なし
径4個以下の亙円礁30%含む
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しまりやや強い粘性あまりなし
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しまりやや強い粘性あまりなし
7.5Y4j1灰色土プロック5%含む
3 7.5Y4j1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
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C' 

会4175
c 
6.20m 

1m 。
SZ151遺構図園179

(8=1/20) 

SZ1S2 (遺構:園180・181、遺物:図182)

検出状況 西部東側中央に位置し、 SB415の床面で検出した。南半分は調査区域外にある。

方台部 南北長は不明で、東西長は約11.5mである。北辺、西辺とも直線的であり、北西隅部は鋭角

気味で、北東隅部はやや丸みをもっ。なお、墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 周溝外縁の平面形状は方台部と類似し、北溝と西構の外縁は直線的である。隅部は北西隅部が

鋭角気味で、北西隅部は丸みをもっ。北溝は幅約2.3m、深さ約O.8mで、断面形は逆台形である。東

溝は幅約2.3m、深さ約O.7mで断面形はV宇形である。北溝、東溝ともに壁面沿いにプロック土が混

入しており、当初は壁面崩落により埋没したと考えられる。上層からV期の土器片がわずかに出土し

V期段階までは富地状となって残っていた可能性がある。西溝は幅約1.6m、深さ約O.3mで

あり、他の溝より浅く、断面形は皿形である。西溝の底面は砂磯層が表出していたが、他の溝底面で

ており、
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B 3石 58 土器2 B' 

両生ミぶ主主会}
7-フ暗まK二主宏司、、石
右，_，_~止問 、10
土器 9 11 

1 2.5Y3!1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり
径4ca以下の亜円礎・亙角礎1%含む
1辺4園以下の土器片2%含む径1m以下の炭化物3%含む
2 5Y3!1 :{"~-プ黒色土しまる粘性やゃあり
径2個以下の亜同様2点あり 径h血以下の炭化物2%含む
3 5Y3!1 :{"~-プ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック15%含む
4 5Y3!1 :{"~ープ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック30%含む
5 2.5Y3!1 黒褐色土ややしまる粘性やや強い
径5個以下の亜角礎1%含む径h皿以下の炭化物2%含む
6 5Y3!1 :{"~ープ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック30%含む
7 5Y3!1 :{"~ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径6帽の亙円礎1点あり
8 2.5Y3!1 黒褐色(やや暗い}土ややしまる粘性あり
径2個以下のE円礎2%含む径個以下の炭化物わfかに含む
9 2.5Y3!1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
1辺5圃の土器片1点あり 径2個以下のE同様3%含む
10 2.5Y3!1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
10Y3!1オリープ黒色細砂プロック40%含む
11 7.5Y3!2 オリープ黒色粗砂 しまりなし粘性なし
径4個以下の亜円礎ω%含む

C 2石 12 C' 
暗記百斗日ザフ」-E一

316li 
1 2.5Y3(1 黒褐色土 しまる粘性やゃあり
径4個以下の亜角礎2%含む径5mm以下の炭化物1%含む
2 5Y3(1 オFープ黒色土しまる粘性やゃあり
5Y4(1灰色土プロック15%含む径2個以下の亜門積2%含む
3 2.5Y3(1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
径4個以下の亜円礎3%含む
4 7.5Y3(2 オFープ黒色粗砂 しまりなし粘性なし
径6個以下の亜円礎15%含む

も蜘苓薯F
7 10 

1 2.5Y3!1 晶褐色土しまる粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック5%含む
2 5Y3!1 オHープ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり
3 5Y3!1 オ~-プ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり
5Y4/1灰色土プロック15%含む
4 5Y2!1 黒色土ややしまり強い粘性やゃあり
5 5Y3!1 オ~-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径b叫A下の炭化物2%含む
6 7.5Y3!1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック20%含む径加以下の炭化物2%含む
7 5Y3!1 オ~-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径4岨以下の亙同様5%含む径5皿以下の炭化物2%含む
8 7.5Y3!1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック30%含む
9 7.5Y3!1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色土プロック10%含む
10 7.5Y3!2 オリープ黒色砂質土 しまり弱い粘性なし
径4岨以下の亙同様・亙角様必%含む

。 5m 

(S=1!1∞) 

1 2. 1iY3!1 鳳有名士 しまる 粘性ややあり l辺4個以下の士器片2%台む径3国以下の亜円様・亜角磯3%含む
2 2.1iY3!1 黒褐色士 しまる 粘性ややあり 1iY4/1灰色士プロック7%台む 1辺5岨の士器片1点あり 径3園以下の亜門機・亜角磯1%含む
3 2.1iY3!1 鳳有名士ややしまる 粘性やゃあり 6Y4!1灰坐士プロック20%台む径E皿の亜角磯1点あり 径I.li園以下の炭化物2%含む
4 2.1iY3!1 黒褐色士ややしまる 粘性ややあり 6Y2!1黒色士プロック5%含む径l個以下の炭化物2%含む
5 2.1iY3!1 黒褐色(売キ暗い)士ややしまる 粘性やゃあり 5Y4!1灰色士プロック5%含む径5皿以下の炭化物6%含む
6 6Y3!1 オ3ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 1iY4/1灰色士プロック10%含t1径畑の亜角機l点あり
7 6Y4!1 灰色士ややしまり強い粘性骨キあり 6Y3!1オリープ黒色士プロック20%台む
8 6Y3!1 オ3ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり l辺3団以下の土器片1%含む径E皿以下の炭化物3%合t1
9 6Y3!1 オ3ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 1.5Y4!1灰色士プロック16%台む径1園以下の炭化物1%含む
10 7. 1iY3!1 オリープ鳳色士ややしまる 粘性ややあり 7目1iY4/1灰色士プロック40%含む
11 7. 1iY3!1 オリープ鳳色士ややしまる 粘性ややあり 7目1iY4/1灰色士プロック6%台む
12 10Y4/1灰色士ややしまる 粘性骨キあり 7.1iY3!1オリープ黒色士プロック26%含む 1辺S唖の士器片1点あり 径3園以下の亜門機・亜角磯3%含む
13 2. 1iY3!1 黒褐色士ややしまる 粘性骨キあり 7目1iY4/1灰色士プロフク60%含む
14 10Y4/1灰色士ややしまる粘性骨キあり 2.1iY3!1!I1I褐色士プロック26%含む

園180 SZ152遺構図(1)
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はシルト層であったことから、基盤層の違いが周溝の深さの遠いとなる一関と考えられる。

遺物出土状況埋土中から土器4，456点、石器類5点が出土した。東溝と西溝の底函付近からW期の土

器がまとまって出土した。西溝の620は脚台付の査で、横位の状態で出土した。また、 619の壷は床面

よりやや上位で出土した。東溝からは要621が底面からやや上位で出土した。破片の状態で出土し、

周囲から転落した可能性がある。出土状況や遺存状況から 620、621が供献土器と考えられる。

出土遺物 618、619はW期壷A1類。 618は口縁部がやや内傾し、 2条の凹線文が巡る。 619は磨耗の

著しい胴部で、頚部に刺突文が認められる。 620はW期脚付壷A2類。脚部が裾部で強く外反し、端部

は平坦である。端部には3条のやや幅の狭い凹線文が認められる。胴部は脚部からなだらかに膨らみ、

上半には全面に文様が認められる。直線文聞に刺突文を充填し、その下に斜格子文、さらにその下に

直線文、刺突文を施文する。斜格子文はクシ状工具(2本l組X3帯)によって施文される。 621は褒

A2類.口縁部が短くくの宇に屈折して、胴部がなだらかに膨らむ。胴部最大径は中央よりやや上位に

あり、底部にハケ目と穿孔が認められる。端部や胴部外面にはハケ調整以前のタタキの痕跡が顕著に

認められる。 622はW期褒B2類。口縁部が鋭く屈曲して直立し、内面は凹面を呈する。端部は内傾す

る凹面を形成するe外面には蜘j突文、霞線文が認められる.623はN期費D類。口縁部が短く周曲して、

端部は下端を拡張する外傾した平土f'I.画が認められる。 624は町期褒Al類。口縁部が短くくの字に屈折

して、端部は平坦である.頭部には突帯を貼付して、その上に刺突文を加える。

憲 司

明約紛事

書量発
陣琴

己主1.5

図182 SZ152遺物実測図
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625はW期鉢脚部。内傾する脚部に凹線文と透孔が認められる。 626はV期高杯A類脚部。胸部が柱状

である。 627はI期壷胸部。頚胴部の境に削り出しの段と沈線が認められる@

時期 供献土器の時期から、 W期と考えられる。

SZ165 (遺構闘図184、遺物:図 183)

検出状況 西部東側北寄りに位置し、中央と東側及び南溝の中央は撹乱により滅失している。周溝は

南北溝と西溝の一部を確認したが、大半は調査区域外へのびている。なお、南溝はSZ167に切られて

おり、南北溝ともに平面形は明瞭であった。

方台部北辺と南辺はおよそ直線的であり、隅部は検出できていない。西辺は南側がやや外側へ聞く

可能性がある@規模は南北約8.7mであり、墳丘や主体部は確認できなかった。

周溝 幅約 O.7~2.3m、深さ約 O.3~O.5mであり、南講東側の幅が広い。断面形は北溝が逆台形状で

あるが、南溝は底面が丸みを帯びている。底面は北溝がほぼ平坦であるのに対し、南溝は南壁面に沿

って幅約O.6-0.8mの範囲が帯状に約O.2m深くなっている。埋土は3-7層に分層でき、北溝下層に

は壁面崩落士と考えられるブロック土の堆積を確認した。埋士上層には炭化物が散在し、中央が窪む

堆積である。

遺物出土状況 北溝から 137点、南溝から 14点、西溝から 2点の土器片が出土した。北溝では底面付

近において比較的残りのよい土器片が横位で多く出土した。また、南溝では底面からわずかに高い位

置で石灰岩と亜円穣が出土した。埋土中からの出土土器はIV期のものが主体であるが、供献土器と認

定できるものは出土していない。

出土遺物 628はW期壷H類胸部。口頭部と胴部下半が欠損し、クシによる文様のある胴部上半のみ

が残存する。頚部は直線文で、 3帯が認められる包直線文より下には2種類の懸垂文が交互に施文さ

れる. 1つは2本1組の沈線によって方形に区画されなかに縦位の波状文を充填する。区画された文

様の下には、さらに両端に間隔をおいて縦位の短い直線文が付加される。もう 1つは頚部の直線文よ

り下に短線状の直線文を断続的に施文する。胎士が黒褐色を呈し、三河地域からの搬入品と考えられ

る。 629はIV期壷H類.小型の壷で口縁部が短く外反する。端部に振幅の短い遥弧文的な波状文、内面

包
寸哩三;乙9

628 

o 100m 
-ー置

園183 SZ165遺物実測園 (S=1/4) 
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には縦位に並ぷ円形刺突文が認められる。胎土が黒褐色を呈して、在地のものと異なるため、搬入品

の可能性がある。 630はW期費A類底部o 631は町期壷A1類胴部。口頭部は欠損し、器面の磨耗が顕

著である。

時期 出土遺物の時期から、 IV期と考えられる。

E 

金
E

nu q
 

A 5241 3 A' 
7.10m一、、仁

6 ..... ラlS.-T<"、7

831 8哩8 830 

1 6Y3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径O.6~1咽良化物数ヶ所あり
2 2.町2/1 黒色シルト ややしまる 粘性やゃあり
径3~抽炭化物数ヶE肝あり 土縛片l点あり 鉄分沈着あり
3 7.町3/1 オPープ黒色シルトややしまる粘性やゃあり
4 7.町2/1 黒色粘性シルト ややしまる粘性あり
径1~311111炭化物点々と入る
5 6Y3/1 オロープ黒色粘性シルト ややしまる 粘性あり
径1~3皿炭化物点々と入る 土鱒片3点あり
6 10Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性ややあり
6Y4I1 灰色シルトプロクタ10%混入
7 6Y3/1 オロープ黒色シルト ややしまる 粘性やゃあり
6Y4I1 灰色シルトプロクタ10%混入

7而受~ぞ

1 7.5Y3/1 オリープ黒色シノレト ややしまる 粘性やゃあり
径1-3II1II炭化物点々 k入る
2 10Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性ややあり
径1-3II1II炭化物数-r所あり 鉄分沈着あり
3 10Y3/1 オPープ黒色粘性シルト ややしまる 粘性やゃあり
4 6GY3/1 暗オHープ灰色砂質シルト ややしまる粘性ややあり

7.00功

1 7.町3/1 オリープ黒色シルトややしまる粘性やゃあり
鉄分沈着多い
2 10Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性ややあり
径3-5II1II炭化物数-r所あり
3 2.5GY3/1 暗オリープ灰色砂質シルト ややしまる 粘性やゃあり

。 5m 

(S=1/100) 

石灰岩

事b.'Qo 
。 1m 

園 184 SZ165遺構図
(S"1/20) 
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SZ166 (遺構圃図185圃186、遺物:図187圃188)

検出状況 西部東側北寄りに位置し、西溝と北溝、南溝の一部を確認した。東側は査区域外にある@

SZ117の東側、 SZ120の北側にあり、西溝はSK03989底面で、北溝はSB451とSD1067掘削後にそれぞ

れ検出し、平面形は比較的明瞭であった。

方台部南北長は約10.0mで、東西長は不明である。また、未調査区及び撹乱が方台部中央にあるた

め詳細は不明だが、現状では墳丘と主体部は確認できなかった。

周溝 西溝は南北に比較的直線的に伸び、南端が途切れて南溝との聞に陸橋部を形成する。北側でや

や東側へ方向を変え、端部は撹乱により失われているが、平面形の収束具合から北溝との聞にも陸橋

部があった可能性が高い。 B断面では幅約1.5m、深さ約O.4mで、 6層の堆積が認められる。断面は

ペペA 
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壁画傾斜が緩やかで、壁画崩落が早くから進行して埋没したと考えられる。 C断面は幅約O.9m、深さ

O.3mと浅いが、底面付近には壁面崩落土の可能性がある灰色土が堆積する。両断面は確認面からの深

さに差異は認められるが、底面の標高値は約6.5m前後で大きな違いは認められない。 C断面は後出す

るSK03989と重複しているために、上部を削平されたと考えられる。北溝は幅約1.5m、深さ約l.1m

で、 5層の堆積が認められる。底面はほぼ平坦で、壁面傾斜は北側が急で、南側がやや緩い。北壁中

央付近は上部に広い平坦面を有し、そとから台付費などがまとまって出土した。南溝は壁画傾斜が緩

やかで、底面は丸く、 3層の堆積が認められる。

遺物出土状況 北溝から土器1.199点、石器・石製品1点、西溝から土器2，324点、南溝から土器64点

が出土した。北溝では北壁面の平坦面から残りの良い士器が多数出土した。そのうち台付費 (642)が

__A__ };FjF棒_!{_
7∞m建諺~

7:Tti笠と4-__!L
巴5函汽 4

1 2.5Y3/l 黒褐色シルト しまる粘性やゃあり
径1-加炭化物数ヶ所あり 小土器片数点あり 鉄分沈着多い
2 7.5Y2/1 黒色シルトややしまる粘性やゃあり
径3-加炭化物Icヶ所あり 土器片1点あり よ届に鉄分沈着あり
2 町4(2灰オ9-プ色シルトややしまる粘性やゃあり
2.5Y3/1 黒褐色シルトプロック20%混入
7.5Y3/1 オFープ暴色シルトプロック20%混入鉄分沈着多い
4 10Y4/1 灰色砂質シルトややしまる粘性やゃあり
5 7.5Y4/1 灰色砂質シルト ややしまる粘性やゃあり

1 7.5Y3/1オ3ープ黒色土しまりあり粘性やゃあり
2 町3/1暗オリープ灰色土しまりあり粘性あり
3 2.弱Y4(l暗オリープ灰色土しまりあり粘性あり
4 町3/1オリープ黒色土しまりあり粘性やゃあり
5 5GY2/1オPープ黒色土しまりあり粘性キゃあり
6 2.弱Y4(l暗オ3ープ灰色土しまりややあり粘性やゃあり

__Q_ __c:_ 
1日mヲキ 7:而〈抄J

1 2.5Y5/3黄褐色土ややしまる粘性やゃあり
径1-3四角園陸含む{撹乱埋土)
2 5Y3/1オリープ黒色土しまりなし粘性ややあり
灰色土のプロック10再含む
3 5Y4(1灰色土しまりなし粘性なし
オリープ黒色土のプロックわずかに含む

1 2.5Y3/1黒褐色士やや唱をい
ややしまる粘性あり
Z町3/1オPープ黒色土ややしまる
粘性やゃあり灰色土のプロック5暗む
3 2.5Y4/1黄灰色土しまる
粘性やゃあり鉄分沈着あり

。 5m 

(S=l/loo) 
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園186 SZ166遺構図 (2)



H

∞D
噛
制
品
冊

国
論
錫
S
叫
圏
剛
同
開
湘

齢
期

f
語ハ

川

N
r
g叫
ベ|桁街

並

園

-
S
帥
盟
国
司
副

o 

言

〔
帥
H
H
4
¥
ゐ
)

書
湘
謹

国
二



第2節弥生時代中期の遺構と遺物 181 

ほぽ完形に近い状態で、脚台底面を上にして出土したe しかし、本遺跡の方形周溝墓の周溝において、

部分的に平坦面が造成される例はほとんどないことから、との範囲は検出時に平面形を誤認した可能

性がある。また、西溝からの多くの土器はVI期~羽期の土器片で、大半が上層出土である。なかでも

中央付近から集中して出土した (632、634、648).634のみが中層から出土したが、供献土器である可

能性は低い。乙れらの土器は百期後半と考えられ、他の土器片もVI期後半~河期前半に相当するもの

が多く認められた。ほぽ同じ時期の土器が重複するSK03989から多く出土しており、上部の遺構群の

揖削や整地時に混入した可能性がある。

出土遺物 632 はV期~VI期の壷B3類。口縁部が強く外反して、端部を丸くおさめる。 633 は線刻jの

VI期~VH期の壷胴部片と考えられる。線刻は4~5本の線による幾何学的な意匠の一部と考えられる.

634は口縁部がやや外傾し、胴部が偏平な壷C類。日縁部はわずかに屈曲し、端部には内領する凹面

が認められる。時期は羽期~VH期と考えられる. 635はVH期壷A2類。口縁部が頚部でやや屈折して

外反する。端部がわずかに直立気味で、外面には直線文が認められる。 636は刊期鉢B1類。外面に輪

積み痕が顕著に認められる.637はV期後半-VI期の褒A3類。口縁部が短く直立する。外面の屈曲

は顕著だが、内面の屈曲は鋭くない。端部は内傾する平坦面が認められる。 638はV期-VI期の費A3

類。口縁部端部がわずかに内湾し、端部が若干平坦である。 639はVI期~四期褒A2b類。口縁部が強

く屈曲して直立し、端部には強い凹面を形成する.胸部はなだらかに膨らみ、やや下膨れ気味である.

640、641はVH期蜜B類.640は口縁部を欠損し、胸部のみが残存する。外面には粗いハケ目が顕著で、

脚部が欠損する断面には被熱した痕跡が認められる。 641は胴部が下膨れ気味で外面に粗いハケ目が

顕著である。脚部は外反気味にハの字1::開き、端部は平坦である。 642は刊期費B3類。ほぽ完存する

資料で、胸部があまり膨らまず、口径の方が胴径より大きい。脚部を除く部位には粗いハケ闘が顕著

で、口縁端部には断続的な強いナデが認められる。脚部はやや直立気味である。 643は四期費E類脚

部。脚部は短く直立気味にハの字に伸びる。外面はハケ目ではなくナデ調整が認められる。 644は寝

A類かB類の脚部。付根径がやや幅広で内湾する脚部をもっ。 VI期~VH期の資料であろう。 645 はVI

期の鉢A類胴部。頭部に直線文と刺突文が認められ、底部にはケズリ調整が認められる。 646、648、

651 は高坪G類。いずれもVI期後半~VH期前半の資料である。 646は口縁部上半に多条沈線が施文さ

れ、脚部が透孔付近から強く屈折して開く。 648は口縁端部に内傾面が認められる。 647、650はW期

?可叩
------ー~646 

市 41 。 10叩

図188 SZ166遺物実測図 (2) (8=1/4) 
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高亦G3b類。口縁部が内湾し、 ヒ半に多条沈線を施文する。 649はVI期後半-vn期前半は高杯C3b類。

口縁端部内面を肥厚させて、その部位に多条沈線を施文する。 652 は胴部に施文がないのでVI~vn期

の手熔り形土器。覆部には円形刺突文が施文される。

時期 供献土器は出土していないが、方台部にVI期~四期のSB451-SB453が複数重複して検出され

ていることから、本遺構の時期はVI-刊期と想定しがたい。そのため、周囲のW期の方形周溝墓と並

列する配置状況から、 W期と考える。

SZ167 (遺構固図 189・19日、遺物園図 191)

検出状況 西部東側北寄りに位置し、 SZ169の東側に隣接する。北溝と西溝はSD0943に、北溝と東溝

はSZ166にそれぞれ切られる。遺構の重複が著しく、平面形は不明瞭であった。周溝は北西隅が

SD0943に切られて不明であるが、他は明らかに陸橋部を形成している。

方台部 残りの良い西辺と東辺は中央部分が緩やかに外調aに開くようである。規模は東西約7.1-8.0 

m、南北約11.0mで、南北に長い長方形を呈する。墳丘及び主体部は確認できなかった。

周溝 北西隅はSD0943に切られているが、それ以外は陸橋部を形成していることから、四隅切れの方

形周溝墓と思われる。溝の幅は約1.0-2.0m、深さ約0.2-0.6mで北溝の幅がやや狭い。また、南溝

は中央に撹乱があるため定かでないが、東側の中央寄り (SK05319の下方)が深く落ち込み、その東

側は浅かったことから、周溝としてはSK05319付近で収束していたかもしれない。断面形は底面が平

坦もしくは緩やかな丸みを帯び、壁画の傾斜は比較的緩やかである。周溝底面には灰オリーブ色のブ

ロック士を含む壁面崩落士が堆積している。なお、南溝東側にあるSK05319とSK05329は長さ約0.7

-O.8m、幅約O.4mの楕円形を呈する土坑である。いずれも南溝を切るが、主軸を真北に向け、掘形

が深く、土坑聞の心身距離が約1.7mである。

遺物出土状況北溝から土器11点、東溝から土器67点、南溝から土器481点、石器類1点、西溝から

土器591点、南溝を切る土坑から土器40点が出土した。遺物の多くは埋土上層から散在して出土して

おり、その時期はW期~羽期のものが多い。そのうち 653はW期愛で残帯状況がよく、供献土器の可

能性がある。

出土遺物 653はW期褒Al類。口縁部が強く屈曲し、端部は凹面を形成する。胴部上半には左下がり

のタタキ痕がハケ目より先行する調整で認められる。胸部下半の内面にはケズリ調整が残る。底部は

低脚の脚台付にみえるが、っくりが粗雑で底部を形成する円盤充壌の貼付位置が本来の位置よりずれ

た可能性があり、半1)然としない。 654はV期壷A1b類。内面に扇形文が2帯施文される。 655はlV期の

壷底部で、外面にハケ目が残る.656はV期-VI期の壷F2類。口縁部が短く外反する。 657はV期~

vn期壷底部。打ち欠きが認められる。 658は羽期-vn期の褒B3類。日縁部が短く屈折して立ち上がり、

端部は断続的な強いナデによって凹凸が著しい。胴部中央に打ち欠きが認められる。 659はV期~羽

期前半の高杯B類脚部。付根の径がやや細身でわずかに外方に開く。 660はV期~羽期高坪 I類。坪

部が小さく、脚部の穿孔が大きい。 661は砥石。砥面に不定方向の擦痕が明瞭に残り、裏曲‘はおよそ半

分が炭化している。

時期供献土器の可能性がある遺物 (653)の時期から、lV期と考えられる。
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SZ167 

H 14 3 13 4 1 土器 H' 

7.20m~一一tt一一一一ーー
17'、おこエモ韮手瓦玉司o J-'

j2O 6 重 I~、 7 i2 
15 n 8 

SZ168 

B 2、lP B・
7.00m~て弓づ手也... '--
3. 1-*苛"'---l -
5"右 4 1 

1 現代杭埋土
2 6Y3/1 オPープ黒色砂質シルト ややしまる 粘性やゃあり
鉄分沈着多い
3 6Y4/1 灰色砂質シルト ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり
4 町四/1 暗オPープ灰色砂質シルトややしまる粘性やゃあり
鉄分沈着あり
7.6Y3/1 オHープ黒色砂質シルト ややしまる粘性ややあり
6Y4/1 灰色砂質シルト ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり
10y4/1 灰色砂質シルト ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり

面相女4i

R
u
a
O
マ，

現代杭坦土
2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
6Y3/1 オPープ黒色粘性シルトややしまる粘性あり
鉄分沈着上層にあり
7.6Y4/1 灰色砂質シルトややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり
民間/1 暗オPープ灰色砂質シルトややしまる粘性やゃあり
7.6Y3/1 オHープ黒色砂質シルト ややしまる粘性ややあり
6Y3/1 オ Pープ黒色シルトプロ ~?10%混入
7 7.6Y3/1 オHープ黒色砂質シルト ややしまる粘性ややあり
6Y3/1 オ Pープ黒色シルトプロ ~?10%混入
8 7.6Y4/1 灰色砂質シルトややしまる粘性やゃあり

品で与Fi
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SDOg44 SZ16g 
653 1 

~ 
6 

2 

S閃942

7.20m 

1 6Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性ややあり
鉄分沈着多い
2 7民Y 晴緑灰色シノレト ややしまる 粘性やゃあり
上層に鉄分沈着あり
3 10Y4/1 灰色シルト
上層に鉄分沈着あり

粘性やゃありややしまる

1 7.5YR3/1黒褐色土しまりあり粘性やゃあり
種O.2......0.5cmlの炭化物部混入鉄分沈着あり (IAI31層と共通)
2 10YR3/3暗褐色土しまりややあり粘性やゃあり
種O.2......0.5cmlの炭化物税混入鉄分沈着あり
3 2.5Y3/2黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり
5Y4/4暗オリープ色土プロック3侃混入種0.2四炭化物混入鉄分沈着あり
4 町3/2オUープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり
5 2.5Y3/1黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり
7.5Y4/2灰オリープ色土プロック30量混入
6 10YR3/2黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり径0.5四炭化物7国混入
7 2.5Y3/3暗オリープ褐色土しまりややあり粘性やゃあり
種0.2岨の炭化物騒混入
8 2.5Y3/1黒褐色土しまりややあり粘性あり
種0.2咽炭化物5~混入 (I814百 5層対応)
9 7.5Y3/1オリープ黒色土じまりややあり粘性やゃあり
10Y4/2オリープ灰色土プロック1侃混入
10 7.5Y2/1黒色土しまりややあり粘性あり径0.5四炭化物2侃混入
11 7.5Y3/2オリープ黒色シルトしまりややあり粘性やゃあり
10Y4/2オリープ灰色土プロックZ偏混入
12町2/2オUープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり
13 10YR3/2オリープ黒色土じまりややあり粘性やゃあり
7.5Y4/2灰オリープ色土プロック鴎混入
14 7.5Y4/2灰オリープしまりやゃあり粘性やゃあり
15 7.5Y5/3灰オリープしまりあり粘性やゃあり
16 7.5Y4/2灰オリープシルトしまりややあり粘性やゃあり
種0.2-0.5c01炭化物10略混入
17 7.5Y3/1オリープ黒色シルト粘性やゃあり
10Y4/2オリープ灰色土プロック4偏混入

7而伊-
2.町4/1 黄灰色砂質シルト しまる粘性やゃあり
2.町3/1 黒褐色シルトややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色砂質シルトややしまる粘性やゃあり
7.町4/1灰色砂質シルト ややしまる粘性やゃあり
5Y4/2 灰オリープ色砂賀シルトややしまる粘性やゃあり
10Y3/1 オロープ黒色砂質シルトややしまる粘性やゃあり

1 2.6Y3/2黒褐色士しまりあり粘性ややあり
径0.5-2岨炭化物l側混入鉄分tt着あり (IAI31居対応1
2 2.6Y4/3オPープ褐色土しまりややあり粘性やゃあり
10YR2/2黒褐色土プロックl舗調入
3 2.6Y4/4オPープ褐色土しまりややあり粘性やゃあり
4 2.6Y3/1黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり
5 10YR2/2黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり
径0.2-0.6岨炭化物2雌調入 (I814北 S層対応:)(SZ167坦土)
6 2.6Y2/1黒色土しまりやゃあり粘性やゃあり
7.6Y4/3晴オHープ色土プロック3側混入。Z167埋土)
7 7.6Y3/2オPープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり
径0.2-0.6岨炭化物磁調入(SZ167坦土)
8 10YR3/2オPープ黒色シルトしまりなし(SZ167埋土)
日 10YR4/2オPープ灰色土しまりややあり粘性やゃあり(SZI67:温土)
10 7.6Y3/1オPープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり
10YR4/2オPープ灰色シルトプロックl側混入(SZ167温土}
11 10YR3/1オPープ黒色シルト粘性あり
10YR4/2オPープ灰色シルトプロッ夕刻混入(SZ167埋土)
12 2.6Y4/3オPープ褐色土しまりあり粘性ややあり
径0.2-0.6炭化物碍混入(SZ167埋土)
13 2.6Y3/2黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり
7.6Y4/3晴オHープ色土プロック税調入(SZI6B坦土)
14 6Y3/1 オリープ黒色土しまりやゃあり粘性.~ゃあり (SZI6B坦土)
15 2.6Y3/1黒褐色土灰しまりややあり粘性ややあり
径0.1~吋量化物l側混入(IA13 10層対応)(SZI総理土}
16 2.6Y3/3暗オリープ褐色土しまりややあり粘怯ややあり (SZ168坦土)
11 6Y3/2オリープ黒色土しまりやゃあり粘性やゃあり
径0.2咽の炭化物税混入(SZI6B埋土)
18 6Y2I2黒色シルトしまりややあり粘性あり
径0.1~叫1下炭化物路混入(IA13 11層対応)(SZ168温土)
19 6Y3/1オリープ黒色土しまりややあり粘性あり
(IAI3 13，層対応)(SZI6B埋土)
20 2.閃Y4!1暗オFープ灰色砂質土しまりあり粘性なし

1
2
3
4
5
6
 
F 1 ___f_ 

7.00m 守~

1 5Y3/1 オFープ黒色シルト ややしまる粘性やゃあり
鉄分詑着やゃあり
2 7.町4/1灰色砂質シルト ややしまる粘性やゃあり
鉄分詑着あり

?町史今~

1 10Y3/1オリープ黒色士しまりあり粘性ややあり
2 6Y3/1オ日ープ黒色砂質シルトしまりややあり
関Y4/1時オ日ープ灰色士プロフタ2側混入
3 2.民Y4/1暗オ3ープ灰色砂賀シルトしまりややあり
経0.6-1cm炭化物3蝿入

h 。

SZ167遺構図 (2) 園 190

(S=1!l00) 
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泣168(遺構:図192・193、遺物:図194)
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園191 SZ167遺物実測困
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661 

検出状況 西部東側北寄りに位置し、北溝、甫溝、西溝を確認した。北溝東端と南溝東端、東溝は近

代以降の用水により失われており、その平面形を確認できなかった。西溝はSZl15に、南溝西端は

SZ169にそれぞれ切られるロ

1-<1 

吋l

S剛3~診
S院淘39
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。 <I~ 
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園192SZ168遺構図(， ) 



186 第4章西部域の調査成呆

方台部 東側が調査区域外にあり、全形は不明である。確認できる南北長は約8.0mで、南北方向にや

や長い長方形となると考えられる。各辺とも直線的で、墳丘は認められなかった。西側では南北方向

に主軸をもち、主体部の可能性がある土坑2基 (SK03743、SK03898)を検出した。主軸方向はほぼ軸

線を揃える。 SK03743は長軸約1.5m、深さ約O.2mを測る。平面形は長楕円形だが、底面はやや凹凸

が認められる。 SK03898は長軸約2.6m、深さ約O.4mで、平面形は長楕円形を呈する。底面は北側が

一段深くなり、いずれも遺物の出土は認められなかった。

周溝 各周溝とも残存状祝がよく断面形がV字形を呈する。西溝と南構では方台部側壁面が急傾斜で、

方台部側から埋没が進行したと考えられる。平面形は内縁・外縁ともに各周溝とも直線的で、北西隅

SZl15 SZ168 
C 1 3 10 9 C' 

7.20，割 、、~手--r-I.空賞Z二r宅診』
4てZ弓巧者盈~カr-.....司、 19

5U1plで¥i6 -18 
1213 11 

1 2.513/2黒褐色土 Lまりややあり粘性やゃあり
径0.3岨炭化物5S混入鉄分沈潜あり
2 10YR3/3暗褐色土 Lまりあり粘性やゃあり鉄分沈着あり (SZ115坦土}
3 10YR2/3黒褐色土 Lまりあり粘性ややあり (SZ115坦土J
4 2.514/3オリープ褐色土しまりあり粘性やゃあり (SZ115坦土J
5 514/3暗オリープ色シルトしまりあり粘性やゃあり (SZ115塩土}
自町5/3灰オリープ色土しまりややあり粘性やゃあり (SZ115塩土}
7 10YR2/2黒褐色土 Lまりややあり粘性やゃあり
径0.2-0.5c皿炭化物鴎混入(SZI槌温土}
8 514/4暗オリープ色シルトしまりあり粘性やゃあり
2.513/2黒褐色土プロック10国混入(SZI6日埋土〉
9 2.513/1黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり
木質わずかに(1則合む(SZ168埋土}

m 、童手r
1 2.6Y3/1黒褐色士しまりややあり粘性あり
径0.2-0.5皿の炭化物10量混入
2 2.6Y4/SオHープ褐色士しまりややあり粘性やゃあり
6Y6/3灰オHープ色シルトプロック20冊混入
3 6YS/2オリープ黒色土しまりやゃあり粘性あり
4 6Y6/3灰オHープ色シルト径0.1-0.2咽炭化物Z縄入

品右手企7土
10 2.512/1黒色土しまりややあり粘性やゃあり
径0.1個以下炭化物総混入(SZ168坦土}
11町'3/1オリープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり (SZI飽塩土}
12 7.514/2灰オリープ色土しまりややあり特性やゃあり

1 10RY2/2黒褐色士しまりあり粘性あり径0.05咽炭化物2%混入
514/4暗オロープ色士プロック30%混入鉄分沈着あり

0.1四以下炭化輸務混入(SZI飽塩土) 2 10Y4/2オロープ黒色砂質士しまりあり粘性なし鉄分沈着あり

13 10Y3/2オロープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり
7.514/2灰オリープ色土プロック10国混入(SZI6日埋土〉
14 7.514/2灰オリープ色土しまりややあり特性やゃあり (SZ168温土)
15 7.515/3灰オロープ色土しまりあり粘性やゃあり (SZ115埋土J
16 7.513/1オリープ黒色土しまりややあり特性やゃあり
7.514/2灰オロープ色土プロック鴎混入(SZI槌温土}
17 7.514/2灰オロープ色土しまりややあり粘性やゃあり
径0.1岨炭化物3S混入(SZI6日埋土〉

SK03898 

~ J ，1 r ....E. 
7.20m 可一一『一一←~

4 

18 7.515/3灰オロープ色土しまりややあり粘性やゃあり
町4/3暗オリープ色土プロック2幅混入(SZ168埋土J

1 10YR2/2鼎縄色土しまりあり粘性あり
径0.05国炭化物2%混入

19町'3/2オリープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり (SZI飽塩土) 2 2.5Y3/1鼎縄色砂質土しまりなし粘性なし
20 10Y5/2オロープ灰色シルドしまりややあり粘性やゃあり (SZI飽埋土} 5GY4/1暗オPープ灰色土プロック20%混入

3 2.5Y3/3暗オリープ褐色土しまりややあり粘性あり
4 7.5Y4/2灰オリープ色土しまりなし粘性なし

SZ168 SZ167 5 7.5Y3/2オロープ黒色土しまりややあり粘性あり

D・

。

1 2.6Y3/2黒褐色土しまりあり粘性ややあり 径0.6-20111炭化物10幅混入鉄分沈着あり (1，¥131届対応)
2 2.6Y4/3オリープ褐色士しまりややあり粘性やゃあり 10YR2/2 ~属褐色土プロック 10幅混入
3 2.6Y4/4オリープ褐色士しまりややあり粘性やゃあり
4 2.6Y3/1黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり
5 10YR2/2黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり 径札2-0.60111炭化物20幅混入 (1814北 8届対応)(SZ167埋士)
6 2.6Y2/1黒色土しまりややあり粘性ややあり 7.6Y4/3暗オリープ色土プロフクS鍬混入(SZ167埋土}
7 1.6Y3/2オリープ黒色士しまりややあり粘性やゃあり 径札2-0.60111炭化物協混入(SZ167埋士)
8 10YR3/2オリープ黒色シルトしまりなし(SZI61.埋土)
9 10YR4/2オリープ灰色士しまりややあり粘性やゃあり (SZ167埋土)
10 1.6Y3/1オリープ黒色士しまりややあり粘性やゃあり 10YR4/2オリープ灰色シルトプロックl鍬混入(SZ167埋土}
11 10YR3/1オリープ黒色シルト粘性あり 10YR4/2オPープ灰色シルトプロック舗混入(SZ167埋士)
12 2.6Y4/3オリープ褐色士しまりあり粘性やゃあり 径0.2-0.6.炭化物路混入(SZ167埋土)
13 2.6Y3/2鳳褐色土しまりややあり粘性やゃあり 7.5Y4/3暗オロープ色士プロッ夕刻混入(SZI68埋士)
14 6Y3/1オFープ黒色土しまりややあり粘性ややあり (SZ168埋土}
16 2.6Y3/1鳳褐色士灰しまりややあり粘性やゃあり 径O.lclII炭化物10判混入(1A1310.届対応)(SZ168埋士)
16 2.6Y3/3時オリープ褐色土しまりややあり粘性やゃあり(SZI総理士)
17 6Y3/2オFープ黒色士しまりややあり粘性ややあり 径0.2咽の炭化物列混入(SZ168埋士)
18 6Y2/2黒色シルトしまりややあり粘性あり 径O.lclII以下炭化物舗混入(1，¥1311届対応)(SZ168埋土)
19 6Y3/1オFープ黒色士しまりややあり粘性あり (1A13 13層対応)(SZI総理士)
20 2.6GY4/1暗オリープ灰色砂質土しまりあり粘性なし

園193 SZ168遺構図 (2)

(8=1/1∞) 
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に陸橋部を形成する。北溝外縁が北側へ膨らむ箇所が認められる。

遺物出土状況 北溝から土器78点、西溝から土器486点、南溝から土器

弱点が出土した.いずれも埋土上層からの出土が目立ち、その出土量は他

の周溝に比べると少ない。 662は南溝上層から出土した。重複関係からみ

て混入資料である。

出土遺物 662はIV期の費C類。口縁部が屈折し、刺突文が認められる。

時期 供献土器は認められなかったが、 E期の5Z115に先行することから

E期以前と考えられる。

SZ169 (遺構関195・196、遺物:図 197・198)

。 10cm 

(S=I/4) 

園194 SZ168遺物実測図

検出状況 西部東側北寄りに位置する.5Z115の南側にあり、南溝と東溝は5D0943に切られる。なお、

周溝は全周し、東溝は外側に再掘削されている。

方台部東西長約6.5m、南北長約8.0mで南北に長い長方形を呈す.東西両辺は直線的だが、北辺は

やや内側へ膨らむ.各隅部はいずれも丸い。再掘削された東溝により東西長が約7.5mに拡張されて、

その平面形は南北に長い長方形から正方形に変化したと考えられる。なお、墳丘・主体部は確認でき

なかった。

周溝 いずれの周溝とも幅は約1.2~ 1.5m前後と一定であるa 断面形は壁画傾斜がやや緩やかだが、

V字形である。埋土は灰オリーブ色のブロック土が混じる崩落土が方台部側の壁面に沿って堆積する.

その後、壁画崩落によって埋没が進行し、上層からはV期-VI期の土器が多く出土しているととから、

羽期に埋没したと考えられるとともに、重複するSDω43から混入した可能性がある。

遺物出土状況 おもにV期-VI期の土器995点が南溝上層から出土した。北溝上層からW期要664が

横位、 IV期壷666が出土した。供献土器と判断できないが、遺存状況がよいことから構築時期を示す

土器とみてよいと考えられる。東溝から土器2，014点、石器類1点が主に上層から出土した。 VI期の土

器が多く、遺存状況のよいものが多い。 IV期繋663は拡張した東溝中層から出土し、遺存状況もよい。

供献土器の可能性が高い。その他にVI期~四期の遺存状況のよい資料が多く出土した。

出土遺物 663はIV期費A3類。胸部下半を欠損するが、復元すると器高34.0c血の大型品。費A類で波

状文と直線文の組み合わせのある例はとれまで出土していない。口縁部は屈曲して受口状となり、端

部は内傾する平坦面が認められる@胴部はゆるやかに膨らむが、最大径が胴部中位にあり胴部下半は

I宣線的で、費B類の形状に類似する。外面はハケ回調整のほかに観察が困難だがハケ目に先行するタ

タキ痕が認められる。内面にはハケ目とケズリが認められ、底部外面にもハケ自が認められる。口縁

端部及び胴部上半に打ち欠きが認められる。 664はIV期費B2類。口縁部が短く屈曲して内傾する。端

部及び内面に強いナデによる凹面を形成する。日縁端部に刺突文を施文する。さらに、胴部上半に刺

突文を2帯施文し、その間に直線文を施すe 胴部中位よりやや下がった位置に波状文が施文される。

底部には穿孔が認められる。胸部外面中程と底面内面から胴部下方内面にかけて煤が帯状に付着する。

665はW期壷の胴部で摩耗が著しい。 666は665の同一個体の可能性のある底部である。 667はW期大

型壷C類の頭部で直線文と刺突文がみられる。 668は土製の把手。板状で穿孔が認められる。側面に

剥離した痕跡があるので、何か別の土器に取り付けられていたものと考えられる。胎土からすると
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SZ169 

7伽報ア

E 

7.20m 

1 10YR3/3暗褐色土しまりややあり粘性あり径0.03岨炭化物掛混入
2. 6Y3/2オリープ黒色土しまりやゃあり粘性やゃあり 10y4/2オDープ灰色土プロック説混入
a 6Y3/1オリープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり 10y4/2オDープ灰色土プロック1叫混入
4 2.5GY4/1暗オリープ灰色土しまりやゃあり粘性なし 1.6Y3/1オロープ黒色土プロック硝混入
5 5Gy4/1暗オリープ灰色土砂質土しまりやゃあり粘性なし 1.6Y3/1オロープ黒色土プロック略混入

SZ169 S~凶893 SZl15 

E' 

1 10YR3/3暗褐色土しまりあり粘性やゃあり径0.1-0.3由民化物3"混入鉄分沈着あり
2 10YR3/3暗褐色土しまりあり粘性やゃあり 5Y4/4オロープ黄色土シルトプロック税混入鉄分沈着あり
3 5Y4/2灰オPープ色土しまりややあり粘性やゃあり径0.1岨以下砂粧を3暢混入鉄分沈着あり
4 5Y3/2オリープ黒色土しまりあり粘性やゃあり径0.3咽の炭化物を1再混入鉄分沈着あり
5 5Y3/1オリープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり 5Y5/3灰オPープ色土プロック2鍬混入(S103鈎3埋土〕
6 10Y3/2オリープ黒色土しまりあり粘性やゃあり(SZ115埋土)
7 7.5Y2/2オロープ黒色土しまりあり粘性あり (SZ115埋土}
8 5Y3/1オリープ黒色土しまりあり粘性やゃあり (SZ115埋土〕
9 5Y2/2オリープ黒色土しまりあり粘性やゃあり径0.2岨炭化物5"混入(SZ115埋土)
10 7.5Y3/1オロープ黒色土しまりあり粘性やゃあり 10Y4/2オ9-プ灰色、ンルトプロック1鍬混入(SZ115埋土)
11 10Y3/1オリープ黒色土しまりあり粘性やゃありシルト質 5GY4/1暗:t-9ープ灰色シルトプロック時混入(SZ115埋土}
12 5Y4/2灰オロープ色土 10Y4/2オリープ灰色シルトプロック鴻混入(S103的2埋土〕
13 7.5Y2/1黒色土しまりあり粘性やゃあり径0.1-0.5咽炭化物誠混入(S103的3埋土j
14 7.5Y5/3灰オリープ色土しまりあり粘性やゃあり径0.5岨鋭化物10再混入(5Z115埋土)
15 7.5Y3/2オロープ黒色土しまりあり粘性やゃあり径1咽炭化物1"混入(5Z115埋土)
16 7.5Y2/1黒色土しまりややあり粘性やゃあり 10Y4/2オロープ灰色土プロック鴻混入(S103鈎3埋土〕
17 10Y3/2オリープ黒色土しまりややあり粘性ありシルト質(S103的2埋土)
1自2.5GY3/1暗オFープ灰色土粘性ありシルト質径0.1-0.3咽炭化物稀混入(SK03自93埋土)
1自 7.5Y4/2灰オリープ色土しまりあり粘性やゃあり (5K03893埋土}
20 10Y3/2オリープ黒色土しまりあり粘性やゃあり径0.1-0.5咽炭化物3"混入(5K03893埋土}
21 10Y2/1黒色土しまりあり粘性やゃあり径0.2咽炭化物税混入(5Z16虫埋土)
22 2.5GY3/1暗オFープ灰色土しまりあり粘性やゃあり 10Y4/2オPープ灰色土プロック5%混入(5Z1的埋土)
23 2.5GY3/1暗オFープ灰色土しまりあり粘性キゃあり径0.05岨炭化物3"混入(5Z1的埋土)
24 7.5Y3/2オロープ黒色土しまりあり粘性やゃあり径0.5咽炭化物繊混入(5Z169埋土}
25 2.5GY4/1暗オFープ灰色土しまりあり粘性キゃあり径0.5-10111炭化物10"混入(5Z1的埋土)
26 7.5Y4/2灰オリープ色土粘性ややありシルト貧しまPあり (5Z1的埋土)
27 2.5GY4/1暗オFープ灰色シルトしまりあり粘性ややあり
2自2.5GY4/1暗オFープ灰色シルトしまりあり粘性ややあり
2自2.5GY3/1暗オFープ灰色シルトしまりあり粘性ややあり (SZ115埋土J
30田Y4/1暗緑灰色シルトしまりあり粘性あり

f__ S脚 42. SZ169 S臥淘44 F' 
7.20m 

1 7.5YR3/1黒褐色土しまりあり粘性ややあり径0.2-0.5咽の炭化物路混入鉄分沈着あり (IA131届k共通)(SZI倒坦士)
2 10YR3/3暗褐色土しまりややあり粘性ややあり径0.2-0.5咽の炭化物話混入鉄分沈指あり (SZ169埋士〕
3 2.5Y3/2黒褐色土しまりややあり粘性やゃあり 6y4/4暗オ9-プ色土プロック3侃混入怪0.2咽炭化物混入鉄分沈着あり (SZ169埋土)
4 5Y3/2オFープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり(SZl69埋土)
5 2.5Y3/1黒褐色土しまりややあり粘性ややあり 7.5Y4/Z灰オロープ色土プロック3婦混入(SZ169埋士1
6 1償R3/2黒褐色土しまりややあり粘性ややあり径0.5岨炭化物市混入(SZ169埋土〉
7 2.5Y3/3時オリープ禍色士しまりややあり粘性やゃあり径0.20阻の炭化物碍混入(SZ169埋士}
8 2.5Y3/1黒褐色土しまりややあり粘性あり径0.2cmi則包物郭混入 (IB14百 5層対応)(SZl印埋士)
9 1.5Y3/1 :t"9ープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり 10Y4/2オリープ灰色土プロック1時混入(SZI鈎坦士)
10 1.5Y2/1黒色土しまりややあり粘性あり径0.5岨炭化物2側混入(SZ169埋土)
11 1.5Y3/2オリープ黒色シルトしまりややあり粘性やゃあり 10Y4/2オリーブ灰色土プロック20幅混入(SZ169坦土)
12 5Y2/2オロープ鳳色土しまりやゃあり粘性やゃあり(SZ169温土}
13 10YR3/2オリープ黒色土しまりややあり粘性やゃあり 7.5Y4/2灰オリープ色土プロック1事混入(SZI69.埋士〉
14 1.5Y4/2灰オリープしまりややあり粘性やゃあり (SZI岡温土)
15 7.町5/3灰オリープしまりあり粘位ややあり (SZ169埋土j
16 7.回4/2灰オ3ープシルトしまりややあり粘性やゃあり怪O.2-0. 5c吋是イヒ物1悌混入(SZ169埋士)
17 7.町3/1オ日ープ黒色シルト粘性やゃあり 10Y4/2オリープ灰色土プロック4時混入(SZI的坦士)
18 5GY3/1暗オリープ灰色砂質土しまりやゃあり (SZ169温土j

。

園196 SZ169遺構図(2) 

(S=I/100) 

5m 
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W期の土器にちかい。 669はV期-VI期壷A1a類。口縁端部下端が拡張され、内商には羽状文が施文

される.670はVI-羽期の壷A3類。外商には刺突文があり、内面はやや屈折して口縁部が外反する。 671、

672はV-VI期の壷F類。 671は口縁部が短く、端部は平坦である。 672はやや口縁部が直立し、胴部

は偏平である。 673-675はVI期-Vll期の壷H類。 673は日縁部が内湾するH2a類で打ち欠きが認めら

れる.胸部はやや偏平である。 674は頭部径がやや大きし口頭部がやや短い。 675は口頭部を欠損す

る。 676は頚部径が大きくなると考えられるので、 V期後半-VI期壷I類の胴部であろう。 678-680

はV期後半-VI期の費B類。 678は刺突文と直線文のあるB2類で口縁端部がやや平坦である。 677は

V期-VI期費A3類。胸部上方に誼線文、口縁端部に刺突文が施される.678-680の胴部最大径の位

置は胴部中位よりやや上位にあり共通した形状が認められる。 677とも類似するので、 677-680はそ

れほど時期差のない資料と考えられる。 681、682はVI期褒E3類。口縁部が短く屈曲して、端部がやや

平坦である。 683はV期-VI期費AB類の脚部で、直線的に脚部が開く。 684はVI期~四期費E類の胴

部下半から脚部が遺存する資料。短い脚部があり、打ち欠きが認められる。 685は羽期の高杯C1a類。

坪底部が広く口縁部はやや外反する@脚部は付根から直線的に開く。 686は高杯C類の脚部で685より

外反傾向が強いので、 vll期の可能性が高い。 687はV期前半の高坪B1類坪部の破片。屈曲が著しい園

688はV期の高坪B3類杯部の破片.波状文が認められる.689はV期高郊 I類の脚部で直線文が施文

される。 690はV期高部B類の脚部。付根の接合部位が中実である。 691はVI期高杯J類。坪部は口縁

端部が弱く屈曲して3条の沈線が施文される。脚部は付根から直線的に開き、高杯CD類と類似する。

透孔は2穿孔で、透孔から段をもって裾部が外反する。段直下に4本の沈線を施文する。 691は東海

地方ではあまり例のない資料だが、胎土は搬入品ではないロ坪部の形状、脚裾部の形状は北陸地方の

資料と類似するが、脚部の付根から段までの形状は高杯CD類と同様なので、本例は北陸地方の影響を

受けながらも在地の要素と折衷した資料と考えられる。 692はV期後半-VI期の高坪F類の脚部。透

孔が2穿孔で、透孔から脚部が強く開く。 693、694ともに器台B類。 693は器台B1a類であるが、 694

は脚部が付根からやや外反するのでVI期B2a類と考えられる.695は口縁端部に円形浮文をもっ羽期

器台B1c類。形状は694に類似する。 696は内湾する脚裾部をもつのでVI-Vll期の器台B3類であろう。

697は高杯C類や器台B類脚部と類似する形状だが、上端には接合部位が認められない。高坪や器台

の脚部に類似する特異な土器である。内外面にはミガキは認められず、ハケ目や指頭圧痕が残るので、

高杯や器台の製作途中のものではないと考えられる。また、煤の付着も認められるので、形状は高杯・

器台に似るが製作技法も含めて、高邦・器台とは別の用途をもって製作され、使用された土器の可能

性が高い。形状や胎土からみて羽期と考えられるロ 698はV-VI期の手援ね土器a 底部がやや突出するa

時期遺構の構築と考えられる土器 (664-666)から、 W期と考えられる。また、これらと拡張した

東溝内の供献土器 (663)もほぼ同時期のものであることから、構築時期と拡張時期には大きな時期差

はないと考える。
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o 10cm 

(S;;;1/4) 
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固197SZ169遺物実測図(1 ) 



192 第4章西部域の調査成呆

686 

681 

ミ~

683 

塑性--/1687!1Ii It¥ 
傘~~8 廟、 I~I ~ 

690 

JJLz 
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心ぷ98
園198 SZ169遺物実測園 (2)



第2節弥生時代中期の遺構と遺物 193 

2 溝状遺構

501009 (遺構:園200、遺物:園199)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。東西方向に伸びる溝で、 SB402床面中央で

検出した。検出時の埋士は周辺の方形周溝墓と士色や士質が類似していたが、対応する溝が確認でき

なかったため、単独の溝と判断した。

形状 長軸約5.4m、幅l.lmを測る。深さはO.4mであり、底面は丸みを帯び、壁画の傾斜は比較的急

である.

埋土 4層に分層した。最下層に壁面崩落土の可能性があるブロック土を含み、上層は中央が窪む堆

積である。

遺物出土状況 埋土中から土器136点が出土した。土器は上層から出土した摩耗したU期~四期のも

のが多いものの、比較的残りのよいE期の土器片も出土した (699)。

出土遺物 699はE期前半壷A類。口頭部を欠損する。胴部は

強く屈曲し、算盤玉状を呈す。底部は突出する。胴部上半には

2帯の直線文が認められ、文様帯上下端には太い沈線が付加さ

れる。文様帯を上下に縦走する2帯1組の扇形文が認められる。

時期 刊期のSB402に先行するととと、比較的残りのよい遺物

(699)の時期から、 E期と考えられる.

園200SD1009遺構図

3 I.坑

SK03671 (遺構:図202、遺物:図201)

A 

010cm  

(S=1/4) 

国199SD1009遺物実測園

A' 

ちミ?'
1 5Y4/1 灰色土ややしまる粕性やゃあり
炭化継をわずかに含む
2. 5Y3/1 オ~-プ黒色土
ややしまる特性やゃあり 炭化粒を含む
3 5Y5/1 灰色土ややしまる粕性やゃあり
5Y3/1オロープ黒色プロックを3%含む
4 5Y6/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
5Y3/1オロープ黒色プロックを3%含む

。
(S=1/50) 

2m 

検出状況 西部西側北端に位置する。 SD0050下層除去後に検出し、平面形は漸移的で不明瞭であった.

なお、遺構の重複関係はなかった。

形状 平面形は楕円形である。底面はほぼ平坦で、壁面の北側と西側に平坦面がある.
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埋土 3層に分層した。埋土全体に炭化物を含む。 1層と2層の層界の凹凸が著しいことやプロック

士を含むことから、人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器29点、石器2点が出土した。土器はいずれも町期の小破片である。

出土遺物 700、701はW期費A類。 700は口縁部が頭部で強く屈折して、短く外反する。 701は口縁部

が緩やかに外反する。 702は胴部中程から底部

にかけてが残存するN期費A類。

時期 出土遺物の時期から、町期と考えられる。

7∞ 

下コ吋主=--((701

。 10an 

(S=1/4) 

園201 SK03671遺物実演l園

部04311(遺構:図204、遺物:図203)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡

密集域に位置し、北側は撹乱除去後に

検出した。

形状長軸長約2.6m、深さ約0.5mであ

り、不整形を呈する。底面は北東側が深

く、南壁にむかつて緩やかに立ち上がる。

北壁面の傾斜は比較的急である.

A 

A 

7.00m 

。

面¥ aJ I 

A' 

V ミ三三f
1 5Y2/2オ日ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5V4/1灰色土プロックを10悦含む炭化物を含む
2 5Y2/1黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5V4/1灰色士プロックを30%含む炭化物を含む
3 7.5Y3/1オロープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
炭化物を含む

2m 

(S=I/40) 

園202 SK03671遺構図

国ls

、r、r
~プ

亡コ A' 

埋土 3層に分層した。礁の混入が多

く、層界の凹凸が顕著であることから、

m?ミ三二プr

。 1偽冊

(S=I/4) 
園203 SK04311遺物実測園

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1-3由襖30%混入
2 2.5Y3/3 暗オリープ褐色土ややしまる粘性あり 径1-2園調10%混入
3 5Y4/2 灰ォ~-プ色土ややしまる粘位やゃあり 径1-5皿費10%混入

。
(S=1/40) 

園204 SK04311遺構図

2m 
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人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 埋士中から土器30点が出土した。その大半は下層から出土した曹の破片である。

出土遺物 703は町期費A類。平底で、胴部は大きく聞く。

時期 出土遺物の時期から、町期と考えられる。

~似888 (遺構:図206、遺物:図205)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡域密集域に位置する。 W期のSZ150西溝から西側へ約2m離れ

た場所にある単独の土坑で、平面形は明瞭であった。

形状 長軸長約0.7m、短軸長約0.5mの不整楕円形を呈する。深さは0.05mと浅く、底面は丸みを帯

びる。壁面は北側が緩やかで、南側が比較的急である。

埋土 単層であり、炭化粒をわずかに含む。プロック土が混入し、ほぽ完形に復元できる 2個体の土

器が出土したことから、人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器98点が出土した。それらの土器は2個体の土器 (704、705)に接合で

きた。壷 (704)は横位、鉢 (705)は正位に並置された状況で出土した。

出土遺物 704はIV期壷A2類。頭部は細身で、口頭部は袋状を呈する。胴部は算盤玉状で肩部が屈曲

する。口頭部から胴部上半に文様が施文される。口縁部には凹線文3条、その下に羽状文が認められ

る。頭部にはクシ状工具 (2本1組X3帯)による直線文3帯、胴部上半には同じ工具による直線文

と波状文が2帯交互に施文される。 705は町期鉢A類。小さな底部から胴部が内湾しながら立ち上がり、

口縁部が直立する。端部は平坦で、幅広の回線文が3条認

められる.

時期 出土遺物の時期から、町期と考えられる。

。 10cm 

(8;;;1/4) 

園205 SK04888遺物実測園

4 自然流路

A 

A 

6，伺m

。

1 704 
A' 

土器

7舗

1 2.5Y4/1 貧灰色土ややしまる粘性やゃあり
2.5Y6/z灰黄色プロックを10%含む
炭化粧をわずかに含む

1m 

(S=I/20) 

園206 SK04888遺構図

弥生時代中期の自然流路は2条例R005、NROll)検出した(図112)。これらは検出時の様相や埋

土の類似性から同一流路の可能性が高い。しかし、両者の検出位置が離れているととや、両者に挟ま

れる地点で検出できなかったことから、不明な点も多い。

f'.R1∞5 (遺構:園207、遺物:図2叩)
検出状況 西部東側中央の南西隅に位置し、本遺構埋土上面から町期SZ151の周溝が掘り込まれてい
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る。西側の様相は不明である.

形状 東側上端は蛇行するが、およそ北西から南東にのびている。深さは約O.5mであり、底面は東

側から西側にむかつて下降し、壁面の傾斜は緩やかである.検出時の様相や埋土の類似性から、

B I 

SK04777 。

B 

8.崎明

~ω776 
0 

2 1 

2 

1 6Y3/1 オ3ープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 2.5Y3/1鳳褐色土プロック30%含む
6Y3/2オリープ黒色土プロック20%含む l辺6alの土器片1点あり

2 6Y4/1灰色士ややしまる粘性あまりなし 2.6Y3/1黒褐色土プロック1%含む
3 10Y4/1 灰色士ややしまる 粘性ややあり 7.6Y4/2灰オPープ色土プロフク15%含む

石 l

8 1 6 

1 7.5Y2/2 オリープ鳳色土 しまる粘性やゃあり
径5皿程の亜月磁を1%含む炭化物をわずかに含む
2 7.5Y3/2 オリープ鳳色土 しまる粘性ややあり
7.6Y2/2オPープ黒色土プロフタを7%含む
3 2.6Y3/2 黒褐色シルト しまる粘性やゃあり
4 2. 6Y3/3 暗オPープ樋色シルト しまる粘性やゃあり
径lca程の亜門機を1%含む
5 6Y4/3 晴オFープ色シルト しまる粘性あり
6Y2/1黒色士プロックを3%含む

自 民3/1オPープ黒色土しまる粘性あまりなし
径宮個以下の亜角磁わずかに混じる
7 6Y4/1灰色砂賀士 しまる粘性あまりなし
l辺E四の士器片1点あり 径6咽以下旬亜角積わずかに混じる
8 7.6Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性あまりなし
9 7.6Y4/1 灰色土ややし宣る粘位ややあり

B・

SP0923 唄 874

o s議J
o 81(04792 
@oe  

SK04794 

園207 NR∞5遺構園

。 5m 

(8=1/1∞〉

B' 



NR011と同一流路である可能性が高い@

埋土 A-A'で4層 (6-9層)、 B-B'で3層に分層した。

いずれも上層はオリーブ呆色土、下層は灰色土が堆積し、

いずれもブロック土が混入することから、 SZ151などの

土地利用の際に整地している可能性もある。

遺物出土状況埋土中から土器373点、石器類 1点、木

製品1点が出土した。土器はいずれも細片であり図示し

ていない。人工層位c層から、石棒 (706)が出土した。

出土遺物 706は緑色片岩を素材とする石棒である。縁

辺部を剥醸成形してから敵打と研騰を加え、形を整えて

いるe なお、上方は折損している.

時期 W期SZ151に切られる乙とからW期以前と考えら

れる。

問。11(遺構:図209・210、遺物:図211)
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706 

O~ 50m 

(S=1/2) 

園208 NR005遺物実測園

検出状況 西部西側南寄りに位置する。 NR012底面で検出し、縄文時代晩期後半~I 期の木棺墓群を

被覆する。北側と東側は調査区域外にあるが、北東側のNR005と埋土が類似しており、同一流路であ

る可能性が高い。調査区中央に設定した土層観察用陛にて本流路の落ち込みが確認でき、その上端か

ら平面形を決定した。なお、本流路は2010年度に調査し、その南東側を 2011年度に調査したが、

20日年度の調査区は狭小であったため、安全上の理由で流路の掘削は行わなかった。

形状 西側上端は蛇行するが、およそ南北方向に主軸をもっ。東側の上端をNR005とすると、流路幅

は約20-30mとなる。底商は北東側が高く、調査区中央から南側にかけて緩やかに下降している。

埋土 調査区中央付近では、下層に黒褐色土を筋状に含むシルト屑 (A-A'12屑)や植物遺体を含む

シルト層 (A-A'21層)、直径1cm以下の円磯と粗砂から成る砂磯 (A-A'15層)などが堆積している。

・方、調査区商壁沿いになると下層 (B-B' 6層)の粒径が3-5<:盟のやや大きな擦が目立つようにな

ることから、当初は一定量の水量が流れていたと考えられる。また、上層は黒褐色土や黄灰色土がほ

ぼ水平に堆積しているととから、流水が少なくなり、ゆっくりと堆積していったと考えられる。

遺物出土状況埋土中から土器1，923点、石器類20点、木製品13点が出土した@土器は縄文時代晩期

~四期のものが出土しており、特に多いのは縄文時代晩期~I 期の土器である。本遺構の上面にはV

期以降のNR012が堆積していることや、本流路と同一埋士の可能性があるNR006はN期の方形周溝墓

に切られることから、 V期以降の造物は混入と考えられる。遺物は主に調査区中央から南側にかけて

散在して出土した。

出土遺物 707、709は口縁部が外反気味で、端部が平坦で押圧のある縄文時代晩期の深鉢。 707は端

部よりやや下がった位置に貼付突帯があり、ヘラにより狭い間隔でD字状の押圧を施す。胸部は口縁

部から屈曲して内湾し、ケズりが認められる。 708は口縁部がやや内湾気味となる縄文時代晩期の深鉢。

端部は丸く、右下がりの粗い条痕が認められる。 710は口縁部がわずかに外反する。 711はやや口縁部

が内傾する縄文時代晩期後半の深鉢。端部からやや下がった位置に突帯を貼付し、その上に0字状の
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貝による押圧が認められるo 712は口糧部が尖り気味の縄文時代晩期後半の深鉢.端部よりやや下位

に突帯が貼付されるo 713は口i縁部が平坦な縄文時代晩期後半の漂鉢o 714は縄文時代晩期後半の深鉢

胴部。 715は口縁部が屈曲して外反する浅鉢。端部に方形の突起が付く o 716はI期壷.口縁部が短〈

。
(S=1!3閃}

A-A・
1 2.日4/1貧灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物速体をわずかに含む
Z 2.513/1 .. 禍色土ややしまる粘性やゃあり 植物澄体を含む
3 2.615/1 貧灰色土ややし量る粘性やゃあり 径吾~舗圃の艇を多〈含む4 組砂侵2CI以下の円・をわずかに含む
5 乱613/1易術色土ややしまる粘性やゃあり植働遺体壷多〈含告
白 砂'.笹3-10岨の円礁が主体で粗砂を含む
7 2. 513/2保褐色土ややしまる粘性ややあ唖
8 2. 614/1貨灰色シルトややし怠る粘性やゃあり
9 徹砂鍾2園以下町円・をわずかに含む
10 2.5Yo/l 貧民色土ややしまる粘性やゃあり
径S皿以下の円値をわずかに含む

A' ※土層図

4hllhL14JffJlipids 
13‘ムF
11 

書量;5=1/1切

横;5=1/3∞ 

12 町5/1 灰色シルト ややしまる粘性やゃあり
2.513/1鳳褐色土を筒状に合"b
13砂積極l園以下の円司置と粗砂から成る
14粗砂粗制E主体で径-以下の小砲を含む
16 &1駐車E砂と径l園以下の問機から成畠
16砂襖径2哩以下の同様k粗砂から成l) 2.614/1費灰色土を含む
17 2.5Y6Il 貧灰色シルトややし怠る粘性やゃあり
M 粗砂粗砂1ft主体で笹掴且以下の小観を含む
19 2.5Y4/2 暗灰黄色土ややしまる粘性ややあ明 植物遭体を含む
2Q 粗砂
21 2釘6/1賞灰色シルトややしまる粕栓ややあP

11 2.町νz暗オ9-プ褐色土ややしまる勧性あり 植物遺体を多〈含む 植働遺体をわずかに含む

園209 NR011遺構図付)
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外反し、胴部は強く膨らむ。口頚部と胴頚部の境には削り出しの突帯と段が形成される。 717はI期

壷底部。底部が突出し、胴部との接合痕が内傾接合である。 718は縄文時代晩期後半の変容壷と考え

られる。 719、720はI期壷。口縁端部と突帯に円形刺突文が施文される。 721は有文の縄文時代晩期

後半浅鉢。中央が途切れる4条の沈線が認められるが、眼鏡状文様の一部の可能性がある。 722、723

はI期費。 722は口縁部が弱く外反し、端部が平坦である。 723は口縁部が外反し、端部に押圧が認め

られる。 724はI期""'II期の費。口縁部が短く強く外反する。 725はIV期嚢A2類。頚部が屈折し、刺

突文を施す。端部は凹面を形成し、ナデ以前のタタキ痕跡が認められる。

時期 本流路は縄文時代晩期のNR010の上面に堆積し、 V期以降のNR012に覆われている。また、本

遺構と同一埋土の可能性があるNR005は町期の方形周溝墓に切られている。出土遺物は縄文時代晩期

~町期の遺物が含まれることから、 I期~町期の聞に堆積したと考えられる。
B-B' 

1 2.5Y4/1 黄灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体をわずかに含む
2 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体を含む
3 2.5Y3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体を含む
4 微砂 2.5Y3/2黒褐色士を多く含む(踏み込みか)
5 砂礎径3個以下の円礁と粗砂から成り部分的に2.5Y3/2黒褐色士を含む
6 砂礎径3~5咽の円礁が主体で粗砂を含む
7 2.5Y6/1 黄灰色粘土ややしまる粘性高い
8 砂磯径3~10岨の円礁が主体で粗砂を含む
9 2.5Y4/1 黄灰色シルト しまりなし粘性やゃあり
径3個以下の円礁を多く含む
10 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり
11 粗砂径2岨以下の円擦をわずかに含む
北側は径2~5皿の小磯が上方に堆積している
12 2.5Y3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり
13 2.5Y5/1 黄灰色士ややしまる粘性やゃあり
14 2.5Y3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
15 2.5Y6/1 黄灰色土ややしまる粘性やゃあり

<J(.句崎町鑓圃睡眠叫叫が

16 砂穣径5皿以下の小磯と粗砂から成る
17 砂磯径1個以下の小磯と粗砂から成り
2.5Y3/1黒褐色土を部分的に含む
18 2.5Y3/2 黒褐色士ややしまる粘性あり 炭化粒を含む
19 2.5Y4/1 黄灰色士ややしまる粘性あり
調査区北側約5mの範囲は径3個以下の円礁を含む
20 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性あり 植物遺体を含む
21 砂磯径1個以下の円礁と粗砂から成る
22 2.5Y3/2 黒褐色士ややしまる粘性ややあり
23 2.5Y3/3 暗オリープ褐色士ややしまる粘性やゃあり
24 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり 粗砂を筋状に含む
25 砂磯径1個以下の円礁と粗砂から成り2.5Y3/1黒褐色土を筋状に含む
26 粗砂植物遺体を多く含む

植物遺体を多く含む 27 砂磯径3~6叩の円磯と粗砂から成る
径5~10皿の礁を多く含む 28 2.5Y3/1 黒褐色士ややしまる 粘性ややあり

29 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり径2咽以下の円礁をわずかに含む
30 2.5Y4/1 黄灰色土ややしまる 粘性やゃあり径2~6岨の円擦をわずかに含む

図210 NR011遺構図 (2) 

~710 ら -~711

TF什 m

碕陪叫革謀説?'

708 

寸
ハ

μ

審 ヌ21勝之襲ど3
ノ竜男一¥ 警察電撃71:4 宣言及5

。 10cm 

図211 NR011遺物実測図 (S=1/4) 
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第3節 弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物

西部域の弥生時代後期から古墳時代前期 (V期""'IX期)の遺構として、竪穴住居跡272軒、掘立柱

建物跡10棟、柵跡11基、単独柱穴17基、墓4基、溝状遺構20条、土坑158基、自然流路4条、水制

遺構1基について、以下に報告する。

. 今回報告する遺構

.報告書Iにて報告済みの
遺構

自然流路及び自然

流路に伴う窪地(河原)

¥ 
¥ 
¥ 
¥ 
¥ 
¥ 
¥ 
¥ 

。

図212 西部域の弥生時代後期から古墳時代前期の遺構分布図

60m 

(S=1/1400) 
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1 建物跡・柵跡

西部域では微高地部分において建物跡が高密度に分布する。特に竪穴住居跡は狭い範囲に密集して

分布しており、 5軒以上の竪穴住居跡が重複していることが珍しくない。以下、 (1)竪穴住居跡、 (2)

掘立柱建物跡、 (3)柵跡の順に記載する。

. 今回報告する竪穴住居跡

.報告書Iにて報告済みの
竪穴住居跡

自然流路及び自然

流路に伴う窪地(何原)

。

遺構番号は園214参照

遺構番号は園215参照

60m 

(S=1/1400) 

図213 西部域の弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居跡分布図(1 ) 
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※8B098 --8B110は報告書Iにて報告済み

。 25m 

(8=1β∞) 

園214 西部域の弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居跡分布園 (2)
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。 25m 

(S=I/500) 

園215 西部域の弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居跡分布図 (3)
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(1) 竪穴住居跡

SB183 (遺構:図218、遺物園図216)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に{)l慣する。掘形の西半分は調査区域外にあり、

SB184を切る。

形状 西半分が不明だが、南北約3.8mの方形を呈する。壁面は緩やかで、深さは約O.2mである。

埋土 2層に分層した.東壁面沿いにブロック土を含む堆積層がある。

床面 ほぽ平坦で、貼床や硬化菌は認められなかった。床面で小穴13基を検出した。 P13を除く小穴

は壁面付近に位置し、直径O.5m以下でほぼ円形である。その多くは深さが約O.lmと浅く、底面は丸

い.P12はやや深く底面が平坦で、断面形から柱穴の可能性がある。位置関係から P6が対応するもの

の、形状が異なる。いずれも桟痕跡は確認できなかった。 P13は掘形のほぼ中央にあり、現存長l.OOm

を測る。断面形は浅い窪地状で炉跡の可能性があるが、焼土の堆積や被熱を受けた部位は認められな

かったa

遺物出土状況 埋士から土器935点、小穴から土器48点が出土したが、特徴的な出土状況は認められ

なかった。なお、 727はP3から出土した。

出土遺物 726、727は四期の

護D類。 728はvll期高邦D3類。

多条沈線聞に山形文を施文する。

729はV期後半-VI期前半の高

杯B類脚裾部。

時期 VI期-Vll期のSB184を切

ることと出土遺物の時期からvll

期~澗期と考えられる。

6
 
2
 
7
 
F
 

三

重予dイa
。 100m 

729 (S=1/4) 

園216 SB183遺物実測図

SBl84 (遺構:図219・220、遺物:図217)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。西側をSBl83に、北側をSK03674に、南

東隅をSB185にそれぞれ切られる。

形状 両側をSB183によって削平され、南北長約4.0mの小型の竪穴住居である。残存する壁面はそれ

ぞれ直線的で隅部が鋭く屈曲する。壁画は緩やかに傾斜し、深さ O.lmに満たない。

埋土 2層に分層したe 水平堆積で、磯や炭化物の混入が認められる。

床面 床面は平坦で硬化函や貼床は認められなかった。床面上で西壁面沿いに不規則に位置する小穴

12基を確認した.大半が直径約O.2mの円形で、深さは約O.lmと浅い。そのうち、 P2は長紬O.60mと

規模が大きい。なお、柱穴の認定は困難であり、炉跡は確認できなかった。

遺物出土状況埋

土から土器716点、

小穴から土器78点

が出土した。多く

はVI期~刊期にあ

号事万730 重雪璽1<<733護憲事ヌ34
732 

園217 SB184遺物実測園

日 100m
-ーーーーーー=置=(S=1/4) 



A ~ 

mm(斗 4-L-4
ノ

110YR2/1黒色土しまりあり粘性やゃあり
径3-10四積ω%混入
21層に7.5Y3/2オリ}プ黒色プロックが20%混入

7.40m_てこ

G 

7.40m 

D 

7.40m 

C' 
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Pl P2 

7itすよ 72-0Lm/d1r -E  

1 10'四2/1黒色土 110YR2/2黒褐色土
しまりややあり しまりややあり粘性あり
粘性やゃあり

内 P4 

?ま吋bi 雨H戸-ψ石トーH' 

110YR2/1 黒色士 1 10'四2/1黒色士

しまりややあり しまりややあり

粘性やゃあり 粘性ヰキあり

P5 P6 

720Im-v 1-r 
J 石 1 J' 

7.20mT 

110'恨2/2黒褐色士 110YR2/2黒褐色土
しまりややあり粘性あり しまりややあり粘位:あり
径2cmの磯1首含む 径2-5哩費3官含む

P7 PB 
K l K' ビ L 

7.20m ) -、
7.20m_石壬!/'-

110'河2/2黒褐色土
しまりやゃあり 110YR2/1 黒色士
粘性あり しまりややあり

径お曲目割陸揚含む 粘性ヰ叫ゃあり

径'2-3田磯5耳混入

内 Pl0 

d dム-17去すi

B' 

二=フー

園21B SB1B3遺構図

110YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性あり
径:3omの磯山含む

110YR2/1 黒色士
しまりややあり
粘性やゃあり
径宮-5四碩10弘含む

_g_ 
7.20m 

110YR2/1黒色土
しまりややあり
粘性やゃあり
径2-3咽磯2<Wi含む

P12 
P P' 

7.20m-rrア

1 10'四2/2黒褐色土
しまりあり粘性あり
径3圃の穣鋪含む

P13 
__g:_ 

11町R2/2黒褐色土

0' 

。

しまりやゃあり粘性あり
径5個の積2似合む

(8=1/50) 

2m 



206 第4章西部域の調査成呆

たる。 P2から刊期費 (732)が出土した。

出土遺物 730-732は費D類。 730は刊期費Dlb類で、口縁端部に刺突文がある。 731、732はともに

脚部。 732は脚裾端部に折り返しが認められる。付根の径が狭く、刊期と考えられる。 733はvn期高部
D2類。口縁端部1::多条沈線を加えるo 734はVI期後半の高杯C3b類。口縁部内面を一部肥厚して、多

条沈線を施文する。

時期 P2出土遺物と他の出土遺物の時期から、 VI期~刊期と考えられる。

e‘ 

Ee吐』円
国

A

一蜘/

2 石 1
I¥  / 

A・ C 

7.40m 
C' 

-- ー一一一ノヘー

17.5YR2/2黒褐色土しまりあり粘性やゃあり
煙量-3四割匝3首含む径0.5-1団炭化物2唖混入
22.5YR3/2黒褐色土しまりあり粘性やゃあり
径.5-8司書量10晶含む径0.5-1四炭化物部混入

D 
7.40m 

D・

。 2m 

(8=1/50) 

7茄百七ケー
7.3Orrt.....にこ二ア

P3 
_jL __Y:_ 
7.30m-..可ら戸

P4 
H H・
730m「斗「

110YR3/2黒褐色シルト
しまりややあり
粘性やゃあり

110YR3/2黒褐色シルト
しまりややあり、粘性やゃあり
径霊園礎測含む

園219 SB184遺構図(1)

110YR3/2黒褐色初レト
しまりややあり、粘性ややあり
俸2-3皿機筋合む
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P7 P8 
K K' L L.:・

7.30m品ト 7伽ーもム 7.30m~長一 瑚 m『 L-

1 10YR3/2黒褐色シルト 110YR3/2黒椅色シルト
しまりややあり しまりややあり
粘性キゃあり 粘性ややあり
径3田直属1首含む

110YR3/2黒褐色シルト 110YR3/2黒褐色シルト
しまりややあり しまりややあり
粘性やゃあり 粘性やゃあり
径3岨積2同含む

p9 Pl0 Pll P12 
M M' N N' 。 0' P P' 
1石

7.30m吋許 7伽一ーム「 7.30m て工~ 7.3一0一m一可主器=4l戸 一一一

1 10YR3/2黒褐色シ!vト 11町間/2黒褐色シノレト
しまりややあり しまりやゃあり
粘性やゃあり 粘性やゃあり

径1-3圏直130岨含む

110YR3/2黒褐色シルト 11町R3/2~匹褐色シルト

しまりあり しまりややあり

粘性やゃあり 粘性やゃあり

径1-2咽礎20!10'含む

。 2m 

(8;;1/50) 

園220 SB184遺構図 (2)

5B185 (遺構:図221、遺物:図222)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。 SB186とSB187を切る。

形状 南北長約3.5m、東西長約3.9mのやや小型の竪穴住居跡である。住居の各辺は直線的で、隅部

は鋭く曲がる。壁画の傾斜は緩やかで、深さはO.lmにも満たず浅い。

埋土醸混じりの黒色土が単層で堆積する。

床面 床面は平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。床面上で小穴5基を検出した。 P2と

P5は柱穴に適当な位置にあるが、対応する小穴が西側では確認できなかったロいずれの小穴も深さ

O.lm程度と浅く、底面は丸い。柱痕跡が認められる小穴は確認できなかった。

遺物出土状況埋土中から土器3.263点、石器類1点、小穴から土器10点が出土した。その一部にVI

期の土器が認められるが、大半はVH-2・3期の士器である。

出土遺物 735は羽~四期の壷A2類。口縁部がわずかに直立して、多条沈線が認められるo 736は四

期の壷A3類。口縁端部を上下に拡張し、棒状浮文と擬凹線を施文する。内面は屈折する部位があり、

端部までを羽状文で施文する。 737、738は刊期後半壷H2b類。 737は内湾する口頭部の3分の2程度

に精轍な文様を施文する。上半は刺突文と多条沈線を施文し、その下には少条の多条沈線を9帯配し、

その聞を山形文、単斜状の刺突文、複合刺突文を施文する。山形文は三重の施文でいずれも貝による

精微な文様である。 738は多条沈線聞を連弧文で充填する.上2帯は二重でやや間隔を空けた連弧文、

もっとも下にある連弧文はそれぞれが密に施文され、山形文的である。 739はVI期後半~四期の費A3

類。口縁部をわずかに直立させる。 740は刊期費D2a類。刺突文が認められないが、口縁部の屈曲が著

しい。 741は付根径が比較的小さく、裾部が内湾するVH期の費脚部。 742-746は四期後半高坪D類。

少条の多条沈線聞に742は4帯、 743は6帯の連弧文を施文する。 744は多条沈線のみが施文される。

おそらく口縁部3分の2付近まで施文されると考えられる。 745は多条沈線聞に山形文と羽状文が施

文される。 746は脚部。精轍なミガキが残り、坪部が付根から大きく聞く。

時期 出土遺物の大半が刊-2・3期であることから、 VH-2・3期と考えられる。
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P1 
E E' 
7A伽

一~

/ア

γ円i

11町R2/z黒褐色士
しまりややあり

ムよuるよ
粘性やゃあり

P2 
F F 
740判 2 1 
もク

会 φ悶 110YR2/2鳳褐色土

A' 
しまりややあり
粘性ややあり
21OYR4/1褐灰色土。P4 しまりややあり
粘性ややあり

P3 
G G' 

ム@1l
7伽ーもー

110YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

白15 P4 
H H' 

7.40!明 石 1

A A' とム
7.40m 

110YR2/2黒褐色土
しまりややあり

110YRI.7/1 黒色土しまりあり粘性ややあり径5~8cm.磁30%含む 粘性やゃあり

P5 
B・ B 
7.4Om 7.40!判

』

土器 ¥斗ノ

c C' 110YR2/2黒褐色士
7.40m しまりややあり

粘性ややあり。 2m 

囲 221 SB1B5遺構図
(8=1/50) 
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国222 SB185遺物実測園
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SB186 (遺構:図224....，226、遺物:園223)

検出状況西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 SB185に切られる。 VI層上面での検出であり、

平面形は不明陳であった。

形状 南壁の一部を滅失するが、南北長約3.3m、東西長約3.1rnのほぼ方形である。北壁が長さ約2.7

m、南壁が長さ約3.3mと南壁が長く、南側へ向かってやや広がる形状を示す.壁画の傾斜は緩やかで、

深さはO.1mにも満たず浅い。

埋土 単層であり、礁とプロック士を含む。埋士の状況と、遺構の重複関係から、人為的に埋め戻さ

れた可能性がある.

床面 床面上で25基の小穴を確認した。その規模は直径O.2--0.6mと様々で、その位置も不規則であ

る。深さは0.1rn程度の浅いものが大半を占めるが、 PI0はやや深い.小穴の埋土は掘形埋土と類似す

る土層が単層で堆積し、柱痕跡も確認できなかったととから、柱穴の想定は困難である。床面は平坦

で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器458点、小穴から土器43点が出土した。個々の小穴出土遺物点数は大

半が3点以下であるものの、 PI0のみ26点とやや多い。乙れらの土器片の大半はVI期~四期に属する。

また、壷 (747)は西壁際のPI0検出面で内面を上にしてまとまって出土し、査 (748)はP8底面付近

で出土した。

出土遺物 747は四期前半の壷B2b類。文様は認められず、口縁部が直立する頚部から屈折して外方

へ聞く。胴部は比較的球形で外面には煤痕が認められる。 748は四期前半の査A3類。口縁部が強く外

反して聞き、内面に屈折する部位が認められる。

時期 出土土器747、748は出土位置やその状祝から時期決定資料といえる。それぞれ刊期前半にあた

り、同時期の資料で、後出するSB185がVll-2・3期であるので、刊-1期と考えられる。

遺物 (747)出土位置及び出土状況

一一ふ蕎テ三
o 10cm 02m  0200m  

(8=1/4) (8=1/100) (8=1/10) 

国223 SB186遺物実測園 園224 SB186遺構図(1)
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SB185 ¥@ 

73tーヒ=::.1; 」 A' 

二二-=:=r-

12.5Y3/1馬術色シルトしまりあり粘性やゃあり径2-5圃の磯10幅含む
7.5Y4/3時才ry-プ色土プロック20岨混入

B 
7.30m 玉二土 て二=ニ3

D 

7.3Om 

Pl P2 
E E' F F 

煽「会，- 7扇----..レー

110YR2/2黒褐色土 110YR2/2黒褐色土
しまりやゃあり しまりややあり
粘性やゃあり 粘性やゃあり
径1-2<:.，の擦を邸含む

C' 

D' 

P3 
G G' 
7.30m 1 
、唱F

11OYR2/2黒褐色土
しまりやゃあり
粘性やゃあり
径1-3omの穣20量含む

園225 SB186遺構図 (2)

日'

。

P4 

7布H、今一H' 

110YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

径1-2omの離を'2ot含む

P5 

7.30~シ-

110YR2/2黒褐色士
しまりややあり
粘性ややあり
径lcrnの様1肌含tr-

P6 
d J 
7.30m 

110Y2/2黒褐色土
しまりあり粘性ややあり
径-3-5crnの曜軽量15'll昆じる

P7 
K K' 

73&T~よァ

11OYR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

PB 

7一3主Om一~.+彰蝿乙γ ---..b:_ 

110YR2/1黒色土
しまりやゃあり
粘性ややあP

内

M M' 

7.30m 
¥よ/戸

110Y3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

Pl0 
N N' 

1蜘て工f

lHl四2/2黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

径20mの磁を1‘含む

2m 

(S=1/5ω 
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Pll P12 P13 P14 P15 。 0' P P' 
7.3品Q、レ Q' R R' s S' 

7.30m _ι 7.30my」- 7ふ『レー 7.3Om込ァ

110YR3/2黒褐色シ!vト 1 10'四2/1黒色土 110YR2/2黒褐色土 110YR2/2黒褐色土 110YR2/1黒色土
しまりややあり しまりややあり しまりややあり しまりやゃあり しまりややあり
粘位ヰ中あり 粘性やゃあり 粘性ややあり 粘佳やゃあり 粘性やゃあり

径1-20凪の礎を11'含む

P16 P17 P18 P19 P20 

一一T一石 一一T一 一一u一 1 一一u一-
7.30m4よー

w W' よ孟Ji1 一一一
7.30m斗ムr 7.30m~b 7.30m -.d:ァ 7.3命別

1 10四 2/2黒褐色土 11OY2/2黒褐色土 1 10'百恨2/2黒褐色土 110~喰2/2 黒褐色土 11OYRZ/1黒色土

しまりややあり しまりややあり しまりややあり しまりややあり しまりややあり

粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘怯やゃあり

径3阻のE車協含む 径宮"m'の.3'弘含む 径0.5岨の炭化物3冒混入

P21 
yγ  

7.30m可 L-
P22 

1som--「Uf 7.30m--，y:_ 戸
Z Z' 

瑚 mてか

1 1町R2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり
径5四の礎2量含む

11OYR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

110刊 2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性ややあり

110YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

110YR3/2黒褐色シルト
しまりやゃあり
粘性やゃあり

。 2m 

(8=1/50) 
園226S8186遺構図 (3)

SB187 (遺構:図227・228、遺物:図229)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、北西部の多くをSB185に切られる。本遺構

付近の検出面はVI層が部分的に表出しており、遺構の重複も著しいことから、その平面形は不明瞭で

あった。

形状 南北、東西ともに残存長約4，5mであり、方形を呈する。床面までが浅く、壁面傾斜は不明であ

る。

埋土 単層であり、礎や炭化物を含む。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。床面上からは深さO.1m程度の浅

い小穴を36基検出した。直径0.2m以下の小規模なものが大半を占め、壁画際に多く分布する。 P12は

長軸0.75mと規模が大きく、上面で粘土塊を検出したが、焼土の堆積や被熱した部位は認められなか

ったロ

遺物出土状況 埋土中から土器284点、小穴から土器24点が出土し、埋土中からは、ほぽ全域にわた

って散在して出土した。いずれもVI期~四期の土器片であるが、特徴的な出土状況は認められなかっ

た。

出土遺物 749、750はVI期の鉢A類。 749は口縁端部をわずかにつまみ上げる。頭部直下には直線文

が認められる。750は口縁部が痕跡的に囲曲し、内湾しているようにみえる。 751は小片だがv-四期

の土製品。口縁部に穿孔が2つ認められるので、蓋が組み合わさる可能性があり、合子かもしれない。

時期 出土遺物の時期と、四一2・3期であるSB185に切られるととから、羽期~四期前半と考えら

れる。
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。-@¥j)
o @ in! 

③ 88186 

88184 

A 
7.4伽

ー___/ ーーーーーーーー J 

110四2/2黒色土しまりあり粘位やゃあり径2-6岨磯15%含む径1.5岨炭化物2!;含む

G 

7.40m 

D 
7.4Om 

園2275B187遺構図(， ) 
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D' 
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白15

2m 

(S"1/50) 
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Pl P2 P3 P4 P5 
_E_ 1 _E二一E._1右__f_ G' H ~， H' I 一一 1 一一 一一石 1 一一一一 1 _._ 
7.30m、『喧.- 7.却問、吋..b- 1鈎問、』・ 7抽 n守ヒ土プ 7.惜別司;b-

1 10YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P7 

1 10YR2/2黒褐色士
しまりややあり
粘性やゃあり

P8 

1 10YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P9 

1 10YR2/2黒褐色土
しまりややあP
粘性やゃあり

1 10YR2/2黒褐色
しまりやゃあり
粘性やゃあり

Pll 

内

一土 1 宥~
7.30mー...1:.岳ー

1 l0YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

k l K L l r M M' 
一一 1 

Pl0 
NIN'  o 0' 

一一一 1 一一一
7.30m~ 

P 粘土塊 P' 

7.30m ---..圭- 7.鈎m-哩寺F 7.30m一司土.，..- 7.蜘 1ー℃之7 7函J-て呈茸土7 一一
石

1 10YR2/2黒褐色土 1 10YR2j2黒褐色土 1 10YR2/2黒褐色土 1 10YR2/2黒褐色士 1 10YR2/2黒褐色土
しまりややあり しまりややあり しまりややあり しまりややあり しまりやゃあり

1 l0YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり

径0.5-1四の硬路混入

P13 
9_ 1 __9_・
7.30m -亡:b--

P16 
T T' 
一一一 1 一一-
7.3Omー喧bー'

粘土塊:10YR5/4 
にぷい黄禍色

P18 
':!_l _Y_ 
7.30m -.ヰ7-"

1 10YR2/2黒褐色土 1 10YR2/2黒褐色土 1 1OYR2/2黒褐色士 1 7.町辺11黒色シルト 11.町R2/1黒色、ンルト 1 10YR2/2黒褐色シルト
しまりやゃあり しまりややあり しまりややあり しまりやゃあり しまりややあり しまりややあり
粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性ややあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり

P19 P20 P21 P22 P23 P24 
~ 1 _..Jf_ __!_ 1 __E_ _2_ 1 _I__ __]，_ 1 __];_ _a_ 1 ~ _b_ 1 ~ 
7.30m --=-:!:::::.-- 7.30mーて土;r- 7.蜘~ 7.30m一回=- 7.3伽一~ 7.30m --.::::i::r-

1 7.5Y2Il黒色シルト 1 1.5Y2/1黒色土 1 7.町R2/1黒色土
しまりやゃあり
粘性やゃあり

1 7.町2/2黒褐色ヰ 1 7.町R2/1黒色土 1 7.5Y2/1黒色土
しまりややあり
粘性やゃあり

しまりややあり しまりややあり しまりややあり しまりやゃあり

粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり 粘性やゃあり
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。 2m 

園228SB187遺構図 (2)
(S=1/50) 

アし~'" 寸--~ 750 ITD 751 。 10cm 

(S=1/4) 

園229 SB187遺物実測園
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SB188 (遺構図230、遺物図231)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 SK03677に切られる。平面形のうち北半が

調査区域外にある。

形状東西長約4.6mの方形を呈する。竪穴住居跡の各辺は比較的直線的だが、隅部はやや丸みをもっ.

壁面の傾斜は緩やかで、深さはO.lm程度である。

埋土 3層に分層し、床面直上に炭化物が混じる。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。南西隅部では壁溝の一部を確認

した。直径O.2m-O.3m、深さ O.lmに満たない小規模な小穴を13基検出した。 P3-P7、P9は東西に

直線的に並び規則的な配置が認められる。壁面沿いに小穴を配置する例はSB190でも確認できるが、

明確な柱痕跡は認められなかった。

遺物出土状況埋土中から土器1.088点、小穴から土器35点、壁溝から土器28点が出土した.出土土

器の大半はVI期~四期である.

出土遺物 752はVI期後半~河期の褒A3類。口縁部が頚部から長く立ち上がり、端部にわずかな平坦

面が認められる。 753は河期高郎防類。多条沈線開に連弧文を施文する。

時期 出土遺物の時期から、 VI期-w期と考えられる。

SB189 (遺構:図232、遺物:図233)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 SB190・192を切るロ

形状 南北長約4.5m、東西長約4.0mで、南北に長い長方形を呈す。竪穴住居跡の各辺は比較的直線

的だが、東西壁はやや不整形である。隅部はやや丸みをもっ。壁画の傾斜は緩やかである。深さは約

O.2mであり、周辺の竪穴住居跡のなかでは残りがよい。

埋土 単層で、ブロック土をわずかに含むが、人為的堆積の有無は判断できなかった。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面や貼床は認められなかった。床面上で3基の小穴を確認したが、柱

痕跡や規則的な配置は認められなかった。また、重複する竪穴住居跡で検出した小穴にも、本遺構の

柱穴に該当する穴は確認できなかった。 P2の周囲では焼土の広がりを確認したが、その付近に掘り込

みや何らかの施設の痕跡は確認できなかった。また、 P2内に焼士の堆積や被熱した部位は認められな

かった。

遺物出土状況埋土中から土器1，992点、小穴から土器6点が出土したa わずかにW期の饗 (754)が

認められたが、多くはVI期-w期の土器で占められる。多くの土器が出土したが、特徴的な出土状況
は認められなかった.

出土遺物 754はW期褒B2類。口縁部が強く屈曲して立ち上がり、刺突文が認められる。 755は外面

に施文のあるw期高杯G3c類。多条沈線と山形文が認められる。 756はV期後半-VI期前半の高坪B2b
類。口縁部が強く外反し、端部がやや平坦である。 757はW期~刊期高杯CD類の胸部ロ裾部に多条沈

線のある少数例である。壷の脚部の可能性もある。

時期 出土遺物の時期はVI期~w期であるが、 w期の SB190、 VI期の SB192 より後出することから、

羽期と考えられる。
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58190 (遺構;図235、遺物:図234)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。隣接する竪穴住居跡と複雑な重複関係が

あり、新旧関係はSB189とSB194に切られ、 SB191とSB192を切る.羽層上面での検出であり、平面形

は不明瞭であった。

形状 南北長約3.7m、東西長約4.3mで東西に長い長方形を量する。北壁・西壁は直椋的にのびる。

南壁はやや内側に向かつて弧状となり、東壁南側は東側に向かつて大きく聞き、不整形であるが、全

体的には隅丸長方形といえる。深さは0.2m程度で、周辺の竪穴住居跡のなかでは残りがよく、壁面は

急傾斜である。

埋土 単層で、炭化物、醸を比較的多く含む。遺構の重複が著しいことや、混入物の多さから、人為

的に埋め戻された可能性が高い。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約0.2mの小穴を12基確認

した。いずれも深さ約O.lmと浅く、柱痕跡は認められなかった。そのうち、 P1......P3が北壁に沿って、

P9、Pll、P12も南壁に沿って直線的に並び、互いに南北方向に対応する位置関係にある可能性があ

る。また、郎、 P6はP1......P3とP9、Pll、P12の南北間のほぼ中央に位置し、その軸線を揃えている

ようにもみえる。乙れらの小穴は柱痕跡が認められなかったが、配置に規則性のある可能性が考え

られる。

遺物出土状況 埋土中から土器2，372点、小穴から土器16点が出土したが、いずれも摩耗の進んだ小

片で、遺構の時期を示すような特徴的な出土状祝は認められなかった。なお、出土土器の大半は羽期

~四期のものであり、 VI期が多い。

出土遺物 758は羽期聾D1b類で、外面に押引き刺突が痕跡的に残る。 759は羽期~河期費A4類。口

縁端部がわずかに屈曲する.頭部直下に直線文と刺突文を施文するo 760、761は施文のある刊期高坪

G類。 760は口縁部上半のみに多条沈線を施文する。 761は強く外反する脚部で多条沈線3帯の聞に山

形文を施文する。 762は四期の壷C類。口縁部が直立する。ミガキが認められず、ハケ目調整がそのま

ま残る。

時期 出土遺物の時期はVI期~刊期であるが、四期のSB189に切られVI期後半を切ることから、刊期

と考えられる。

~ξコ---;?J 758 

762 

三重量会、花1
o 10cm 

(S=1/4) 

国234SB190遺物実測固
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SB191 (遺構固図237、遺物理図236)

検出状況西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。 VI層上面で検出し、周辺の竪穴住居跡と

の重複が著しく、平函形は不明瞭であった。新旧関係はSK03677>SB188・SB190>SB192>SB191で、周辺

の竪穴住居跡のなかでは最も先行する。

形状北壁及び南壁はSK03677、SB190にそれぞれ削平されるが、北西隅部、南東隅部が残存するので、

南北長約4.0m、東西長約3.6mの南北にやや長い長方形を皇すると考えられる。壁面は緩やかに傾斜

し、深さは約O.lmである。

埋土 3層に分層した。いずれもわずかに磯が混じり、 1層と3層には炭化物が混じるe層界の凹凸

が顕著であり、混入物も多い乙とから、人為的に埋め戻されている可能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった.直径約O.lm-O.2mの小穴を9

基を確認した。明確な柱痕跡、規則的な配置は認められなかった。 P9は長輸O.95m、深さ0.19mと他

の小穴に比べて規模が大きい。底面は平坦だが、南東隔が楕円形状に一段低くなる。その位置は、中

央付近にあることから炉跡の可能性があるものの、焼土の堆積や壁面・底面の被熱は認められなかっ

た。

遺物出土状況 埋土中から土器1，554点、小穴から土器69点が出土したが、いずれも摩耗の著しい小

片が大半を占める。その多くはVI期-vn期にあたるが、わずかにIV期の土器片も出土した (763)。ま
た、床面よりやや浮いた位置で他の小片に比べて大きな破片がまとまって出土した (765、766)。羽期

後半の高坪で同一時期であることから、埋没時期を示す土器と考えられる。なお、南東隅部付近の埋

土中から粘土塊が出土した。

出土遺物 763はW期褒B2類の口縁部。口縁部が強く屈曲する。 764はvn期の費D類脚部。付根径が
やや小さく、端部に折り返しが認められる。 765、766VI期後半期高坪C3b類。 765は内傾面のみに多

条沈線を施文し、 766は口縁部内面を肥厚させて、その部位に多条沈線を施文する。 767はV期-VI期

の高坪 I類の脚部であろう。やや細身で中実である.768はv-vn期の鉢D類脚部。低脚で賓の脚部
ではなく、鉢の脚部の可能性がある。 769は刊期高杯H類の脚部であろう。裾部へ向かつて強く外反

する。

時期 埋没時期を示す土器(765、766)がVI期後半で、 VI期-vn期のSB188と河期のSB190より先行す
ることから、埋没時期を示す土器(765、766)とも矛盾しないので、 VI期後半と考えられる。

川|青イ船 767 以 768

-x AK769  
o 10棚
田昌置置置置置置置E 置置置

(S=1/4) 
図236 SB191遺物実現'1図
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SB192 (遺構:図238・239、遺物:図240)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。 SB188とSB189に切られる。これらの重

複により、北壁及び南壁付近の大半を削平され、全形は不明である。

形状 残存する東西長は約3.9mである。深さは0.1m程度が認められ、壁面傾斜は緩やかである。

埋土 喋や炭化物が混じる黒褐色土が単層で堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約0.2m.......0.3mの小穴8基

を確認した。 P1は北壁が調査区域外にあるが、残存長で長軸約0.5mの大きな土坑である.

遺物出土状況埋土中から土器336点、小穴から土器25点が出土した。 VI期.......vn期の査 (773)がP2

から出土した。遺構の時期を示すような特徴的な遺物出土状祝は認められなかった.出土土器の多く

はV期~刊期の土器であり、一部にIV期の土器が認められた (770)。

出土遺物 770はW期費A2類。口縁部が強く屈曲して内外面にハケ目が認められる。 771はV期の蜜

B1b類。口縁部がくの字状となり、端部は平坦である。 772はV期.......VI期の鉢B類。 773はVI期........vn期

の壷B類底部。煤が顕著に付着する。

時期 出土遺物の時期と、 VI期~刊期のSB188と刊期のSB189に切られることから、 V期~刊期と考

えられる。
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7.ヰ'C:bL'上

12.5Y3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり
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しまりややあり
粘性ややあり
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7不可〆- 7五てbF-
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12.5Y3/1黒褐色土
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7石サ一 両合一
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しまりやゃあり しまりあり
粘性やゃあり 粘性やゃあり

。 2m 

(S=1/50) 

国239S8192遺構図 (2)

画砂包あ70 伊之71

園240SB192遺物実測圃

sa193 (遺構:園241・242、遺物:園243)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 SB194を切る。

01Ocm  

(S=1/4) 

形状 南北長約6.lm、東西長約4.9mの南北に長い長方形である。西辺のみが直線的だが、残る各辺

はいずれも不整形で、間部も不整形である。規模は周辺の竪穴住居跡より大きい。深さは約O，2mで周

辺の竪穴住居跡のなかでも深く、西壁を除く各壁画の傾斜も急である。

埋土 2層に分層した。礁の混入が多く、遺構の重複が著しいことから、人為堆積の可能性もある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径O，3m前後の小穴22基を確

認したが、規則的な配置や明確な柱痕跡は認められなかった。しかし、 PllとP12のみ底面が平坦であ

ることから、 2本柱の建物の可能性もある。なお、南西隅部に位置するP15は長軸l.OOmの楕円形を

呈し、他の小穴に比べると規模が大きいが、埋土に特徴的な状況は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器3，449点、小穴から土器55点が出土した。その多くは摩耗した小片で、

時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。出土土器の多くは羽期~四期である。

出土遺物 774は羽~四期の壷A3類。内面に羽状文が認められる。 775は羽期~四期の壷H類の底部。

丁寧なミガキが認められる。 776はVI期後半からvn期の費A4類。大型品でロ縁端部がわずかに直立
する。 777は刊期の費D2b類。口縁端部がやや外側へ拡張される。 778はVI期~刊期の曹B3類。口縁

部が外反するが頭部は粘土の貼付によって直立気味である。端部は断続的なナデによって凹凸が著し

い。胴部はやや下膨れで、最大径付近はヨコハケで調整する。 779--781はVI--vn期の費脚部。 779は
脚部が短く直線的に伸びる。 780は裾部がわずかに内湾し、打ち欠きが認められる。 781は褒D類。

782は多条沈線のみを施文するvn期高邦C4c類で、文様帯下端の段差が顕著である。 783--786は四期
高坪D類。 783は内傾した口縁端部のみに多条沈線を施文する。 784は多条沈線の聞に2帯の連弧文

を施文する。 785は少条の多条沈線を6帯施文し、その聞に連弧文を5帯施文する。 786も類似する

資料である。 787は打製石蟻で、凹基で先端部が欠損し、側縁部がわずかに内湾する。 788は砥石で、
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砥面にやや凹凸があり、縦から斜め方向の線状痕が認められる。

時期 出土遺物は羽期.......VII期のものであるが、そのうち刊期後半のものにまとまりがあり、 VI期~刊

期のSB194を切ることから、 VII期後半の可能性が高い。
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Pl P2 P3 P4 P5 P6 
E E' F F' G G' H H・[ r J J' 
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SB194 (遺構:図244・245、遺物:園246)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 SB193に切られる。

形状 東壁はSB193による削平のため、東西長は不明で、南北長は約5.4mである。残存する各辺はい

ずれも直線的でなく、壁面傾斜は緩やかである。深さは約O.lmである。

埋土礁、炭化物混じりの黒色土が単層で堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約O.2mの小穴を12基確
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認した.いずれも明瞭な柱痕跡は認められなかったが、そのうちP4とP9は直径約O.3mと周辺の小穴

より規模が大きく、位置も柱穴に適当な位置にあることから、柱穴の可能性がある.

遺物出土状況埋土中から土器1.114点、小穴から土器15点が出土し、大半はVI期.......vn期の土器片で

あるが、 1点のみE期の土器片が認められた (789)0なお、遺構の時期を示すような特徴的な出土状

祝は認められなかった.

出土遺物 789はE期の曹.弱く外反する白書量部をもち、外面には縦方向のクシ条痕、内面には刺突

文が認められる.外面の条痕が離方向のため、 IV期の可能性もあるG 790はV期の費脚部.円盤充填に

よって胴部と脚部を接合しているo 791は四期高坪D2類.口縁部が大きく聞き、端部は内傾するo 792 

はvn期高坪G3類脚部.多条沈線を3帯施文し、その聞を山形文で充填する.

時期 出土遺物にはV期以前の遺物が混入するが、多くの遺物はVI期~刊期であり、 vn期後半の

SB193に切られるととから、 VI期~刊期と考えられる.
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圃245 88194遺構図 (2)

圃246 88194遺物実測園

SB195 (遺構:園247・248、遺物:困249)

1I0Ylロ/2黒椅色土 110YR2/2黒褐色土
しまり~ゃあり しまりやヰ寄り
粘位やゃあり 粘性ややおり
経2-3四の・t-10!l合tt径量~税理の穫を却量含む

o h 

(8=1/1印)

A直園三海~ 792 

。 10釧

(8=1/4) 

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。VI層上面にて検出し、北東隅において

SB193とSB196に切られ、平面形は不明瞭であった.

形挟 甫北長約4.5m、東西長約5.8mと東西に長い長方形を量す.甫辺は直範的だが、残る三辺はや

や弧状となり、隅部が丸みをもっ.深さは北壁倒から西壁側で約O.2m、南壁側で約O.lmである.北

壁付近が深く、壁面傾斜も急で、周囲の竪穴住居跡との重複関係が著しいわりには、残りが良い.
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埋土 2層に分層した。 ド層は炭化物が比較的多く混じる。

床面 床面において硬化面、貼床は認められなかった。赤色顔料が直径約O.5mの規模で、円形から馬

蹄形状に散在する範囲を検出した。顔料の厚みは約lc血で、内部に掘形は認められなかった。炉跡は

認められなかったが、埋土中には被熱した事震が出土したことや、顔料付近に小穴が検出されていない

ことは、顔料の性格を検討する材料となるかもしれない。床面はA断面では東側へ向かつて、 B断面

では北側へ向かつて下がり、傾斜が認められる。床面上で直径約0.2mの小穴を13基確認したが、北

半部に偏り、規則性も認められない。しかし、 P12は掘形が深く、壁面もほぼ垂直であり、これを柱穴

とみなすことが可能であれば、 2本柱の建物を想定できるかもしれない。

遺物出土状況埋士中から士器4，859点、石器類3点、小穴から士器48点が出十‘した@大半はVI期~

VH期の土器片で、上層からの出土である.そのうち遺存状況がよく、ややまとまって出土したものが

4点 (804、806、810、812)認められた。いずれも河期前半にあたる。構築時期を示す土器とするの

は難しいが、埋没時期を示ず土器として判断し、構築時期も周囲の竪穴住居跡との重複関係が著しい

ととからみて、埋没時期と大差がないと考える。

出土遺物 793、794ともに河期壷B2a類。口縁部下端をやや拡張して、端部に強いナデを加える。 795

はV期-VI期の壷A1a類。内面に羽状文が認められる.796は羽期-VH期の壷A3類.口縁部が頚部か

ら大きく開き、内面では屈折してさらに開く。内面には羽状文が認められる。 7宮7 はV期~VI期の叢

11類。丁寧なミガキが認められ、口縁部が頚部から直線的にわずかに外傾しながら立ち上がる。 798、

799は壷H2b類。 798は多条沈線、刺突文、山形文によって施文する。刊期の資料であろう。 799は胴

部から底部が遺存する。 VI期~刊期の資料であろう。 800はW期壷A類の胴部。山形文の上に赤彩が

認められる。 801はVI期費Dlb類。刺突文が認められる。 802、803は羽-VH期の費A類。口縁部の屈

曲は強いが、端部及び頚部直下の文様は認められない。 802は端部に平坦商が認められ、 803は端部が

内傾して、内面にわずかな凹面を形成する.804はw期哲郎類。口縁部の外反が弱く、端部がやや尖
り気味である。胴部はあまり膨らまず、口径を超えない。胴部下半は直線的に脚部付根につながる。

脚部は端部に打ち欠きが認められる。 805、806は賓の脚部。やや低脚で付根径が小さい。 w期と考え
られる。 807-809はU期~刊期の鉢A類。 807は口縁端部外側のみをわずかに屈曲させる.808は口

縁部が強〈屈曲し、端部に凹面を形成する。 809は頚部から直線的に立ち上がり、端部をわずかにつ

まみ上げる。頚部直下には直線文と刺突文を施文する。 810-814はw期高杯D類。 810、811はw期

高杯D類の脚部。 811の内面には羽状ミガキが認められる。 812は杯部底径が小さく、口縁部が大きく

開く。脚部はやや短く付根から開き、透孔付近からわずかに内湾する。口縁部には打ち欠きが認めら

れる。 813は多条沈線2帯の問に山形文を施文する.文様帯最下段の段差は認められない。 814は現存

で、少条の多条沈線4帯認められる。うち l帯はやや肥厚させた内傾する口縁端部に施文する。その

他の多条沈線開には複合iJJ形文を施文する。 815はw期後半の高旅田類胸部。少条の多条沈線と連弧
文による4帯の施文が認められる。 816はVI期-VH期の手控ね土器。口縁部を欠損する。 817はやや潰

れた球形に整形されているため投弾としたが、その他の用途を想定すべきかもしれない。細かい擦痕

が全面に認められる。

時期 まとまって出土した土器と、四期後半のSB193とSB196に切られることから、河期前半と考え

られる。
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58196 (遺構:図250圃 251、遺物:図252)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。北半分が5B193に切られ、南西隅では

5B195を切る。

形状南北長約4.7m、東西長約3.7mで南北に長い長方形を呈する。壁面のすべてが残る東壁、南壁

ともに不整形でE竪みが目立つ。深さはO.1mに満たないほど浅い。

理土 2層に分層した。炭化物や磯の混入が多いことや遺構の重複が著しいことから、人為的に埋め

戻されている可能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。床面上で小穴16基を検出した。

直径に差があり、いずれも明瞭な柱痕跡は認められず、深さ約O.1mの浅いものが大半を占める。中央

付近にあるP8は長軸0.88mの楕円形の小穴で、深さが0.25mと周凶の小穴とは大きさ、深さとも違い

がみられる.また、 P8 の近くに位置する P7、 P13~P15も周聞と小穴とは違って、やや深く底面が平

坦である。

遺物出土状況埋土中から土器1，443点、小穴から土器264点、壁溝から土器117点が出土した。多く

がVI期~刊期にあたる。床面付近で遺存状況がよく、時期的が刊期後半にまとまりのある土器

(818、820、822、825~ 831)が出土した。なかでも高坪 (831)と器台 (830)の遺存状況がよく半完存

品である。その他は破片資料である。床面付近で出土した土器だが、原位置を維持した土器とは考え

られず、構築時期を示すと土器と判断するのは難しい。構築時期に近い埋没時期を示す土器と考えら

れる。 P7からはVII期後半の壷 (819)が出土した。

出土遺物 818、819は刊期後半の壷A3類.818は口縁端部を上下に拡張して擬回線を施し、内面に

は羽状文を施文する。頚部以下には直線文と山形文を施文する。赤彩が日縁部の内外面に認められる。

819は口縁端部を欠損する。内面は段をもって口縁部が強く外反する。頚部には突帯が貼付され、円

形刺突文が加えられる。 820は壷胴部で上半に重線文と刺突文が認められる。 W期の壷胴部と考えら

れる。 821、822はW期の褒B3類。口縁部がくの字に屈折して、端部が平坦である。内外面に粗いハ

ケ目が認められる。 823はVI期-Vll期の費C1類。口縁部が頚部から属折して、わずかに内湾する@

824はVI期褒D1b類。刺突文が認められ、 S字雪量A類にあたるロ 825、826はVII期の雪量脚部。 825には

打ち欠きが認められる。 826はわずかに脚部が内湾し、内外面にハケ目が認められる.827 ~ 829、

831は刊期後半高杯D類。 827、829は口縁端部の内傾面に多条沈線を施文する。 828は多条沈線を3

帯施文する。そのうち下段の2帯は少条でその上に山形文を施文する。文様最下段の段は認められな

いが、杯底部の段が顕著である。 830はW期後半器台B4類。口縁部が強く内湾し、端部下端を下方へ

拡張する。脚部は付根から強く開く。口縁部には少条の多条沈線の間に羽状文を施文する。羽状文は

連続するのではなく、部分的に空白域をもって施文している。また、打ち欠きが認められる.831は

部底部が平坦で小さしわずかな段をもって口縁部が大きく開く。内面には多条沈線を施文する。文

様帯最下段の段は認められない。脚部は付根から強く開き、透孔付近でさらに外反しながらわずかに

内湾する。

時期 河期前半の5B195を切り、羽期後半の5B193に切られるが、床面付近で出土した遺存状態のよ

い土器群の時期からW期後半と考えられる@
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Pl P2 P3 
E E' F F g_ 1 __g: 
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SB197 (遺構:園253・254、遺物:園255)

て喧罵き零M
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検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。 SB193とSB196に切られ、西半分の平面

形を失っている。

形状 東壁、北東隅、南東隅が残存するのみで、その他の部位は削平され不明である。東西長約4.6m

で、深さO.lmに満たないほど浅い。残存する各壁とも不整形で残りが悪い。

埋土 2層に分層した。上層では炭化物、下層では礁が混入する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面や貼床、炉跡は認められなかった。北壁、東壁際の一部にのみ壁溝

が認められた。その他に直径約O.lm"'O.2mの小穴を14基検出した。規則的な配置や明瞭な柱痕跡は

認められなかったが、 P8とP13は直径約O.3mでやや他より大きく、深さも深く、底面も平坦であると

とから、柱穴の可能性が高い。両者の位置関係も柱穴に適当な位置にある。

遺物出土状況埋土中から土器299点、小穴から土器53点、壁溝から土器24点が出土した。大半がVII

期の土器片である。ほぽ床面直上から四期後半の高杯 (835)、壷 (832)、聾 (833)が出土した。

出土遺物 832は刊期前半の壷Alb類.頭部が直立して口縁部が外反する.頭部直下には直線文が認

められる。 833は刊期前半の費C2類。口縁部が頚部で屈折するが、わずかに内湾する。端部は平坦で、

胴部は強く膨らまず胴長である。 834はVI期の聾Dlb類。口縁部に刺突文が認められる。 835はVII期前

半高部C4d類。口縁部が内湾しながら立ち上がり、内面2分の1程度に加飾が認められる。多条沈線

を3帯施文するが、下段2帯は上段に比べると少条である。少条の多条沈線の上には山形文を施文す

る。文様帯最下段には顕著な段が認められる.
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時期 出土遺物に四期前半のまとまりがあり、羽期後半のSB193とSB196に切られることから、四期

前半と考えられる。
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SB198 (遺構:図256・257、遺物:図258)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。北側から西側にかけて密集する多くの竪

穴住居跡との重複が著しい。 SB201、SB202を切り、周辺の竪穴住居跡のうち最も後出する竪穴住居跡

である。

形状 南北長約4.5m、東西長約4.0mで南北に長い長方形である.東西の両辺は直線的だが、南北辺

は内側に向かつて弧状となり不整形である。深さは約O.lmで壁面傾斜は緩やかである。

埋土 2層に分層した。礁の混入は目立つ。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。南西隅には壁溝の残存を確認し
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た。床面上で直径約0.2mの数多くの小穴を25基確認した。いずれも深さ約O.1mと浅く、規則的な配

置や明瞭な柱痕跡は認められなかった。 P9は長軸0.66mで他の小穴より大きく、掘形の中央付近に位

置する。 P9の底面ほぽ中央で砥石 (845)が出土した。焼土の堆積や被熱した部位は認められなかっ

たが、砥石が出土したことから、何らかの作業に関わる施設の可能性がある。

遺物出土状況 埋土中から土器1，941点、小穴から土器35点、石器類1点、壁溝から土器30点が出土
Pl P2 

7.30m活戸
E E' 

7伽『占T

lH1刊2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

110YR2/2黒褐色シルト
しまりややあり
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径1-2団 E融持含む
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7.30m可」

内

7.30mてか
石

110YR2/2黒褐色初レト
しまりややあり
粘性ややあり
径霊園磯3%含む

Pl0 
M M・
720~P  

110YR3/2黒褐色シJレト
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粘性やゃあり

_L_ .845.....!::_ 

7.30mー『足止F
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しまりあり粘性やゃあり
(中央療は砥石斜5)
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粘性やゃあり
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石

P14 
Q Q' 

7.30m__""長
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1 10百 2/2黒褐色シJレト
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石

1 10YR2/2黒褐色シルト
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径2-3圃磯崎含む

1 10'四2/2黒褐色シルト
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?30mt4f  
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110YR2/2黒褐色シルト
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7而「か
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W W' 
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12.5Y3/2黒褐色シルト
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Z Z' 
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。 勧1

(S=1/50) 

園257 SB19B遺構図(2) 
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した。 V期~四期の土器片であるが、遺構の時期を決定するような特徴的な出土状況は認められなか

った。 P9出土の砥石は、底面に密着していたので原位置を保持していた可能性が高い。

出土遺物 836は突帯2条を貼付する壷K類。おそらく脚付壷の胴部と考えられる。突帯聞にはやや

大ぶりなスタンプ文が認められる。三重となる円形スタンプ文を右下がりの沈線でつなぎ、双頭渦文

としている。上段の突帯上には複合鋸歯文が細い沈線で施文される。鋸歯文にわずかに黒色の顔料が

付着するようにみえる。時期はV期前半で胎土が精轍で、在地の胎土とはまったく異なり搬入品であ

る。畿内より西側の地域からの搬入品の可能性が高い。 837はV期""'VI期の査A1b類。口縁部がゆる

やかに外反し、平坦な端部に円形刺突文を施文する。 838はV期""'VI期の奮A2類。口縁部が強く屈曲

して端部は平坦である。 839は刊期の器台B4類。口縁端部下端を下方へ大きく拡張して、多条沈線、

羽状文、斜格子文を施文する。破損部位が著しく、文様構成全体は不明である。 840は査の口縁にもみ

えるが、径が小さいことから器台と判断した。四期末~四期の内面を加飾する器台と考えられる。口

縁部が直線的に伸びるが、下方が鋭く屈曲する。端部は高部D類と類似してやや拡張した平坦面を形

成して、多条沈線を施文する。端部の他に多条沈線を2帯施文し、その上下に 3帯の山形文を施文す

る。 841はV期の高杯12類。口縁部がわずかに直立して端部は平坦である。 842"'"844はV期前半の高

部B類。 842、844は口縁部が短く直立して、端部には強いナデによる凹面を形成する。 843は口縁部

が短くやや外反し、端部外側をわずかに外方に拡張する。外面上半には波状文、下半には直線文を施

文する。 845は砥石で、砥面周縁の一部に敵打面が認められる。

時期 出土遺物はV期~刊期のものが認められるが、百期~刊期のSB201やSB202より後出すること

から、 VI期~四期と考えられる。

ご塁塁自主Il~6 
マ市千1 Pa37 

\=当鍾仁::_-~838

841 し一-J-- JM 

Ua43 

~844 一日
て一一暢恥輔唱もず内|

図258 SB198遺物実測図

845 

。 10cm 

(S=1/4) 
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SB199 (遺構:図259、遺物:図260)

西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。北側の大半は調査区域外にあり、 SB200

南西隅部付近のみが残存する。深さは約O.l5mで、壁画傾斜は緩やかである。

離が混じる2層の水平堆積が認められた。上層には炭化物が混じる.

床面はほぼ平坦で、硬化菌、貼床や炉跡は認められなかった。直径O.2m程度の小穴を3基確認

したが、いずれも明瞭な柱痕跡は認められなかった。

埋土中から土器99点、小穴から土器4点が出土した。遺物はいずれも小片であるが、

に切られる。

検出状況

形状

埋土

床面

遺物出土状況

V期の土器片が目立つ。

出土遺物 846はV期の壷Ala類。口縁端部下端を大きく、やや下方外側に拡張する。内面には羽状

文が認められる。 847はV期高杯B類。脚裾部の外反が強く、端部に顕著な平坦面が認められるロ

出土遺物の時期とV-2-3期のSB200に先行することから、 V期前半と考えられる。

llOYR3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり
径lcm.穣鴎混入

P2 
E E' 

7.30m_可'IT

lU!VR3/1黒褐色土
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径0.5-1四磯混入
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事
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仲
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時期

110百3/1黒褐色士
粘性やゃあり
しまりあり

A' 
2 

『ミ-ー---.l一一一一←ー~ム

石

A 

7.40m 

1 lOYR2/2黒褐色土粘性やゃありしまりあり径lcm積鴎含む径舟.5cm炭化物10唱含む
2 2.5Y3/3時オFープ褐色土粘性やゃありしまりあり径2-5四積20弘含む

c c・
7.40m 2m 。

(5=1/50) 

SB199遺構図園259

//も
IOcm 。

(5=1/4) .ノa醐!ーも叩

5B199遺物実測園園260
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58200 (遺構:図261・262、遺物:園263)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。北半分は調査区域外にあり、南側を

SB198に切られ、西側でSB199を切る。南壁はSB198によって失われているが、南東隅部から延長方

向に位置する壁構2によって、その平面形が推定可能である。

形状 東西長約4.2mで、東西両辺は直線的である。深さは約O.lmで壁面の傾斜は緩やかである。

埋土 3層に分層した。上層では礎、下層では炭化物の混入が認められ、プロック土の混入や層界の

凹凸などから、人為的に埋め戻された可能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約O.2mの小穴を14基確

A.' 

主三三3

11OYR2/2黒褐色土しまりあり粘性ややあり径3-5岨礎部含む
Z 7.5Y4/3暗オリーブ黒色土しまりやゃあり粘性あり l層にプロック状に混入
a 2.町 3/2黒褐色土しまりあり粘性なし径0.2-0.5岨炭化物l服混入

D 
7.40m 

0' 

。
(5=1/50) 

園261 SB200遺構図(1 ) 
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認した。いずれも、底面が丸く深さが約O.lmの浅いものが大半で、明瞭な柱痕跡は認められなかった。

なお、 P10は底面が平坦で、土器片 (849)が出土した。

遺物出土状況 埋土中から土器1，348点、石器類l点、小穴から土器51点、壁溝から土器18点が出土

した。土器片はV期-vn期にあたり、なかでもV期の土器が多く、およそV-2-3期の士器片の比

率が高い。半完存品のV期蓋 (848)が出土したが、他の土器片も含めて、遺構の時期を決定するよう

な出土状況は認められなかった。 W期蜜 (849)はP10から出土し、本住居跡の時期を示す土器と考え

るのが妥当だが、周囲の竪穴住居跡との重複関係と時期が矛盾する。本住居跡掘削に伴い、本遺構に

切られるSZ123から混入した可能性が高い。

出土遺物 848はV期の蓋。壷F類とセットになる蓋であろう。 口縁部ははやや外反して、端部は平

坦面を形成する。 2穿孔が認められ、天井部に赤彩を施す。 849はW期費B2類。 口縁部が強く屈曲し

て内傾する。端部には顕著な平坦面が認められ、外面には刺突文を施文する。頚部直下には直線文が

認められる。 850-852はV期高坪B類。 850、851は口縁部が強く外反するo 852は口縁部が短く外反

する。 853、854はV期高部の脚部。 853はB類、 854はI類であろう。 855は軽石製品で、砥面に線状

痕が認められる。

時期 出土遺物の時期から、 V-2-3期と考えられる。

Pl 
E E' 

7.40m 1 
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110YR2/2県褐色土
しまりややあり
粘位やゃあり
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しまりあり
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M M・
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一てと7

110YR3/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり
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ーせプ
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粘性ややあり

P2 
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J 

11町R2/2黒褐色士
しまりややあり
粘性ややあり
径1四機測含む
P6 
J' 

7伺mてら戸

11町R2/2黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

Pl0 
N N・
7.40m 土器
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-v 
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11町R2/2黒褐色士
しまりややあり
粘性ヰキあり
径O.6~1圃磯碍含む

P14 
R' 

7.伺m 1 

""""".!ァ

11併問/1黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

G 

7.40m 

P3 
G' 

-てIr

11OYRZ/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P7 
K' 

11OYR2/2黒褐色土
しまりあり
粘性ややあり
径2~3咽疎開含む

Pll 
0・

11町R2/2黒褐色土
しまりあり
粘性ややあり

壁溝1
S' 

てv
11OYR2/2黒褐色シルト
しまりあり粘性あり

1前 R4/1褐灰色プロック舗混入 径0.5唖炭化物副議入

園262 SB200遺構図 (2)
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848 

主亡
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、一二二斗一己~o

事叫t~1

工三¥一一寸一二=-l!臨

853 
/下、刷。

(S=1/4) 

園263S8200遺物実測園

SB201 (遺構:図264・265、遺物:園266)

lDan 

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。 VI層上面で検出し、他の竪穴住居跡との

重複が著しく、平面形は不明瞭であった。その新旧関係はSB198)SB201)SB202)SB203である.また、

SK03794を切る。

形状 南北長約3.9m、東西長約3.0mで南北に長い長方形を呈し、重複する竪穴住居跡と比べて小規

模である。深さは約O.1mで壁面傾斜は緩やかである。北辺、西辺、南辺の3辺は直線的だが、東辺の

み不整形で南東隅部は外側へ突出する。

埋土 3層に分層した。壁面から埋没が進行したと考えられる.

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。 P14とP29を除いて、直径約0.1

mの小穴を28基確認した.いずれも深さは約O.lmと浅くて底面も丸く、明瞭な柱痕跡は認められな

かった。 P14は住居内のほぼ中央に位置し、直径0.52mと比較的大きな小穴で炉跡の可能性が考えら

れるが、焼士の堆積や被熱した部位は認められなかった。 P29は北西隅にある不整形を呈する穴であ

るが、その性格は不明である。

遺物出土状況 埋土中から土器1，541点、小穴から土器27点、石器類2点、壁溝から土器1点が出土

した。大半がV期~四期にあたるが、一部に I期 (857)やIV期 (856)の土器片が認められた。なお、

埋土中から粘土塊が出土した。

出土遺物 856は町期査A1類。口縁部が屈曲して立ち上がり、 2条の回線が認められる。 857はI期

の遠賀川系壷胴部片。頚胴部境に削り出しの段があり、その両側に沈線を加える。 858はV期前半の

高杯B2a類。口縁部が短く直立し、端部上端を外方へ拡張して沈線を施文する。 859はVI期の褒D1b類。

口縁部が強く屈曲して、端部上端が外方へ引き出され、刺突文が認められる。 860は四期高部C4d類.

口縁部内面2/3程度に多条沈線、山形文、対向山形文で施文する。最上段以外の直線文は少条で、文様

最下段には段差が認められる。

時期 羽期~刊期のSB202を切るが、出土遺物の時期はV期~四期が多いことから、本遺構の時期は

羽期.......VlI期と考えられる。
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P7 P8 P9 Pl0 
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可クー
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1111河 3/2黒褐色シルト 110YR3/2黒褐色シルト
11町R2/2黒褐色シルト

しまりあり しまりあり
しまりあり
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1 10YR2/2黒褐色シルト 110Y沼/2黒褐色土

しまりあり しまりあり

粘性ややあり 粘性やゃあり

P23 P24 
e 。' d d・
7.初m 1 
『辻ァ

7.30m ~ 
ー℃乞Y

110YR2/2黒褐色シルト 1 10YR3/2黒褐色シルト
しまりややありしまりあり

粘性ややあり

P28 
h h' 

7伽、半

1 10百 2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性ややあり

7.30m 

粘性やゃあり

P29 

"--.:::ー_1_ー/

110YR2/2黒褐色シルト
しまりあり粘性やゃあり
径1-3血捜部含む

lUJ刊 3/2黒桶色シルト
しまりやゃあり
粘性やゃあり

P15 
U U' 

730~ムー

110回 2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性.~ゃあり

P20 
z Z' 

7目30m 1 
斗ノ

110YR2/2黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

P25 

ー
e' 

7.30mてふ

110YR2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

2.5Y3/3暗オy-プ褐色土プロック10幅混入

。 2帥

囲 265 SB201遺構図 (2)
(S=1/50) 

六 時吋~\m
J858 、ζ

一 目 、;:-... _，' 
859 

¥即 ¥ 。 10cm 

(8;;;1/4) 

園 266 SB201遺物実演l園
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SB202 (遺構:図268・269、遺物:園267)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。西壁は後出するSB201によって失われて

いるが、北東隅部、南東隅部が確認できた。 SB201に切られ、 SB203を切る。また、南西側はSK03794

に切られている。

形状南北長約3.1mで、東西長は不明である。深さはO.1mをやや上回り、周辺の竪穴住居跡と比べ

ると深い。壁画傾斜は緩やかだが、北壁のみやや急である。

埋土 2層に分層した。上層には礎や炭化材の混入が認められる。下層の堆積は薄く、オリープ灰色

土のブロックが混入するので、人為堆積の可能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。床面上で直径約O.2m-O.5mの

小穴14基を確認した。深さはO.1mにも満たない浅いものが多く、明瞭な柱痕跡は認められなかった。

また、壁溝と考えられる溝2条も検出した。

遺物出土状況 埋土中から土器1，066点、小穴から土器65点、壁溝から24点が出土した。羽期~四期

の土器片が多いものの、遺構の時期を示すような特徴的な出土状祝は認められなかった。

出土遺物 861は刊期の高杯D類の脚部。付根の径

がやや小さく、外方へ大きく聞く。

時期 出土遺物の時期から、羽期~刊期と考えられ
o 10棚

861 (8;;;1/4) 

園2678B202遺物実測園る。
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110YR2/2黒椅色土しまりあり粘性ややあり径2-3咽の積を舗含む
径0.5咽の炭化材を路含む鉄分沈着あり
210YR3/2鳳椅色1::2.5GY4/1暗オリープ灰色土プロックが4側混入
しまりあり粘性やゃあり

。 h 

(8;;;1/50) 
園2688B202遺構圃(1 ) 



第3節弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物 247 

Pl 
D D' 

7，30m .... 亡サ

11.5Y黒褐色士
しまりあり
粘性やゃあり

P5 
H H' 

7.301明斗ァ

12.5Y3/1黒褐色士
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粘性やゃあり

pg 
L L.:・

mm『レ

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

P13 

P2 
E E' 

7伽~ιJ
12.5Y3/1暴褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

P6 

7鈎mて=と〆

12.5Y3/1黒褐色士
しまりややあり
粘性ややあり

内0
M M・
7mm1 
、ーーーー←/
土器

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

P14 壁溝1

12.5Y2/1黒色土
しまりあり特性ややあり
22.5Y2/1黒色土
2.5GY3/1オPープ黒色土プロック入る

P7 
-L1JL  
7.20m -----&-

11町昭12黒褐色土
しまりあり粘性やゃあり

P4 
G G' 

mmJF 

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

P8 

7.30m~ 

lDY5/2オリープ灰色土プロック3Is混入
12.5Y2/1黒色土
しまりあり

Pll 
N N' 

7.30m七マ

12.5Y3/1黒褐色士
しまりあり
粘性やゃあり

壁溝z

粘性やゃあり

P12 
o 0・
7.30m 2 1 2 / 
司‘ーー‘ー----・E

12.5Y3/1黒褐色土
しまりややあり粘性やゃあり
22.5GY4!1時オFープ灰色土
しまりややあり粘性やゃあり

P P' _g_ _g:_ S S' 

7F4L-
石

7.30m 
寸刀ー

12.5Y2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり
鉄分沈着

7鈎m
-て工7

7.30m~ 

15Y3/2オPープ黒色士 110'将 3/4暗褐色土
しまりややあり しまりあり
粘性やゃあり 粘性やゃあり

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり O 

園269 SB202遺構図 (2)

SB203 (遺構:図270・271、遺物:園272)

(5=1/5ω 

2m 

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。周辺の竪穴住居跡との重複関係が著しく、

SB198、SB201、SB202に切られ、周辺の竪穴住居跡のなかでは最も先行する。

形状 周辺の竪穴住居跡との重複関係により、本来の形状は不明である。東西長約4.5m、南北長は不

明である。北辺は失われ、東西両辺は不整形で外側へ大きく膨らみ、 P25を壁溝の一部とみなすこと

が可能であれば、五角形状を呈する。深さは約O.1mで、壁面傾斜は緩やかである。

埋土 2層に分層した。炭化物が混じる上層が厚く堆積し、下層は灰オリープ色土のプロック土が混

じり、薄く堆積する.埋土中にブロック土を含むことや、周辺の竪穴住居跡の中で最も古い遺構であ

るととから、人為的に埋め戻されている可能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。西壁に沿って壁溝が認められ、

そのほかに直径O.lm-1.0m以上の小穴を26基確認した。小穴は南西隅部に偏在する傾向が認められ

る。深さ O.1mにも満たないものが大半を占め、明瞭な住痕跡は認められない。 P1、P4、P17は断面形

が柱痕に類似し、周囲の小穴より深いため、 2本柱建物の可能性もあるが断定はできない。 P1を除い

て断面形や深さに違いがあり、柱穴と判断するには難しいが、 P1、P2、P13、P20、P24、P26が柱穴に

適当な位置にある。

遺物出土状況 埋土中から土器1.933点、石器類l点、小穴から土器169点、壁溝から土器81点出土

した。出土した土器片はV期~四期にあたり、なかでもV期の土器片が多く認められた。 P26からVI

期器台 (870)が出土したが、周囲の竪穴住居跡との重複関係により、混入した可能性がある。 P21か

ら
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園270 SB203遺構図(1 ) 
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7.2Omτ7 

12.町 2/1黒色粘質土
しまりあり
粘性やゃあり

P5 
H 1 H' 

7.五百~一一

12.5Y3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P9 
L_ 1ι  
7.2Om-て立;r-

12.5Y3/1黒褐色土
しまりやゃあり
粘性やゃあり

P13 
一巳 1 ___e:_ 
7.2Omー胃-ヒァ

12.町3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

12.5Y3/2黒褐色土
しまりややあり
粘性あり

P21 
_x_ 1 ___1L 
7.2Omー宅::::6-

12.5Y3/2黒褐色土
しまりややあり粘性あり

P2 
E E' 

7.20m一てU戸

12.町 2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

内
I 1 l' 

7.2Om --..;;;;::ーー一ー--'

12.5Y4/2暗灰黄色土
しまりややあり
粘性やゃあり

Pl0 
_M_ 1 一旦
7.20m一て主7"""""

12.町3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P14 
_g_ 1 _g二
7.20m.....:r-

P18 

12.5Y3/1黒褐色士
しまりやキあり
粘性ヰキあり

P3 
F F' 

7.20m_て=とT

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり粘性やゃあり

P7 
-ι1  ~ 
7.20m-τ::::::t二r

P4 
G G' 

7.20mて工ア

12.6Y2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

P8 
-L1 」L
7.20m --.:::=I:;:;r-

12.町3/1黒褐色土 12.町3/1黒褐色土
しまりややあり粘性あり しまりややあり

2.5Y5/3オリープ褐色土プロック1侃混入 粘性ややあり

~1 ~2 

_IL 1 ...ll'._ 
7.20mーて1コー『

12.5Y3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P15 
__.R.._ 1 一旦
7.20m-.:::::主r

P19 

12.5Y3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P20 

1 _Q' 
7.20m~ 

15Y3/1オリーブ黒色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P16 
S 1 S・

7.20m~プ

12.5Y3/2黒褐色土
しまりやゃあり
粘性やゃあり

一旦 1 _j!'_ 
7.20mて土ァ

一主 1 一堂L
7.'l!伽て土7

-型ー 1 旦L
7.2Omー亡土r

17.5Y4/2灰オロープ色土
しまりややあり
粘性あり
10YR2/1黒色土プロック2偽混入

12.5Y3/1黒褐色土
しまりややあり

12.町3/2~高橋色士
しまりややあり
粘性あり
7.5Y4I3時オPープ色士プロック鴎混入

P23 
-L1lL  
7.2Om一司::::b-ー

12.5Y3/1黒褐色土
しまりややあり

12.5Y3/2黒褐色土
しまりややあり
粘性あり
7.5Y4I3暗オリープ色土プロック5‘混入

P24 
_!ー 1 _B_  

7.20m-てケ

12.5Y3/1黒褐色土
しまりやゃあり

7.5Y4I:出時オリープ色土プロック30幅混入 粘性やゃあり 粘性あり鉄分抗着 粘性あり

b 

7.2Om 

P25 

~↓:::::....Ll .Ln 1Aノ

12.町3/1黒褐色土しまりやゃあり粘性あり
22.5Y4/4オPープ褐色土しまりあり粘性やゃあり

b' 

7記E;てミコフ一一一

12.5Y3/1暴褐色土
しまりややあり粘性やゃあり
22.5Y4/2暗灰黄色土
しまりややあり粘性やゃあり

園271 SB203遺構園 (2)

壁溝

品、iLrd 

。

12.5Y3/2黒褐色土
しまりあり粘性ややあり
25Y4/2灰オロープ色土
しまりあり粘性ややあり

(S=1/50) 

2m 
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砥石 (871)が出土した。また、埋土上層から管玉1点 (872)が出土した。

出土遺物 862はV期の費B1b類.口縁部は短くくの宇に屈折して、端部に刺突文を施文する。内面

の頭部以下にはケズリ調整が認められる。 863、864はともにV期曹E1類。小型の費で、口縁部が短く

屈折し、胴部はそれほど膨らまず最大径から直線的に底部に向かう。平底だが、口縁部から胴部の形

状は費B1類に類似する。 865はVI期~刊期の蜜E6類でロ縁部が短く屈折する。 866、868はV期前半

の高坪A類。口縁部が短く直立する。 866は端部が外傾する。 868は端部が内傾して、上端をわずかに

外方に拡張する。 867はV期高坪 I類の脚部。 869は四期高杯D3類。内面には多条沈線のみを施文す

る。内傾する端部にも多条沈線が認められる。 870はVI期器台B類。付根から脚部はそれほど広がら

ず下方へ伸びる。 871は砥石。左側面が使用により大きく窪む。 872は管玉。緑色凝灰岩製で下端を欠

損する。

時期 出土遺物はV期~四期にものが認められ、 V期の遺物が多い。また、 VI期~四期のSB202に先

行することから、百期~刊期の遺物は混入の可能性があり、本遺構の時期はV期と考える。

て一一 ーす蜘

可正70

。
門
ハ
ハ
川
け
M

01Ocm  

(S=1/4) 

。 10cm 

(871 :5=1/3) 

。 5cm 

(872:5=1/1) 

園272 SB203遺物実測園
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5B204 (遺構:図273・274、遺物:園275)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、東側をSK03808に切られる。平面形は不明

瞭であったが、 SK03808における炭化物の分布によって判断した。

形状 南北長約3.8m、東西長約4.0mのほぼ方形を呈する。各辺とも不整形で、東西両辺は南側に向

かつて大きく聞く。南北両辺は凹凸が著しい。深さは浅く、 O.1mにも満たない.壁面は傾斜が緩やか

で、壁画らしい立ち上がりを示すのは、北壁のみである。

埋土 2層に分層した。 1層には喋や炭化物が混じり、 2層との層界は凹凸が著しく、人為堆積の可

能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約O.2mの小穴を17基確認

した。いずれも明確な柱痕跡は認められないが、そのうち底面が平坦でその他の小穴と比べると深さ

のあるものにP3........P7、Pll、P14、P16がある。そのうち、 P3、P5、Pll、P14は軸が揃う。 P6もP3-

P5の延長上にある。同様に、 Pll-P14の延長上を検討するとP16がある。甫北方向がP6とやや揃わ

ないが、これら6基がある程度規則的な配置が認められ、他の小穴との断面形の相違からみて、柱穴

の可能性がある。なお、東西両壁に沿って、やや幅広い壁溝を検出した。

遺物出土状況 埋土中から土器255点、小穴から土器45点、壁溝1点が出土した。土器片の出土は他

の竪穴住居跡と比べると少なく、小片が多い。なお、 P4から咽期の寝D類が出土した。
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園273 8B204遺構図(1)
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園 274 SB204遺構図 (2)
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出土遺物 873はlV期査の胴部。直線文の聞に扇形文が認められ、その下位には刺突文が認められる。

874-876は四期の費D3類。 874は口縁端部がやや肥厚する。 876は脚部で外面には煤が付着し、端部

は欠損している。

時期 柱穴と断定できないが、 P4が本住居跡に伴う可能性が高いと考え、その出土遺物の時期から珊

期と考えられる@

予三弓罰F二二-てて町4 "-\~ 

E二号長守二言fm L一一一」日叩
国2755B204遺物実測圏

(S=1/4) 

58205 (遺構圃図277、遺物:図276)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域、 SZ220の方台部内に位置する。西壁において

SK03685に切られ、 SB206を切る@

形状 南北長約4.2m、東西長約4.3mのほぼ方形を呈する。各辺とも直線的だが、北辺のみやや北側

へ向かう。壁面傾斜は緩やかで、深さは約O.1mである。

埋土 2層に分層した。 1層は礁が混じり、 2層は地山ブロックが混じる。埋土中に混入物が多いこ

とや、層界の凹凸が著しいことから、人為的に埋め戻された可能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった@床面上で約0.1m-O.5m程度の

小穴17基を確認した。とれらの小穴は北西備部を除いて各階部に偏るが、いずれも深さ約O.lmで明

瞭な柱痕跡は認められなかった。

遺物出土状況埋土中から土器2，047点、小穴から土器76点が出土した。その時期はVI期~四期にあ

たり、遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。

出土遺物 877、878はVI期の褒D1b類で、口縁部が短く直立する。 879は羽期後半~刊期の高杯G3b類.

口縁部上半のみに多条沈線を施文する。 880は羽期高坪G3類の脚部。少条の多条沈線を施文し、その

下に山形文と刺突文を施文する。

時期 VI期~刊期のSB206を切るが、出土遺物の時期から羽期-w期と考えられる。

「~鞘ぷbヱコ醐一言青戸

図276SB205遺物実習i閣



254 第4章

A 

A 
7.40m 

西部域の調査成呆

SK03685 

で¥へ??会斗

、ヤ悶 J 

浮。冬 aE
ラ/話、プー

S8205 

¥更

17平木 i¥ 

17五四2/1 黒色土しまりあり粘性やゃあり径3-5cm~含む
210YR2/3黒褐色土しまりあP粘性やゃあり地山プロック関含む

C 
7.40m 

~ Pl ~・
土器.一二-

7.30m -ゐヰ

11町R2/1黒色士
しまりあり
粘性ややあり

P7 

7.3広三ケー

110YR2/3黒褐色土
しまりあり
粘性ややあり

110YR2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

E 陀

1釦m~

110YR2l1黒色土
しまPやゃあり
粘性ややあり

P3 F' 

7F宇一

110YR2/1黒色土
しまりあり
粘性.~ゃあり

P8 ._ 
_L_ 戸4
7.30m-J:，.-7.3高「らf

12.5Y3/1黒脅色シルト
しまりあり粘性やゃあり
径2-3田藤1官舎む

~ P14 ~， 

7伽-cv-
11町 R2/1黒色土
しまりあり粘性やゃあり
径3-5咽礎2%含む

11OYR3/3暗褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

110YR2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

i 島一旦
7.30mj寸

1 1町R2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

G・

.. Pl0 .. 

736石セキー-

11町 R2/3黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

110YR2/3黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

園277 S8205遺構図

A' 

0・一

同

}亭

'" 

hls 
A' 

。 2m 

(S"1/50) 

H P5 H' 

7.3百JJ

110YR2/2黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

Pll 
一旦ー ・__jf_ 
7.拘」占ー

110YR2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

7.30m、斗〆

110YR2l1黒色土
しまりあり粘性やゃあり
坑底部に径3皿機10暢入

P6 [ 

7.30m寸-

11町陪:/3鳳褐色士
しまりあり
粘性やゃあり

P12 
一立ー一旦L
7.蜘「長

110YR2/2黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり



第3節弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物 255 

582侃(遺構:図278、遺物:図279)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域、 SZ220の方台部及び周溝南東隅部に位置する。南壁

においてSK03685、SB205に切られる。

形状 南北長は不明だが、東西長は約5.lmである。残存する北辺、東辺、西辺はいずれも直線的であ

る。壁面傾斜は緩やかで、深さは約O.1mに満たないほど浅い。

埋土穣混じりの黒褐色土が単層で堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった.床面上で直径、深さとも約O.lm

の小穴を3基確認した。いずれも明瞭な柱痕跡は認められなかった。

遺物出土状況埋土中から土器2，781点、小穴から土器5点が出土した。多くがVI期~四期にあたるが、

遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。

出土遺物 881は頭部がわずかに直立してから口縁部が聞くVI期~刊期の壷B2b類。 882はVI-四期の

鉢F類。口縁部が内湾する。

時期 VI期のSK03685に切られることと出土遺物の時期から、羽期~四期と考えられる。
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SB207 (遺構:図281、遺物:図280)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域、 SZ220の方台部内に位置する。平面形の北東側が残

存するのみで、大半はSB205とSB206に切られる。

形状 平面形の大半が滅失しているため、大きさや形状は不明である。残存している北壁と東壁の壁

画傾斜は緩やかで、深さはO.lm程度に満たないほど浅い。

埋土 黒色土の単層である。埋土中に炭化物や礁が混入しており、竪穴住居跡の重複関係で最も古い

段階の構築であることから、人為的に埋め戻されている可能性がある。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床は認められなかった。床面上で5基の小穴を確認した。壁面

沿いにP1'" P4が分布し、大きさが様々で明瞭な柱痕跡は認められなかった。 P5は直径約O.5mとやや

大きな小穴で、深さはO.22mで底面は丸!t~o 検出面中央にて遭存状祝の良い賓と、南側で長さ約 O.l m

の角礎を検出した。遺構の規模は長軸0.48m、深さO.22mであり、埋土はしまりのある黒色土が単層

で堆積する。底面は南東隅部が最も深く、北西壁面にて一段の平坦面を有する。調査中は地床炉の可

能性を検討したが、焼土の堆積や被熱面は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器352点、小穴から土器157点、石器類2点が出土した。土器の多くは

羽期--vn期にあたる。 P5上面からは遺存状況のよい百期のS宇費A類 (883)と他に費 (884)が出土
した。出土状況からみて883が本住居跡の時期を示す土器と考えられる。

出土遺物 883はVI期費D1類。口縁部が強く屈曲して短く直立し、端部上端がわずかに外方へ引き出

される。胴部には頭部直下からヨコハケが認められる。脚部は裾端部が内傾するが、折り返しは認め

られない。 884はVI期~刊期の褒B3類。口縁部が直線的に立ち上がり、端部は断続的なナデによる凹

凸が認められる。 885はVI期......vn期の費脚部。低脚で裾端部が丸みをおびる。 886はvn期高杯C類。杯
底部に段差が認められる。 887は刊期高部D類の脚部。坪部底部が狭く、透孔が小ぷりである。 888は

羽期"，vn期の手担ね士器固口縁部を欠損する。外面は縦方向に丁寧に整形した痕跡が認められる。
時期 出土遺物には四期の土器が含まれるが、向上面の出土土器 (883)の時期と、 VI期......vn期の
SB205とSB206に切られるととから、 VI期と考えられる。

884 

池2888
園280SB207遺物実測園
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SB208 (遺構:図282・283、遺物:図2斜)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域、 SZ220の方台部内の北東隅部に位置する。南半分を

SB206に切られ、全形は不明である。

形状北半分が残存する。東西長は北東隅部、北西隅部聞で約4.5mをはかるが、東辺が東側へ広がり、

SZ220との重複部分付近で約4.9mとなる。北辺は弧状を呈し、不整形である。深さはO.lmに満たな

いほど浅く、壁画傾斜も緩やかである。

埋土 炭化物、礎、地山ブロックが混じる黒褐色士が単層で堆積する。地山ブロックが混じることか

ら、床面形成土の可能性がある.

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面や貼床は認められなかった。床面上で直径約0.2mの小穴を13基確

認した。いずれも深さO.lmに満たない浅いものが多く、明瞭な柱痕跡は認められなかった。 P4、P13

はそのなかで直径約0.4mと他より大きい小穴である。 P4は深さ約O.lmで底面は丸いロ P13は位置的

に炉跡の可能性があるが、焼土の堆積や被熱した部位は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器992点、小穴から土器87点が出土した。その大半は百期~四期の土器

片である。なお、 P4からvn期壷 (889)が出土した。
出土土器 889はvn期壷A類の胴部。頚部付近に突帯が貼付され、その下に直線文と山形文を施文する.
890はV期.......vr期の鉢B類。口縁部を欠損する。 891は四期高坪D5類。内面には3帯の少条の多条沈

線を施文し、その聞に連弧文を施文する。 892はvn期高坪D類の脚部。
時期 出土遺物にはvr期のものが含まれるが、 P4出土土器 (889)が刊期にあたり、 SB206との重複関

係も矛盾しない乙とから、 vn期と考えられる。
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SB209 (遺構:図285・286、遺物:園287)
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検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域、 SZ220南溝の南側に隣接する.北壁をSB205に切ら

れるが、底面付近の壁画が一部残存するのが認められた。

形状 南北長約5.0m、東西長約4.5mで南北に長い長方形を呈するが、東西の両壁のそれぞれの隅部

聞は約4.5mである。壁面傾斜は緩やかで、深さは約O.1mである。

埋土 楳混じりの黒色土が堆積し、中央付近にのみ砂質土がブロック状に堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった.床面上から直径約O.2mの小穴を

23基確認した固いずれも底面が丸く、深さは約O.1mと浅いものばかりで、明瞭な柱痕跡は認められ

なかったo Plのみ直径O.79mと他より大きい小穴だが、特徴的な状況は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器2.081点、石器類1点、小穴から土器117点が出土した。その多くは羽

期~刊期にあたる。 P23よりV期高杯 (895)が出土した。
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出土遺物 893、894はVI期~刊期の壷A3類。 893は3個1組の円形浮文が認められるo 894は内面に

段をもって口縁部が外方へ強く聞き、端部を上下に拡張する。内外面に赤彩が認められる。 895はV

期高部I類の脚部。直線文と刺突文を施文する。 896は土製の紡錘車。胎土はV期~四期に類似する。

時期 出土遺物の時期はV期~刊期であり、 VI期~刊期のSB205に先行する。そのため、現段階では

本遺構の時期をV期~四期と考える。
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1111将 2/2黒褐色シルト
しまりやゃあり粘性やゃあり
鉄分tt着あり

110YR2/2黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

P13 __Q_ I 1... __g:_ 
73h+  

110YR2/2黒褐色土
しまりやゃあり
粘性やゃあり

u P17-

7Zてト-

lH1河2/2黒褐色土
しまりやゃあり粘性やゃあり
鉄分枕着あP

上町工
7.3伽 1『シ

110YR2/2黒褐色シルト
しまりややあり
粘性ややあり
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F P2F  

7.301明47

11町R2/2黒褐色シルト
しまりあり粘性あり
径O.5-lcm炭化物倒含む

7.而『L-

110YR2/2黒褐色シルト
しまりややあり
粘性やゃあり

•. Pl0 •. 

T5「レ
11町R2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

P14 R 

7五五てレ

110Yl也:12黒褐色シルト
しまりやゃあり
粘性やゃあり

v 門B v' 
7.函セム-

11町R2/2黒褐色土
しまりあり粘性やゃあり
鉄分沈着あり

Z P22 

7蜘 1『キー

110YR2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

G P3G・
7.30m斗プ

110YR2/2黒褐色シルト
しまりあり粘性ややあり
鉄分沈着あり

1 1町R2/2黒褐色シル卜
しまりやゃあり
粘性やゃあり

110YR2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

す
110YR2/2黒褐色土
しまりやゃあり
粘性やゃあり

附一叫

11町砲/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

陀2
a ・
7.玩ムー

1 1町砲/2黒褐色シルト . 
しまりややあり U 
粘性やゃあり

固286 SB209遺構図 (2)

苧当話話き司 忍 m剛腕。。
く立〉蜘

園287 8B209遺物実測園

P4 H・
7.弱EtL

1 10YR2/2黒褐色シJレト
しまりあり粘性ややあり
径'3cmi償1百合む

1 10YR2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

p P12 p・

7h+ 
1 10YR2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

1 10YR2/2黒褐色シルト
しまりあり
粘性やゃあり

110YR2/2鼎褐色シルト
しまりややあり粘性やゃあり
鉄分沈着あり

2m 

(S;;;1/50) 

。 10cm 

(S;;;1/4) 
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SB210 (遺構図288・289、遺物:図290)

検出状況西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。羽層上面で検出し、検出面に多数の磯が

露出した状態であったため、平面形は不明瞭であった。なお、南側を撹乱によって破壊され、南側に

位置するSB211、SB213、SB214との重複関係は不明である@

形状 残存する部分は全体の3分のl程度と考えられる。北西隅部と北東隅部が確認でき、東西長約

5.3mを測る。西辺は直線的で、北西隅部はやや丸みをもっ。北辺は不整形である。深さはO.lmをや

や上回り、周囲の竪穴住居跡と比べると深い。北壁面は急傾斜だが、西壁面は緩やかである。

埋土 3層に分層したが、大半が2層の黒色土である。穣混じりの3層黒褐色土が北壁側のみに堆積

する。 2層は層厚があることや、周辺の遺構と重複が想定できることから、人為的に埋め戻されてい

る可能性がある。

床面 床面はほぼ平士I'!で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。西壁際で壁溝を確認した。床面

上で直径0.1m-0.5mの小穴を16基確認した.その多くは深さがO.1mにも満たず、浅くて底面が丸

い小穴であるロそのうち、深さがO.lmをとえて底面が平坦な小穴として問、 Pll、P14、P16がある。

Pl1は深さが0.2mと深く、 P14は1層の堆積が柱痕跡と考えられ、平面的な位置関係も加味すると、

PllとP14が柱穴と考えられる。壁溝は長さ約1.5rnにわたって検出した。底面は平坦で、掘形はしっ

かりしているが、やや浅い。

遺物出土状況埋土中から土器1，135点、小穴から土器19点、壁溝から土器1点が出土した。土器の

多くは羽~四期であり、検出面及び床面よりやや浮いた状態で遺存状況のよい土器片が出土した。上

層出土は褒 (897)であり、遺構の中央付近で内面を上にして亜円磯とともに出土した。床面付近出土

は費脚部 (898)、高杯 (900、902、903)であり、 898は脚端部を北東に向けて、高杯片の多くは内面

を上にして出土した。高坪はW-2期にあたることから、 W-2期のまとまりある土器と考えられる

ので、本住居跡の時期を示すと考えられる@

出土遺物 897はW期前半の費C2類。口縁部がわずかに内湾し、端部は平坦商を形成するものの断続

的なナデによる凹凸が認められる。 898は羽期の費脚部。低脚で裾部が内湾する。打ち欠きが認めら

れる。 899はV期-VI期の高部H1類。口縁部が強く内湾する.900-904は刊 2期高杯C類。いず

れも杯底径がW-l期と比べるとやや縮小している.900は内面加飾のない資料。 902は内面2分のl

程度に多条沈線と山形文で施文する.下段2帯の直線文が上段に比べると2分の 1程度の幅である.

なお、 SB216出土の高坪と接合した。 901も902と類似するが、多条沈線が少条化して、その分文様帯

が多段化して山形文、直線文が1帯多い@口縁端部にはわずかに内傾する面が認められる。 904は多

条沈線を2帯施文して、その聞に山形文を施文する。 905は902と文様構成が類似するが、口縁部の開

きが強くW期高旅D4類と考えられる。 W-3期と比べると杯部の形状がC類との中間形状である。以

上のことから高郎C'D類についてはW-2期の特徴を示す。

時期 V期-VI期の土器がわずかに含まれるが、上層出土遺物 (897)、床面付近出土遺物 (898、900、

902、903)がW-2期のまとまりある土器であることや、その他の出土土器も同時期であるものが多

いことから、 W-2期と考えられる。
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SB211 (遺構:図291)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。北西側を撹乱によって破壊され、確認で

きた範囲は南東隅部付近のみであるが、平面形は明瞭であった。

確認できた東辺、甫辺ともに比較的直線的である。深さはO.lmに満たないほど浅い。

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物第3節

形状

礎混じりの黒褐色土が単層で堆積するロ

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。南壁に沿う壁溝と直径約O.2mの

小穴を8基確認したが、いずれも深さ約O.lmの浅いものばかりであった。一部に底面が比較的平坦な

埋土

小穴も認められるが、明瞭な柱痕跡は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器537点、小穴から土器5点が出土したが、いずれも摩耗したVI期~四

期小片ばかりであり、遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。
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出土遺物の年代から、 VI期~刊期と考えられる。時期
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7.20m~ 

110YR3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

110YR3/Z黒褐色土
しまりあり粘性やゃあり
径目.5cm炭化物1侃混入

110YR3/2黒禍色土
しまりあり粘性やゃあり
径0.5岨炭化物l側混入

110Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

17.町瑠:/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

J 壁溝 J

7.20m-、~

問 1

7伽てケ

日 P7 •• 
-工!..._ 1 石___!!_

7.20mヘ一也会r
ih  i 
7.2伽ーーセ合

11OYR3/1黒褐色土
しまりあり
粘性ややあり

110YR3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

11町R3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

110YR3/1黒褐色土
しまりややあり
粘性やゃあり

2m 。
(S=1!50) 

86211遺構図園291
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SB212 (遺構:図292、遺物:図293)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、西側でSB213を切る.中央付近は埋土を撹

乱により削平されているが、床面にまで削平が及んでおらず、床面はその全形を確認できた。

形状 甫北長約5.1m、東西長約3.5mを測り、隅部がやや丸く南北に長い隅丸長方形を呈す。南辺は

直線的で、東西両辺も南半分では直線的だが、北半分では内側へ向きをかえ、東西幅が狭くなる。北

辺は弧状で不整形である。深さは北壁際でO.3mと周辺の竪穴住居跡のなかで最も深い。また、壁面傾

斜も急である。

埋土 4層に分層した。壁画付近から埋設が進行し、穣混じり l層が厚く堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約O.2mの小穴を8基確認し

た。平面的に規則性は認められず、北半分では小穴を確認できなかった。深さはO.1mに満たない浅い
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小穴ばかりが認められるなか、 P6のみが揮さO.22mとやや深い小穴であったG P6と対応するような小

穴は確認できなかった。

遺物出土抗況 埋土中から土器1，511点、小穴から土器10点が出土した.大半がVI期~咽期の土器で

あるが、 vn期のものがやや多い。

出土遺物 906はvn期の壷H2b類。内湾する口縁部に多条沈線、山形文、刺突文で施文する。 907はV

期--vn期の壷胴部で外商に細い線による纏実jが認められるD 908は口縁部がわずかに直立して、沈線

がめぐる..v期--w期の費A3類..909はVI期~四期鉢A4b類.口融部が外反し、片口状となる部位が
認められる..910はVI期後半~咽期の高部G類脚部.部底部の段がわずかに認められる.

時期 vn期のSB213を切ることと、出土遺物のうち咽期の土器がやや多いことから、 vn期と考えられ
る.

曹人
雇
、
F 三=二九下-竺笹イ網目
& ¥¥ 907 
。 10聞 ¥ヌピ。
(5=1/4) 

園293S殴12遺物実測園

担213GA構:園295、遺物:園294)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 SB212に東側を切られ、南西側でS8214を

切られる.北半分は撹乱によって失われ、検出範囲は南側が主である.床面上には壁溝と考えられる

L字状の溝が認められ、新旧関係は壁溝3が最も新しく、壁溝1が最も古い.

罷状確認できた西辺、甫辺とも直線的である。西壁はほとんど認められず、北壁の高さはわずか

0.05m程度である。

埋土 2層に分層した。大半は炭化物の混じる黒褐色土で、一部に砂質土の堆積が認められた.

床面 床面は硬化面、貼床や炉跡は認められなかった.壁溝が3条認められ、壁溝1・2は別の竪穴

住居跡の壁溝の可能性が高い.壁溝3は本住居跡の掘形に沿っている。そのほか小穴を11基確認した.

別の竪穴住居跡の小穴を含む可能性があるが、本住居跡の床面として同一面で検出したため、明確に

は分離できない。また、壁構1・2と関連して規則性のある配置も認められない。小穴の大きさは直

径約0.2m--O.4mで、深さも様々である.そのうち、漂いもの (P3-問、問、問、P11)については柱

穴の可能性があるかもしれないが、定かでない.

遺物出土状況埋土中から土器231点、小穴から土器29点、壁溝から土器9点が出土した。多くはVI

期にあたるが、一部にV期の土器 (911)も認められた。 Pllから羽期後半高杯 (912)が出土した.

出土したV期の鉢 (911)は、 Pll出土土器 (912)より時期が先行し、重複するS8212、SB214と由時

期が合わないので、流入した土器と考えら

れる.

出土遺物 911はV期の鉢Al類。口縁部が

強く屈曲して、端部は内傾する凹面を形成
912 。 10cm 

する.端部及び頭部直下の直線文の下に刺

突文を施文する.底部はわずかな平底を呈

(5=1/4) 

園294S回13遺物実剖圃
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する。 912は羽期後半の高杯C類脚部。裾部がわずかに内湾する。

時期 四期のSB212とvn期前半のSB214に切られることと出土遺物の時期から、 VI期後半と考えられ
る。
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58214 (遺構:図296・297、遺物:園298)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、北東隅は撹乱により破壊され、北西隅で

SB213を切る。

形状 南北長約4.6m、東西長約4.7mで、ほぽ正方形を呈す。壁面はほとんど認められず、北壁がわ

ずかに残る程度である。

埋土 炭化物が混じる黒褐色土が単層で堆積する。

床面 床面は硬化面、貼床や炉跡は認められなかったが、床検出面が壁溝検出面より低いので、埋土

は床面の整地土かもしれない。壁溝が西壁と東壁に沿って認められ(壁溝1・2)、壁溝2は南東隅部

をまわって南壁にも伸びる。そのほか、直径O.2m-O.5mの小穴18基を確認した。いずれも、明瞭な

柱痕跡は認められず、深さは約O.lmと浅い。そのうち、問、 P10、P16、P17の4基はやや深いが、
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規則的な配置は認められない。なお、壁溝1を切って緩やかに湾曲するSD0945を検出したが、本遺構

との関係は不明である.

遺物出土状況埋土中から土器162点、小穴から土器67点、壁溝から土器23点が出土した。その多く

がVI期~四期の士器である。 PI0からvn期前半の査 (913)が出土したが、その他に遺構の時期を示す
ような特徴的な出土状況は認められなかった。

出土遺物 913はvn期前半の壷B1類。口縁部が短く外反し、端部下端をやや拡張する。内画に刺突文
が認められる。 914はV期~羽期の鉢B類。底部下端にヨコ方向のケズリ調整が認められる.

時期 V期-VI期の土器が含まれるものの、 VI期後半のSB213を切り、 PI0出土土器 (913)が四期前

半であることから、 VII期前半と考えられる。
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58215 (遺構:固299)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、他の竪穴住居跡と重複関係がない。南側の

大半は撹乱によって失われ、北半分を確認した。
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形状 東西長約2.9mで、周囲の竪穴住居跡より小規模である。北辺は直線的で、北西隅部はやや丸み

をもっ。東西両壁辺も南側へ向かつてわずかに広がるようである。深さはO.lmにも達しないほど浅く、

壁面傾斜も緩やかである。

埋土礁が混じる黒色士が単層で堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった.直径約O.2mの小穴を9基確認し

たが、明瞭な柱痕跡はいずれも認められなかった。深さは約O.lmの浅い小穴が大半を占める。 P5が

O.2mとやや深いが、対応する小穴は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器78点、小穴から土器29点が出土したが、遺構の時期を示すような特

徴的な出土状祝は認められなかった。なお、出土した土器はVI期~刊期にあたる。

時期 出土土器や周辺遺構との重複関係から、時期を判断することが困難である.周囲に位置する竪

穴住居跡とほぼ同時期と考え、 VI期~四期の可能性が高い。
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SB216 (遺構圃図300・301、遺物:図302)

検出状況西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位蛍し、南西隅部を撹乱によって失われている。北

東隅部を除いて、周囲に位置するSB217，SK03939、SK03786と重複関係があり、本住居跡は最も後出

する竪穴住居跡であり、 SD0433に切られる。

形状 南北長約4.4m、東西長約5.9mの東西に長い長方形を呈する。北辺と西辺は直線的だが、南辺

と東辺はやや不整形である。深さは約0.2mで、周囲の竪穴住居跡のなかでは残存状況が良い。北壁か

ら西墜にかけては壁面が急傾斜だが、西壁の壁面傾斜は緩やかである。

埋土磯や炭化物の混じる黒色土が単層で堆積し、遺構の重複も著しいととから、人為堆積の可能性

がある。

床商床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約O.2m-O.8mの小穴を 12

基確認した。その深さは、 P7を除いて約O.lmの浅い小穴で、明瞭な柱痕跡は認められなかった。 P7

は明瞭な柱痕跡を土層断面で確認でき、その深さは0.34mで底面も平坦である.しかし、床面内で同

様な状況を示す小穴は確認できなかった。なお、東皇室に沿って、壁溝を2条検出した。

遺物出土状況埋土中から土器7，043点、小穴から土器20点、石器類5点、壁溝から土器29点が出土

した@大半がVI期~刊期の土器で、わずかにIV期の土器 (926)やV期の土器 (928)が認められた。

VI期-w期の土器のうち、高坪に遺存状況のよいものが認められる (920、923)。それらはw期前半の
あまり時期差のない資料で、他にも同時期に土器 (916、917、919、921、929、930)があるので、こ

れらの土器が埋没時期を示す可能性が高いと考えられる。なお、高杯の杯部片がSB210出土の破片 (902)

と接合した。

出土遺物 自15はV期-VI期の壷A1b類.口縁部が短く外反しながら立ち上がり、穿孔がある。 916は

W期の壷B2a類。口縁部が短くくの字状に聞く。 917はW期の壷H2a類。口縁部が内湾して立ち上がり、

端部には内傾面が認められる。 918は河期の高坪C4d類。内面は多条沈線聞に山形文を配する。 919は

河期前半高郎G3c類。外面の加飾が精微で、スタンプ文が認められる。直線文を 5帯施文し、その間

を上から山形文、山形文、スタンプ文、対向山形文を施文する。最上段の直線文以外の直線文は少条

である。 2段目の直線文は1条しか確認できない。この 1条の直線文をはさんで山形文が対向するよ

う施文されているので、直線文聞にみられる文様は対向山形文、スタンブ文、対向山形文を意図した

可能性がある.スタンプ文は双頭渦文である。 920-923はw期前半高杯C類。いずれも口縁部の内湾

傾向が顕著である。 920の口縁部には打ち欠きが認められる。 923は坪底径も小さく、脚裾部も強く内

湾する.920、922、923はC4a類でJj日飾が認められず、 923は脚部で付根から内湾し、脚柱部は中実で

ある。 924はVI期~刊期の鉢A2類。加飾がなく、外商全体にハケ目が認められる。口縁部は内湾し、

端部に顕著な平坦函を形成する。費C類に類似する口縁部形状である。 925はE期の寝である。 926は

W期の費B2類。口縁部が強く屈曲して、端部が内傾する.927はVI期~四期の費B2類。口縁部が頚部

で屈曲して、直線的に立ち上がる。端部は平坦面が認められる， 928はV期の義である。 2個1組の穿

孔が認められ、端部が凹面を形成する。 929は粗いハケ目が認められるVI期-w期の蜜脚部。端部は
やや尖り気味である.930は刊期の手握ね土器C類である。

時期 出土遺物の時期から埋没時期はw期前半であり、 VI期-w期頃に構築されたと考えられる。
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S6217 (遺構:園303・305、遺物:園304)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡の密集域に位置する。南側は撹乱によって失われ、残る範囲

は周囲の竪穴住居跡等と重複し、 SB216に切られ、 SB218とSK03786を切る。

形状検出できたのは西壁と北壁の一部のみである。残る部分はSB216や撹乱によって削平され不明

である。北辺は直線的だが、西辺は弧状を呈す。北壁、西壁とも深さが約O.2mあり、壁面も急傾斜で

ある。

埋土 2層に分層した。埋土中の礁の混入が多く、遺構の重複も著しい乙とから、人為堆積の可能性

がある。

床面 床面はやや凹凸があり、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径約O.2mの小穴を9基確

認したが、いずれも浅く、明瞭な柱痕跡は認められなかった。平面的な位置関係からすると、 P2、P6、

P7、P9が柱穴に適当な位置関係にある。

遺物出土状況埋土中から土器3，382点が出土し、小穴からの出土はなかった。土器は主に埋土上層か

ら出土し、 VI期.......vn期の土器が大半を占めるなか、一部にW期やV期の土器も認められた。しかし、

遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。

出土遺物 931は摩耗が著しいが、 W期のきIA類。 932はlV期の壷胴部。振幅が一定しない波状文が認

められるo 933はVI期~四期の器台B類.透孔付近から裾部が外反する。 934はV期前半の高坪B2a類。

口縁部が短く直立しながら外反して、端部が外側へ引き出される。 935は羽期後半~刊期の高坪G3類

脚部。透孔付近で強く屈曲して、裾部が大きく聞く。 936は羽期~四期高部J類で裾部が強く屈曲し、

外面に一条の突帯を有する。

時期 出土遺物の時期とvn期前半のSB216に切られることから、 VI期.......vn期前半と考えられる。
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SB218 (遺構:園306、遺物;図307)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡の密集域に位置する。北東隅部や南西隅部付近を撹乱によっ

て失い、東壁はSB217に切られている.

形状 東西長は不明だが、南北長約5.1mを測る。各辺とも不整形で、北辺は大きく外側へ膨らむ。壁

画は約O.2mの深さがあり、各壁面とも傾斜は急である。

埋土 3層に分層し、最下層 (3層)は砂質土で北壁から埋没が進んだと考えられる。また、埋土中
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の礁の混入が多く、人為的に埋め戻されている可能性がある.

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。直径0.3m程度の小穴を3基確認

し、いずれも底面が丸く、深さが0.05m程度の浅いものである。

遺物出土状況埋土中から土器2，253点が出土し、小穴からは出土しなかった。その時期はV期~刊期

で、埋士上層から多く出土した。いずれの時期においても遺存状況のよい士器や大きな土器片が認め

られ、周囲から土器の涜入が顕著であったと考えられる。なお、遺構の時期を示すような特徴的な出

土状祝は認められなかった。

出土遺物 937はV期の壷A1a類。端部下端を外傾しながら拡張し、 2個 1組の円形浮文、擬凹線、赤

彩が認められる。内面には羽状文、円形刺突文を施文する。 938はVI期~四期の査H類胴部。胴部が偏

平で底部がやや突出気味である。 939、941はV期の曹A類。 939は口縁部の屈曲が強く、頚部以下に

は直線文、波状文、直線文の順で文様が認められる。 941の頭部直下には直線文が認められるo 940も

費A類だが、 939、941より口縁部の屈曲が弱いのでV期~羽期と考えられる。 942はVI期費B2類。口

縁端部に平坦面があり、刺突文を施文する。頚部直下に直線文、刺突文を施文する。 943は羽期鉢A3a

類。口縁部が短く直立する。 944は受部のみが遺存する。内湾しながら立ち上がり、四期の器台B3類

と考えられる。 945はvn期高部J類。脚部が屈曲して外反し、屈曲部と裾部を加飾する。加飾は共通し
ないが、形状が類似する例として荒尾南遺跡(大垣市教育委員会2008)SX06-996がある。杯部は同様

の器形となる可能性が高い。透孔は2穿孔で、屈曲部、裾部に2条の沈線をめぐらせ、その上下に振

幅の小さい山形文を施文する。裾部の沈線聞には刺突文を充填するが、屈曲部には認められない。外

面は煤が強く付着し、観察が困難である。そのため、屈曲部1::刺突文が観察できなかった可能性があ

る。煤は内面にも裾部を環状に付着する乙とから、何か別の用途で三次的に利用した可能性がある。 946、

947はVI期~四期の手裡ね土器C類。いずれも指頭圧痕が顕著に認められる。

時期 出土遺物の時期とVI期-vn期前半のSB217に切られるととから、 V期~刊期前半と考えられる。
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SB219 (遺構:園308・310、遺物:園309)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。 SK03785、SB216'" SB218完掴後、羽層上

面で糟が円形にめぐる状況を確認した。溝内部に6基の小穴を確認し、中央に位置するP6以外は円形

に分布することから、壁構と柱穴が残る円形の竪穴住居跡と考えられる。

形状 直径約6.0mの円形を呈する。壁画及び遺構埋士は重複する竪穴住居等の削平によりほとんど

確認できなかった。

床面 穣層が露出する。床面は平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。直径O.5m程度と比

較的大きく、不整形な小穴を6基確認した。そのうち、 PI-P5が平面的な位置関係からみて柱穴の可

能性が高い。 P6は他の小穴より規模が大きく中心に位置することから、炉跡の可能性があるが、焼土

の堆積や被熱した部位は認められなかった。また、中心に位置する柱穴の可能性がある。

遺物出土状況 埋土中から土器534点、小穴から土器64点が出土したが、いずれも小片で摩耗が進行

したものばかりであった。一部に町期 (949、952)の土器が出土したロ多くはV期""'VII期の土器片で

あり、 P5底面でもVI期~刊期の土器片が出土した。

出土遺物 948はV期の器台Al類。口縁端部に円形刺突文が認められる。 949はW期費A2類。口縁部

が短くくの字に屈曲する。外面にはタタキ痕が認められる。 950はV期高部B類の脚部。透孔まで脚

部はわずかに聞く。 951は小型の高坪脚部。形状が柱状である乙とから、 V期前半の高杯A類の可能

性が高い。 952はN期の高部A類脚部。脚部が短く外反し、端部には顕著な凹面が認められる。

時期 P5底面出土土器の時期や遺構の重複関係から羽期以前としかいえないが、当遺跡で検出した円

形住居は中央土坑の存在や、その周辺に小穴を阻することが共通し、いずれも縄文時代晩期の遺構で

あるととから、本遺構の時期も当該期まで遡る可能性もある。
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SB220 (遺構圃図311・312、遺物:図313)

検出状況西部東側北寄りの竪穴住居跡の密集域に位置する。検出面には穣層が表出し、黒色ブロッ

ク土が混在する土層が広がっており、平面形は不明瞭であった。北側は撹乱による背IJ平を受けるが、

撹乱北側に北西隅部を確認した。 SK03845などの土坑や溝と重複するが、竪穴住居跡としては単狼で

存在する。

形状 東西長約6.5mで、南壁と東西壁の長さからみて南北に長い長方形を呈する可能性が高い。南辺

と西辺は直線的だが、東辺は不整形で東側へやや開く。南壁と東壁の傾斜は急であるが、西壁は緩や

かである。

埋土 2層に分層した。ほぽ水平堆積であるが、層界に凹凸が認められる。上下層ともに炭化物を含

み、下層には機が混入する。埋士中に硬化面を部分的に確認できたことから、完掘状況は掘形底面の

可能性がある。

床面 硬化面を部分的に確認できたが、ある A定の広がる範囲として確認することはできなかった。

なお、貼床、炉跡は確認できなかった。床面上から直径約O.2mの小穴を 16基確認したが、明瞭な柱

痕跡を確認できなかった。なかには問、問、 P14のように断面形からみて柱穴の可能性が高い小穴が

認められるが、その性格は不明である.SD0947は本遺構の検出面にで確認した、緩やかに湾曲する溝

である@検出面に黒色ブロック土が広がっていたため平面形は不明瞭であったが、南端は本遺構の南

辺に接して収束している。本遺構の床面の把握が定かでなかったため、 SD0947が本遺構に伴う樽か杏

かの判断は困難であるが、 SD0947のように住居の中央周縁から住居竪面に向かつて湾曲して延びる溝

はSB214でも確認されており留意する必要がある。

遺物出土状況埋土中から土器2，049点、石器類2点、小穴から土器49点が出土した。土器の多くは

羽期のものであり、一部に縄文時代晩期末葉~弥生時代前期前半 (960)やW期 (961)の土器片が認

められた。北西隅部ではVlI期の土器がまとまって出土した (954.958). VlI期の土器には比較的遺存状

況のよい土器 (955、957、%のが認められた。石錐 (963)も出土したが、遺構の時期を決定するよ

うな特徴的な出土状況は認められなかった。

出土遺絢 953、954はVlI期の壷B2a類。口縁部が頚部で屈折して短くやや外反する。外面でのハケ目

調整が顕著である。 955は四期壷C類e 口縁部が直立するものの、わずかに内湾する。口縁部内外面に

は粗いハケ目が認められる包 956はVlI期壷A類もしくはB類の底部。上げ底で、胴部は底部から内湾

しながら大きく聞く。下膨れの胴部となる可能性がある。 957はW期の壷胴部。やや下膨れの胸部で

底部は突出気味である。 958はVlI期費脚部a 付根から短く脚部がハの字に開く。 959は内湾する口縁部

をもつが鉢E類。内外面に丁寧なミガキが認められる。刊期であろう。 960は縄文時代晩期末葉~弥

生時代前期前半の費。口縁部が外反し。口縁部からやや下がった位置に痕跡的な突帯をもっ。突帯上

にユピによる押圧が認められ、一部器面にまで抑圧が及ぷ。 961はIV期壷H類ロクシによる文様が認

められ、古井式と考えられる。 962は小型の砥石。表面の砥面は中央部分が大きく窪み、不定方向の線

状痕が残る.963は石錐。サヌカイト製であり、側縁に細かい剥離を施し、刃部は鋭く尖らせている。

時期 遺存状況のよい河期の土器がまとまって出土したことから、河期と考えられる。
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SB221 (遺構:園314・315)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。北側でSK03838とSK03840を切る。

形状 南北長約3.8m、東西長4.3mを測る。北西隅部付近を除く壁面が全体に不整形で、平面形は不

整な円形にみえるが、壁溝がL宇に北西隅部壁面に沿って認められることや柱穴の配置から、本来は

方形ないしは長方形を呈すると考えられる。

埋士 炭化物、醸混じりの黒褐色士が単層で堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は認められなかった。北西岡部に壁面に沿って壁溝が

認められた。直径約O.3mの小穴を 11基確認した。いずれも深さ約O.lmの浅い小穴が多いが、問、 P5

が深さ約0.3mとやや深く、断面形が方形状であるため住穴の可能'陛がある。断面形状は類似しないが、

対応する位置関係にあるものとしてP2、P4があるため、 P2からP5で柱穴を構成する可能性がある。

また、 PlからP4の組み合わせでも柱穴として適当な位置にあるので、 PlからP5の5基が柱穴の可能

性があるものと考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器606点が出土し、小穴からの出土はなかった。いずれも摩耗の著しい

小片であり、遺構の時期を示すような特徴的な出土状祝は認められなかった。

時期 VlI期のSK03840、SK03838より後出することから、VlI期以降と考えられる。

SB222 (遺構:固316)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。東半分は撹乱によって大きく失われ，

SB223を切る。

形状 南北長は約4.4mを測る。北西岡部はやや丸みをもち、北壁と西壁の境界が不明瞭で、西壁は不

整形である。深さはO.lmにも満たないほど浅く、壁画の傾斜も緩やかである。

埋土 3層に分層し、 2層と3層に礁などの混入が認められた.

床面硬化面、貼床や炉跡は認められなかったロ床面上で直径約0.2m-0.5mの小穴を9基確認した。

いずれも深さ 0.2m未満と浅く、明瞭な柱痕跡は認められなかった。

Q ~ Pl. Q' H 陀 H'
句+ _.. 1 

7.ωmTH7-730m「=むf

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

12.5Y2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

P3 

7蜘でT
石

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

7.30mて否7

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

管0.5-2田藤1悦混入

K P5 K' 

でア
瑚m~

11町R3/1黒褐色士
しまりあり
粘性ややあり
径0.5-1皿機猟混入

右

12.町 3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり

^ Pll 州 壁溝M . • M' N . - N' 0 • - 0・ P . .- P' Q • •• Q' 

7 EVf7石マー一 ?μ-7Zヤ-mャ -7zyf
石

110YR2/2黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり
径0.5四硬路混入

110河 2/2黒褐色士
しまりあり
粘性ややあり
径1-3cm磯10%混入

12.5Y2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

12.町3/1黒褐色土
しまりあり
粘性ややあり

園314 S8221遺構図(1 ) 

12.5Y3/2鳳褐色士
しまりあり
粘性.~ゃあり
径0.5-10皿機邸混入

。
(S=1/50) 

12.5Y3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり
径1-2皿機1侃混入

2m 



第3節弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物 285 

遺物出土状況 埋土中から土器111点、小穴から土器10点が出土した。大半が摩耗した土器片で、羽

期~刊期と考えられる。遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。

時期 VI期~四期のSB223を切るが、出土遺物の時期から羽期~四期と考えられる。
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園315 88221遺構図 (2)
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SB223 (遺構:図317・319、遺物:図318)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡の密集域に位置する。東側は撹乱によって失われ、南側の一

部はSB222に切られる。また、南側でSK03926を切る。

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物第3節

南北長は約5.8mを測る。周辺の竪穴住居跡に比べて規模が大きく、南北に長い長方形の可能性

がある。その西辺は直線的だが、南北両辺はやや外側が膨らむ弧状を呈す。そのため、北西隅部、南

西隅部ともやや丸みをもっ。壁面の傾斜は緩やかで、深さはO.1m未満と浅い。
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埋土楳混じりの黒色土が単層で推積する。

床面 床面はほぼ平坦で、硬化面や貼床、炉跡は確認できなかった。直径約0.2m....... 0.4mの小穴16基

確認した。深さは約0.2mのものもあるが、明瞭な柱痕跡は認められなかった。位置関係からみると

P2とP13は西壁にほぼ平行するため柱穴の可能性がある。しかし、 P2はやや浅いので、方向が西壁と

やや揃わないが、 P13と形状が類似するP4が柱穴として適当か

もしれない。

遺物出土状況埋土中から土器153点、石器類1点、小穴から

土器22点、壁溝から6点が出土した。摩耗が著しく、多くは羽

期~刊期で、遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認め

られなかった。埋土中の石器類1点は打製石斧 (964)である。

出土遺物 964はホルンフェルス製の打製石斧で、下半を折損

している。

時期 出土遺物の時期からVI期.......vn期と考えられる。
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(5=1/3) 
園3185B223遺物実測囲
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2m 

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。確認できたのは東壁付近のみで、西側の

大半は撹乱によって失われている。周辺にある竪穴住居跡との重複関係がなく、単独で立地する.

形状 南北長は約4，9mを測る。東壁は中央がやや外側へ膨らみむ。北壁もやや外側に膨らみ、北東隅

部はやや丸みをもっ。東壁画の傾斜は緩やかで、深さは約O.lmと浅い。

埋土 炭化物の混じる黒褐色土が単層で堆積する.

床面 床面は平坦で、一部に硬化面が認められたが、一定の範囲として検出するととはできなかった。

貼床や炉跡は確認できなかった。直径約O.2mの小穴を13基確認した。いずれも明瞭な柱痕跡は認め
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られなかった。深さが約O.lmの浅い小穴が認められる一方で、それらより深い小穴としてP1、P4.P8、

P9、P10があげられる。このうち、 P1とP10を結ぶ線は平面的に東壁とほぼ平行しているので、柱穴

の可能性がある。

遺物出土状況 埋土中から土器18点、小穴から土器1点が出土した。いずれも摩耗した小片で羽期~

刊期の土器にあたるが、遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。

時期 出土遺物の時期から、羽期~四期と考えられる。
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58225 (遺構圃図321)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、南側でSB226を切る。

形状 南北長約3.5m、東西長約3.1mを測る。北西隅部付近に壁溝が一部認められ、壁溝残存部位で

南北長は約3.1mを測るので、平面形はやや隅丸の方形と考えられる。深さは約0.05mと浅く、壁面の

立ち上がりはほとんど確認できない。

埋土磯混じりの黒褐色土が単層で堆積するロ

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった@壁溝は北西隅部にのみ確認できた。床

面上で直径約O.3mの小穴を 15基確認したが、いずれも明瞭な柱痕跡は認められなかった。深さは約

O.2mで底面が平坦なものが多く認められ、周辺の竪穴住居跡の小穴と比べてやや深い。平面的な位置

関係からみると目、 P2、P15、P16が柱穴の可能性がある。

遺物出土状況 埋土中から土器58点、小穴から土器15点が出土した園大半が摩耗した小片で、遺構

の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。

時期 羽期前半のSB226を切る乙とから、 VI期前半以降と考えられる。

58226 (遺構:図322、遺物:図323)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、北側をSB225に切られる。

形状 南北長約3.7m、東西長約5.0mで、東西に長い長方形を呈する。東西両辺は直線的で、北辺が

やや弧状を呈する.壁画の高さは約O.1mで、東壁以外は急傾斜である。

埋土 3層の埋土が認められた。 3層とも磯混じりで、下層には・部砂質土の堆積が認められた。

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。北壁に沿う壁溝を確認した。床面上で

直径約O.5mの比較的大きな小穴を7基確認したo Plは柱痕跡のある小穴で、対応する小穴は位置関

係から P3の可能性があるが、住居全体との位置関係では全体的に西側へ偏っている。 P5は中央付近

に位置するため炉跡の可能性があるが、焼土の堆積や被熱した部位は認められなかった。

遺物出土状況埋土中から土器1，331点、石器類1点、小穴から土器27点、壁溝から 1点が出土した。

VI期の土器片が大半を占め、そのなかでVI期前半の遣存状況のよい土密片が多く認められた (966、969、

970、972)。羽期前半に埋没した可能性を示す土器であろう。

出土遺物 965はVI期の壷H3類。口縁部が短く外反する。胴部には穿孔が認められるo966は羽期の

脚付壷K類。脚部は短く外反し、刺突文が施文される。 967はV期の鉢Al類。口縁部が強く屈曲して、

端部が内傾する。端部、胸部に刺突文があり、頚部直下に直線文が認められる。 968も鉢Al類。口縁

部の屈曲が967よりもやや弱く、胴部の張りが強いoVI期前半と考えられる。 969はVI期前半の高杯

C2b類。口縁部が杯底部から直線的に伸びる。口縁部付近のミガキはヨコ方向となる。 970はVI期の高

杯 I類胸部。透孔が裾部付近に位置し、そこから裾部が強く外反する。 971、972はVI期前半の高杯B

類脚部。長脚で透孔が脚部中位よりやや下がった位置につき、透孔付近から裾部が強く外反する。 973

は羽期前半の器台BI 類脚部。透孔は 2 穿孔である。 974、 975 は突帯上にキザミが認められ、 V期~VI

期の手熔り形土器と考えられる。

時期 出土遺物の時期から、 VI期前半に埋没したと考えられる。



回

叫
回
ロ
ヨ

A 

7.30m 

第3節弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物 291 

E Pl F P2 E・ F 

7.2Omて工7 7.21伽可f

110YR2/2黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり
径0.5岨喰3帽混入

110YR2/1黒色土
しまりあり
粘性やゃあり

P3 G G' 

7.20m 
¥}ア

ーι

110YR3/1黒褐色土
じまりあり粘性やゃあり

P4 H' 

7.20mて7

G 

110将 3/1黒褐色土
しまりあり粘性やゃあり

7.20mでア

110百3/1黒褐色士しまりあり
粘性ヰキあり
径0.5-1咽磯町混入

日 P7 ._ 

一一一 石一一-
7.20mてケ7.2Omてrr

A' 
110'四 3/1黒褐色土 1 1町R3/1黒褐色土
しまりあり しまりあり
粘性やゃあり 粘性やゃあり
径0.5岨礎5冒混入

P8 L' M P9 

754T-72h社1 10YR2/2馬褐色土しまりあり粘性やゃあり径0.5-1cm礎101混入

C 

7.30m 

D 

7.30m 

P12 p 

7.20m 
-，むア

C' 

110'四3/1黒褐色十
しまりあり
粘性やゃあり

Pl0 
N' 

7.2Om
てミア

11町R3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり
径1回繰10幅入

Pl1 
0' 

7.20m
てZア

0・

P13 Q' 

7.20m 
¥lア

110YR3/1黒褐色士
しまりあり
粘性ややあり
径1"皿機鴎混入

T P18 T' 
7.20mーてt7"""

11町R3/1黒褐色土
しまりあり
粘性やゃあり
径O.5cm磯崎混入

壁溝 u 
7.20m~ 

s P15s' 7mm+ 
11町R2/1黒色土
しまりあり
粘性ややあり

12.5Y2/1黒色士 11町R3/1黒褐色土
しまりあり しまりあり

粘性ややあり 粘性やゃあり

径O.5-1cm1!lOl混入

110YR3/1黒褐色土 110YR3/1黒褐色土

しまりあり しまりあり

粘性やゃあり 粘性やゃあり

径O.2-0.5cm礎時混入

110'四 2/2黒褐色士
しまりあり
粘性やゃあり
経0.5咽軍属舗混入

。 街1

(S"1/50) 

園321 SB225遺構図



(
刊
割
鯵
岨
町
}
必
都
宮
同
部
E
困

e自由
t
【嗣
W

E
』
骨
骨
骨
組
誕
時
価
・
J
φ
+
什
匝
m
a胃
姻
暁
【
¥
N
民
間

a加
型
車
部
E
嗣
@
自
由
J
凶

.
0
副主

¥
5
.
5
S誕
J
O
U
梢
」
什
極
舎
姻
峰
、
n
l
Z
H
¥
g
H
N

a仙
宮
北
噂
什

Q
E凹

t
N用
HhH佃
一
園
田
-
離
京
剛

-gE岡
e
E
E
H
t
2創
号
制
骨
骨
組
誕
崎
一
句
J
骨
争
什
姻
醗
同
¥
一
同
〉
回
吋
同

}平
時

S8225 

西部域の調査成呆第4章292 

__g:_ 

E
O回
.
h

国

勧1

yo
ザ?

。

ザ

o
q

SB226 

。

A 

(S=1/50) 

A' 

! ___ "-一一一〆ー

A 

7.50m 

12.5Y2/1黒色土ややしまる粘性やゃあり径0.5-1恥Eの亜円積・亙角離1鴎含む li亙2-3咽の土器片山含む
2町3/1オFープ黒色士ややしまる粘性やゃあり7.5Y4/1灰色プロック10骨含む径3-仇血のE円襲・亜角積15割合む
37.町3/1オリーブ黒色砂質土しまりなし粘性なし径0.5-5咽のE同様4附含む

C' G 

7.50m 

P5 G' 

7.∞m -.::::土エ芦←

_ P4 _ 
-1"-2-1"-

7.0日間 、土=占d7.00mてミヨ
12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3皿の亙円襖1()'j!'含む

12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3岨の亙同様151i含む
21.5Y3/1オFープ黒色珍質土
しまりなし粘性なし
径0.5-20皿の亜同様3鋤含む

12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-4cm.の亜円積1O!t含む
25Y2/1黒色土
しまりなし粘性やゃあり
径1-3C11l][円磯1鴎含む

1本~-['P6 H 

1∞m-て工ア

12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5-3由の亙同捜・亙角積10骨含む

12.5Y2/1黒色土
しまる粘性.~ゃあり
径1-2佃のE同様10首含む

1町 2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3叩の亜門礎7%含む
Z町 2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-4cmの亙阿礎・E角硬路含む
37.5Y3/1オUープ黒色砂質土
しまりなし粘性なし
径2-3叩のE円礎部含む
42.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3cmの亙阿礎10帽含む
57.5Y3/1オUープ黒色砂質土
しまりなし粘性なし
径1-3cmの車問礎l弱含む

S8226遺構図園322
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B筋 910 

911 

告量通し4

号ラλ15
o 10cm 

912 (8=1/4) 

園323 SB2.26遺物実潤園

58227 (遺構:園3缶、遺物:園324)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する，南西隅部でSK03960を切り、北半分は撹

乱により失われ、全体に不整形である.

形抗平面形の凹凸が著しく、隅部も不明瞭のため、全形は不明である.壁面の高さは約O.2m認めら

れるが、その傾斜は緩やかである.

埋土 2層に分層した.いずれも礁が混じり、砂質士の下層は床面直上の一部に堆積する.

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった.東壁の一部に沿って深さ約O.1mの壁溝

が痕跡的に認められた.床面上では直径O.2m.......O.4m程度の小穴を11基確認した9 P5とP6は断面形

状や堆積状況から柱穴と考えられ、 P6がP5を切ることから、建て替えの可能性もある。平面位置から

対応する可能性がある小穴として問、 PI0、Pllがあるものの、断面形状が異なる.

遺物出土状況 埋土中から土器791点、小穴から土器42点、壁溝から土器1点が出土した。大半は麿

耗したVI期前後の土器片で、一部に縄文時代晩期後半の土器 (979)やW期の土器 (976)が認められ

た.なお、 PIQからVI期後半の高杯 (97η が出土した。 P6の検出面でV期 (978)が出土したが、出土

状況からみて本住居跡の時期を示すとは考えにくい.周囲から流入したものであろう。

出土遺物 976はW期の曹B2類。口縁部が強く屈曲して、端部は内傾するo 977はVI期後半の高杯C2a

類.口j縁部が直槙的に伸び、端部は平坦であるo 978はV期前半高杯A類の脚部。脚部は付根から直棟

的に聞き、裾部で強〈外反する。端部は凹面を形成する。 979は縄文時代晩期後半の変容壷の胴部片。

突帯上に押し引きが認められる。

時期 PI0から出土した遺物の時期から、羽期後半と考えられる.

? it.N c::==品位F二二五D916 

918 
惑 い。 10cm 

(S=1/4) 

園324S8227遺物実剖固
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P2 _F_ 'C ___E_ 
7，10m-司法=--

P1 
_E_ '1' ____!;二

7，1Om~己ァ
A 

7，5伽n

歩ア
3F予/:ri

Eι，ーと~ミミ l 、
2 12.5YZlI黒色土

ややしまる粘性やゃあり
径1-2岨の亜門tI20l含む

?伽勺ア

15Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1園前後の亜同様精舎t.r

7合てLLi

..::::::;;ト

12.5η/1属色土ややしまる粘性ややあ暫径0.5-、恥血の亙円・・直角磁20司含tt
l辺お品以下の土暴片11'含む
21.5Y3/1オy-プ黒色砂寅土しまりなし粘性なし径1-3cn均車円拠40唖含む

ーに=

15V2/1黒色土
ややしまる
粘性やゃあり
径1皿弱の
麗円割.，jJ[角硯

側合tt(往痕跡)

12.5Y2/1黒色土
ややしまる
粘性ヰキあり
径1-IOcmの
亜門磯・直角機llj司含む

C' C 
7，50m 

ー金一 ・ _jL_ 
7.3伽司、さデ仇ゃtヲ

内J 'u J・
-- --
7.10m，唱9司ヨー， 1 /、、、
ト-1 978 
12 I 

7.10m辻プ

110'四 2/11¥色土
しまりややあり粘性やゃあり
210'四 8/3暗縄色土
しまりあり粘性やゃあり

霊II p 
7.高〈手〆一

12.5Y3/1黒褐色土しまる粘性あまりなし
径1-恥四の亜門事量・亜角磯155"含む
2町宮/1'"色土しまりなし粘性やゃあり
径1-仇皿の亜門様10冒含む{柱痕跡)
31.5Y3/1オMープ黒色砂質土
ややしまる粘性なし
径1-4<;皿の亙円~首含む

12..町3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-4個の亙門様1附含む
25Y2/1黒色土
しまりなし粘性やゃあり
径1-3田の亙同様20S含む

12.5ロ/ll1'色土
しまる粘性やゃあり
径1-2司までの
亙角~%含む
22.5Y3/2鳳褐色土
ややしまる粘性なし
径1-2掴までの
亙円.']Ii角.5%含む

P9 M 

7.10m -......:::守一
P8 L.: 

7五百ーてすー一一
--'L:てEJL
7.10m 12.5Y2./1黒色土

ややしまる粘性ややあり

径1-2岨まで亙角碩20%含む 2m 。
(5=1/50) 

12，5Y3/1黒褐色土 12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり ややしまる粘性やゃあり
経1-4cmの置同様・軍角型車10弘含む 径1-3咽白亜円襲15首含む

園325SB227遺構図

12.5V2/1鳳色土
ややしまる粘性やゃあり
後1-2cmの亙同様7司含む
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58228 (遺構:園327・328.遺物:園326)

検出祇況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する.北西側は撹乱によって大半が失われ、南

東部でSB232を切る.

形状 撹乱によって多くを滅失しているが、南北長約6.8m、東西長約5.0mと考えられる。検出でき

た北東隅部、南東隅部、南西隅部はやや丸みをもち、甫壁はわずかに弧状となる.平面形は南北に長

い隅丸長方形を呈すると考えられる.漂さは約O.1mで、壁画傾斜は緩やかである。

埋土 2層に分層した。康面直上にー部砂質土が堆積するが、大半は離が混じる黒色土が堆積する。

床面 ほぽ平坦で離が露出し、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。床面上で小穴を15基確認し

た.小穴は撹乱によって全形が不明なものも含むが、直径0.3m"'V 0.7 m、深さ約O.lm.......O.4mのもの

があるo P5とP6は柱穴状の掘形が認められるが、平面的に竪穴住居跡の中央に位置し、類似する小穴

は他に認められなかったため、その性格は不明である。 P1からP4は底面が丸いものの、底面付近に砂

質士が堆積し、断面形が類似する小穴である.平面的な位置からみて柱穴の可能性が高いが、本住居

跡の軸と少しずれる.

遺物出土状況 埋土中から土器2，234点、石器類1点、小穴から土器65点が出土した，その多くはVI

期で、遺存状視のよい土器 (980、981)も含まれる.また、一部に縄文時代晩期後半~弥生時代前期

前半 (984、985)、V期 (982、983)の土器が認められた。とれらの土器片は周辺から流入したか、も

しくはとの時期の遺構を本住居跡が掘削したととによって流入したかもしれない.なお、遺構の時期

を示すような特観的な出土状況は認められなかった.

出土遺物 980はVI期の壷Hlb類.口頭部が直線的で、胴部が偏平である.最大径が胴部中央よりわ

ずかに下がった位置にある。 981はVI期後半の高部C2b類.口縁部がわすがに内湾しながら立ち上がり、

端部が内傾する.また、端部の一部に外側へ引き出された形状の部位があり、片口状を呈する。 982、

983ともにV期の高邦B類。口縁部が短く外反し、 983は波状文と直線文が認められるo 984は縄文時

代晩期後半の深鉢。 985は上半に刺突文と癌状の突起が認められ、下半には貝による条痕が認められる。

変容壷の可能性があり、縄文時代晩期後半~弥生時代前期前半が考えられる.

時期 VI期のSB232を切るが、出土遺物のうち遺存状況のよい土器が明朗であるため、本遺構の時期

もVI期と考えられる.

工二二ト--Z4
'¥ .;<Jf鋸主--S!醐

理参~ ~， 
。 10cm 

(8=1/4) 

圃32688228遺物実測圃
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しまりなし粘性なし
径O.届~3cmの亜円穣4附含む

P5 P6 r 
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1届Y2/1黒色士
ややしまる粘性ややあり
径1~5咽の亙円讃待合むt柱痕跡)
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石 2
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径1~2岨のE同署l iIE角積，7lI>含む
22.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性ややあり
径1-2岨の亙円礎E角護市含む
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12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1~2田の亜門様7lI>含む

てヨー

72£Jri 
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12.5Y2/1黒色土
ややしまる粘性やや強い
径l岨のE円礎T胃含む
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しまりなし粘性なし
径O.5~3岨のE円襲40'11含む
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12.5Y3/1呆褐色土
ややしまる粘性やゃあり
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ややしまる粘性やゃあり
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P8 L 

7.20m __L工ア

15Y2/1黒色土
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しまる粘性ややあり 径目 5"""'ocmlのE門事，，~角礎15!i含む

ややしまる粘性やゃあり
径1-生理の亜円硫2怖含む

径1~3咽のE角礎含む
炭化物わずかに含む

22.5Y3/2鳳禍色土
しまる粘性ややあり
径1~2咽のE角礎含む

N 
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てZア

。 Pll 0' 

15Y2/1鳳色土11.5Y2/1黒色土
しまり弱い粘性やや強い
径l~3皿の亙円礎1%"含む

ややしまる粘性やゃあり
径1~2cmの亜円磯首含む

R P14R'  

7mm i 
、記ム与主d

12.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
径l岨以下の亙阿襲7冒含む
25Y2/1黒色土ややしまる粘位やゃあり
径1-日岨のE円襲10冒含む
31.5Y2/1黒色土ややしまる粘性やや強い
径1-3岨のE円襲l開含む
41.5Y3/1オFープ黒色砂質土しまりなし粘性なし
径1-3岨のE円襲3閃含む(買層)

園328 SB228遺構図 (2)
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しまりなし粘性なし
径1-3皿の亜門機3悦含u
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ノー
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ややしまり強い粘性ややあり
径1-3岨のE円襲1鴎含む
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(5=1/50) 
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SB229 (遺構:園330、遺物:図329)

検出状況 西部東側北寄りの北側の竪穴住居跡密集域に位置する。 SB232とSK03966を切り、北西隅

部は撹乱によって失われている。

形状 平面形は南東間部、南西隅部が確認できるが、それぞれの壁面は査みが大きく不整形である。

南北長約4.3m、東西長約3.9mを測る。深さは約O.1mで壁面傾斜は緩やかであるロ

埋土 磯や炭化物が混じる黒色土が単層で堆積する。埋土中にプロック土などの混入物があることか

ら、人為堆積の可能性がある。

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。床面上で直径約0.3mの小穴を12基確

認した。深さ約0.1m.........0.2mで、なかには問、 Pllのように底面が平坦な小穴も認められるが、明隙

な柱痕跡は認められなかった。また、平面の位置関係に規則性のある小穴も認められなかった。

遺物出土状況埋土中から土器1，672点、石器類2点が出土し、小穴から土器39点が出土した。土器

の大半は羽期~四期であるが、 V期の土器 (988)の土器もわずかに認められた。なお、遺構の時期を

示すような特徴的な出土状祝は認められなかった。

出土遺物 986は羽期-vn期の壷B1類。口縁部が短く外反し、打ち欠きが認められる。 987は羽期~

刊期の査胴部と考えられる破片に線刻のある資料。円弧状の意匠の外側にさらに別の意匠がつながる。

988は口縁部が短く立ち上がるV期の高部B2a類。端部は外側へ拡張して、直線文を施文する。波状文

も認められる。 989は刊期の土製品。遣存する破片は一部のみだが、口縁部が残り長軸が復元可能で

ある。復元した長軸は推定約9.3cmで、平面形が楕円形を呈すると考えられる。短軸はその最大長に相

当する破片を欠損するが、上部に位置する沈線に短軸の最大長に相当する部位まで残存するのが認め

られるので、乙の部位の延長上で短軸長を推定すると約4.3c皿となる。断面形は傘形で天井部にわずか

に平坦な部分が認められる。この部分に貝による羽状文が認められる。口縁部下半2分のl付近に細

沈線を回し、その下位に精織な文様を施文する。口縁部下半の沈線さらに下方に細沈線をめぐらせ、

その上下に別の文様が認められる。上段はクシによる山形文を三重にして施文し、下段には沈棋を挟

んで羽状文を貝によって施文する。また、口縁部下半の沈線より上から天井部の平坦部まで赤彩を施

す。 989は狭い範囲内での文様の使い分け、天井部のわずかな部位への施文などに精織なっくりが認

められる資料である。平面形、断面形、さらには法量の点から石製合子との類似点が多いので、石製

合子と類似する土製の蓋と考えられる。また、時期は先にもふれたが、施文された文様が刊期の高坪

D類の文様に類似することから、それと同じ時期と考えられる。

時期 出土遺物の時期と羽期-vn期のSK03966とVI期のSB232を切るととから、羽期~四期と考えら

れる。

同橋翻雪~6

¥ 
て」
T

会込b込卿
01Ocm  

(S=1/4) 

園329SB229遺物実測園
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担230(遺構:図332・333、遺物:園331)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。周辺の時期が前後する複数の竪穴住居と

重複し、 SB228とSB229に切られ、 SB231とSB232を切る.北壁の一部を撹乱によって失われており、

SB228によって東壁は削平されている。

形状 南北長は約5.8m、東西長は東側にある壁溝から推定すると約5.7mと考えられ、平面形は方形

と考えられる。西辺は直線的だが、その他の壁面は不整形である。深さは約O.2mであり、壁面は急傾

斜である。

埋土 2層に分層した。離が混じる黒色土が厚く堆積し、砂質土が床面直上にわずかに堆積する.

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。東側で南北方向に伸びる溝は、西壁と

平行することからみて、滅失した東壁に沿う壁溝と考えられる。また、直径約0.3mの小穴を4基確認

し、その位置は東壁付近に偏在する。深さは約0.1m'" 0.2 mで明瞭な柱痕跡は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器820点、小穴から土器9点、壁溝から土器5点と粘土塊が出土した。

土器はいずれも摩耗した小片で、 VI期"，vn期に属する。なお、遺構の時期を示すような特徴的な出土
状況は認められなかった。

出土遺物 990はvn期の高杯D類。脚部が付根から外反する。 991
は低脚の費脚部でVI期~刊期の費E類の可能性が高い。

》応990 ム主~捌
時期 出土遺物の時期と重複する周辺の竪穴住居との関係から、

百期~四期と考えられる。

D 

7.20m 

Pl 0' 

てコ二ア

12.5Y3/1黒褐色士
しまる粘性ややあり
径1-ゐ皿までの亜角穣含む

P2 E' 

τEア
12.5Y2/1暴色土
しまる粘性やゃあり
径1-2cmの亙角様含む
22.5Y3/2暴褐色土
しまる粘性なし
径1-2cmの亙角磁含む

園332

SB231 (遺構:園335、遺物:図334)

国331

7伽す

12.6Y2/1黒色土
しまる粘性やゃあり
径1-2cm.までの亙角磯含む

S8230遺構図(1 ) 

12.5Y2/1黒色土
しまる粘性やゃあり
径1-2皿の亙角様含む
炭化物ごとわずかに含む
22.5Y3/2黒褐色土
ややしまる粘性なし
径1-2皿の亙角様含む

。

(8=1/4) 

8B230遺物実測園

壁溝 H' 

7.2Om毛←

12.5Y2/1黒色土
しまる粘性やゃあり
径0.5-1岨までの
直角磁・亜門機20%含む

2m 

(8=1/50) 

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。東側の多くは、 SB230とSK03966によっ

て切られる。

形状 南北長は約5.0mを測る。西辺と南辺は直線的だが、北辺は不整形で外側に広がるように伸びる.

深さは0.2m以下で、北壁と西壁の壁面傾斜は緩やかである。

埋土 2層に分層した。醸の混じる黒色士が厚く堆積し、壁面付近や中央部の床面直上に砂質士が堆

積する。

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。南西隅部付近に位置する小穴を3基確

認した。いずれもO.1mにも満たない浅い小穴で、明瞭な柱痕跡は認められなかった.また、重複する

遺構底面の小穴との位置関係も検討したが、柱穴の想定には至らなかった。
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SB230遺構図 (2)園333
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遺物出土状況 埋土中から土器760点、小穴から土器119点が出土した。土器の多くはVI期~刊期の

摩耗したもので、一部に縄文時代晩期後半の土器 (994)が認められたが、遺構の時期を示すような特

徴的な出土状況は認められなかった。

出土遺物 992は内外面にハケ目が認められる四期の壷C類。口縁部が短く直線的に立ち上がるが、

やや外方へ聞く。 993は外面にハケ目が認められる壷B類底部。胴部が強く膨らむことから、下膨れ

の胴部をもっと考えられる。四期の壷B類の可能性がある。 994は縄文時代晩期後半の深鉢の胴部片。

やや右下がりの条痕が認められる。

時期 後出するSB230はVI期~刊期であるものの、出土遺物の時期からVI期~刊期と考えられる。

τ92 川
ハ
け

u

h

龍一ヤ 10cm 

(S=1/4) 

図334 S8231遺物実測図

S8232 (遺構:図336・337、遺物:図338)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。北側でSB228、西側でSB229、SK03966に

切られる。北壁、西壁とも後出するSB228・SB229によって失われている。

形状 南北長約5.5m、東西長約5.3mでほぼ方形である。南辺は直線的だが、東辺はわずかに弧状で

南西隅部は丸みをもっ。深さは約O.1mで南壁、東壁ともに壁面傾斜は緩やかである。

埋土 3層に分層した。いずれも礁が混じり、床面直上に砂質土が堆積する。

床面 床面はほぼ平坦で磯層が露出し、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。床面上で小穴を8

基確認した。直径約0.3mの小穴で、深さは約0.2mである。明瞭な柱痕跡は認められなかったが、 P1

'" P3、P5の4基は埋土に炭化物が混じる。また、床面上で北西隅部を除き全周する、幅約1.0m、深

さ約O.1mの溝を確認した。北壁中央付近が深くなり、掘形に伴う溝と考えられる。

遺物出土状況 埋土中から土器990点、小穴から土器5点、掘形に伴う溝から土器202点が出土した。

摩耗した土器小片が多く、主に羽期前後の土器が認められた。 P1からV期末"'VI期前半の高坪 (997)

が出土した。他にも同時期の土器 (995、996)が認められる。掘形に伴う溝の土器はいずれも羽期前

後の小片であり、縄文時代晩期後半の土器(1000、1002)も出土した。

出土遺物 995はV期末"'VI期前半の費A3類。口縁端部が弱く屈折し、沈線と刺突文が認められる。

996はV期末"'VI期前半の鉢A3b類。口縁部が強く屈折し、端部は肥厚気味である。端部、胴部に刺突

文、頚部直下に直線文が認められる。 997はV期末"'VI期前半の高坪B3b類。口縁部が強く外反し、端

部は尖り気味である。 998は内外面に太い沈線のある縄文時代晩期後半の浅鉢。 999はV期~四期の査

胴部片。一部に線刻が認められる。 1000は尖り気味の口縁端部の下に低い突帯を貼り付けし、押庄が

認められる縄文時代晩期後半"'1期初頭の壷。 1001はわずかに外反する口縁部に半載竹管による短沈

線が認められる。 I期の資料で深鉢であろう。 1002は口縁端部がやや外方へはみ出す縄文晩期後半の

深鉢。外面には、右下がりの条痕がわずかに認められる。

時期 出土遺物の時期とVI期~刊期のSB228、SB229、SK03966に切られることから、 V期末"'VI期前

半と考えられる。
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58230 

S8231 

15Y2/1黒色土ややしまる粘性やゃあり径1-4c皿の亜同様・亜角穣1似合む土器片わずかに混じる
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て ムミ「( "==士ナ¥
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7.5Dm 

7 

15Y2/1黒色土ややしまる粘性やゃあり径1-仇血のE同様・亜角礎10梶含む土器片わずかに混じる
27.5Y3/1 オリーブ黒色秒質土しまりなし粘性なし径1-お岨の亜同様3~含む
32.5Y2/1黒色土しまる粘性やゃあり径1-3咽までのE角礎・亜円積2日%含む{四埋土}

P3 E' 

7Z4L-?五¥d;-
Pl C 

7.10m---.:ζ:!:7-

1 2.5Y2/1黒色士
しまる粘性.~ゃあり
径1-3岨までの亙角礎・亙同様20%含む

12.6Y2/1黒色士
しまる粘性ややあり
径1-2岨までの豆角磁20%含む

12田昌Y2/1黒色土
しまる粘性あり
俸0.6-2咽までの亜角磯30%含u

2m 

(S=1/50) 

。

SB231遺構図園335
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15Y2/1黒色土ややしまる粘性ややあり径O.6-7cmの亙円礎・亜角磯市含む
22.5Y2/1黒色士しまり弱い粘性やゃあり径1-2rnmの亜角横・亜円積誠含む
37.町3/1オPープ黒色砂質土しまりなし粘性なし径1-4cmの亜円積3附含む
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12.5Y2/1黒色土

1町 2/1黒色土ややしまる特性やゃあり径骨.5-5血の亙円積亙角積10'1>含む
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径1-2C1lまでの亙角積も含む
炭化物ごくわずかに含む

しま渇粘性やゃあり
径1-3C1lまでの宣角襖含む
炭化物ご〈わずかに含む

径1-2固までの亙角礎含む
炭化物散在してわずかに含む
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12.町2/1黒色士
しまる粘性ややあり
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12.5Y2/1黒色土

P8 J 

7伽て土7

12.町'2/1黒色土
しまる粘性ややあり
径1-5圃までの

F P4F  
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12.5Y2/1黒色土
しまる粘性やゃあり
讐0.5-2四までの
亜角穣含む

。
径1-4咽までの亙角磯多く含む

しまる粘性やゃあり
径0.5-2岨までの
E円模・亙角礎10%含む

亜門礁・亜角穣30%含む

園336 S8232遺構図(1 ) 
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しまる粘性やゃあり
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炭化物ごくわずかにあり
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(5=1/50) 
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童三E((u: 

--， .96 

担233(遺構:固339、遺物:固340)

義主義ど
務-~ 1蜘 ~ll附1 鴇~7J 1002 

圃338 8B232遺物実潤固

01Ocm  

(S=1/4) 

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する.西側でSK03982を切り、 SK03976に切ら

れる。また、北東隅部と南壁の一部を撹乱によって失われている.

形状 南北長約4.5m、東西長約3.9mを測る。北辺と酉辺は直線的だが、東辺と南辺は弧状となり不

整形である。深さは約0.2mであり、北壁の壁画は急傾斜だか、その他の壁画は緩やかである。

埋土 4層に分層した.諜やプロック土の混入が顕著であり、人為的に埋め戻された可能性がある.

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった.床面上で直径約0.2mの小穴を3基確認

した.いずれも東壁際に分布し、 P1とP3は断面形から柱穴の可能性があるが、対応する柱穴は確認で

きなかった.

遺物出土状況埋土中から土器9.707点、小穴から土器71点、石器類1点が出土した。 V期--1X期ま

での土器片が認められ、そのなかで大半を占めるのが咽期の土器である。 P3からも四期の土器 (1023)

が出土し、四期の土器は重複するSK03976の土器が混入した可能性がある.

出土遺物 1003は羽期~四期の壷A3類.内面に屈折する部位から、口融端部まで羽状文を施文する.

1004は口i俵端部を上下に拡張する四期の壷A5類.端部には2条の沈線が認められ、外面の端部と頭

部以下、内面の口i縁部に赤彩を施すo 1005はw期の壷C類。口縁部が短く置立するが、全体に器壁が
厚〈、っくりが雑であるo 1006--1008は咽期--1X期の小型丸底壷。口縁部が内湾しながら立ち上がり、

偏平な胴部が認められる.いずれも精織なミガキは認められないo 1009は羽~刊期の壷底部o 1010は

下膨れを呈する咽期--IX期壷の胴部下半。胎土・調整からSK03976出土3048と同一個体の可能性があ

る。 1011--1015はvn期~咽期の費D類o 1011、1012は費D3類、 1013は賓D2b類である。 1014、1015

は脚部o 1014は小型品であろう。 1016は四期高杯G3c類。 1017は四期の高杯D2類.内湾する口縁部

をもち、端部は下端をやや肥厚させて内傾面を形成するo 1018は四期高杯D4類.多条沈線を4帯施

文し、その聞に山形文と対向山形文を施文する。 1019はVU期の高杯D類脚部.付根径が小さく、付根

から脚部が外反する。杯底部の段はわずかに認められるo 1016、1018は多条沈線が少条化しているこ

と、 1019の杯底部が狭くなっていることから、 VU-2期前後と考えられる。1020は四期の高杯D類の

脚部.側面に打ち欠きの痕跡が認められ、破損した断面に煤が付着するo 1021は付根に車線文が認め

られる脚部o V期の高部I類の可能性があるo 1022は四期高部D類の脚部.付根から脚部はわずかに

内湾するo 1023は小型の高坪脚部.強く外反することから四期の高坪GもしくはH類と考えられる.

時期 出土遺物の時期及びP3出土遺物の時期から、四期と考えられる.
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12.5Y3/1黒褐色土やや暗色しまる特性やゃあり径3-5cmまでの夏角様仰弘含む
土器片多く含む(SK03976温土}
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S8233遺構図園339
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SB234 (遺構:園341、遺物:図342)

淵ミ み民
1021 1022 1023 。 100m 

(S=1/4) 

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置し、 SB237を切り、 SK03985に切られる。

形状 北西隅部、南西隅部はいずれも丸みをもち、西辺は内側へ向かつて弧状を呈する。南北長は約

6.8mで、北壁付近では深さO.lmにも満たないが、西壁付近では約0.3mの深さがある。

埋土 3層に分層し、ほぽ水平堆積である。上層のみに礎が混じる。東側に位置する溝が壁溝であれ

ば、 A断面4層とB断面2層が掘形を埋めた士層と考えられる。

床面 ほぽ平坦で、硬化面や炉跡は確認できなかった。東側に幅約O，lmの溝を確認した。北端が北と

の位置関係に合致しない点に課題があるが、西壁画にほぼ平行するととや埋土の検討から、壁溝の可

能性が高い。また、小穴を4基確認した。 P2は柱痕跡を確認したが、その他は認められなかった。

遺物出土状況 埋土中から土器2，144点、石器類1点、小穴から土器76点、壁溝から土器77点が出土

した。小片が出土した縄文時代晩期後半(1034......1036)の土器や町期(1028、1029)の土器を除くと、

残る大半はV期後半~四期の土器である.なかでも、刊期前半とvm期の土器の割合が高い。 1031はほ

ぼ完存品のV-3期の高坪で、重複するV-3期のSK03985より混入した可能性が高い。

出土遺物 1024は四期の小型丸底壷。口縁内面に暗文風のミガキが認められる。 1025は四期の柳ヶ
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12.町3/1黒褐色士やや暗色ややしまる粘性やゃあり径3阻-4cmの亙阿梅わずかに含む鉄分沈着あり
22.町3/1 黒褐色士ややしまる粘性やゃあり灰色士のプロック~含む鉄分沈着わずかにあり
32.町3/1黒褐色士やや暗色ややしまる粘性あり下部において灰色士のプロック関含む鉄分沈着わずかにあり{墜構温士)
45Y3/1オHープ黒色士ややしまる粘性やゃあり鉄分沈着わずかにあり 7.5Y4/1灰色士のプロックわずかに含む

F P4 

7∞mて土フ?伽芯す7伽 J合J
子よイ

2m 

12.町3/1黒褐色土やや時色
ややしま粘性やゃあり
灰色土のプロック邸含む

(8;;;1/50) 

。
12.5Y3/1黒褐色土やや茶色
ややしまる粘性やゃあり

鉄分沈着あり
22.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

35Y4I2灰オPープ色土
ややしまる粘性やゃあり
灰色土のプロック10百合む

SB234遺構図

12.M/1黒褐色土やや暗色
ややしまる粘性やゃあり
炭化物ごくわずかに含む
鉄分沈着わずかにあり

22.M/1黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
35Y4/2灰オFープ色土
ややしまる粘性やゃあり

固341

12.町 3/3暗オリーブ褐色土
ややしまる粘性あり
黒色士プロックl附含む
下部は灰色土のプロック10叫含む
26Y4Il灰色土
ややしまる粘性ややあり
オリープ黒色土のプロック鴎含む
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坪型壷E類。口頭部が頭部から外方へ置穂的に伸び、口縁部で屈折して再び立ち上がる.口縁部には

打ち欠きが認められる。 1026はV期の脚付壷K類の胴部と考えられる.突帯の聞のスタンプ文は二重

の円形で、それぞれを右下がりの沈線でつないで双頭禍文的にしている.1027は刊期の費D2a類であ

る。 1028、1029はN期の高部A類.口縁部が内湾し、端部に平坦面を形成するo 1030はVD期の高杯

C4d類。多条沈稼4帯の聞に山形文を施文するo 1031はV期高杯B3a類。口径が大きく、口縁部が強

く外反する。脚部は付根から外反し、裾部でさらに外反を強めるo 1032は刊期の高杯D1類。杯底部が

狭小で、わずかな内面の段をもって口縁部が立ち上がる。内面には羽状ミガキが認められるo 1033は

V期の器台A類01034""1036は縄文時代晩期後半の資料。 1034は目録端部直下に押し引きのある突

帯を貼付する深鉢。 1035は口縁端部を外方へ折り曲げ、その直下に突帯を貼付する深鉢o 1036はわず

大~
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固342 S8234遺物実測園
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かに外反する口縁部をもち、断面がつぶれた低い素文突帯を 1条認められる。変容壷と考えられる.

1037は打製石斧。表面に自然面を有する礁を使用し、縁辺部に調整を加えて形を整えている。

他時期の遺物が出土しているものの、 VI期のSB237より後出することからVI期~咽期と考えら

弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物第3節

時期

れる。

SB235 (遺構:図343)

西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。東半分は未調査区域にあり、全形は不明

である。北側はSK03988に切られる。

検出状況

西壁は直線的で、南西隅部は丸みをもっ。深さはO.1mに満たない。壁面はわずかに立ち上がり

が認められる程度で、その傾斜は緩やかである。

磯や炭化物の混じる黒褐色土が単層で堆積する。

ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった。直径約0.3mの小穴を5基確認した。そ

形状

埋土

床面

のうち、 P4は柱痕跡が認められるが、本遺構に伴う柱穴かどうかは定かでない。

埋土中から土器305点、小穴から土器47点が出土した。その多くは摩耗が進行した羽

期~四期の土器片であり、遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。

出土遺物の時期から、 VI期--V1期と考えられる。

遺物出土状況

7.00m、tョ念「

1 2.5Y'3/1黒褐色士
キや暗色キやしまる
粘性ややあり
鉄分沈着あり

1 2.5Y'3/1黒褐色土やや時色
ややしまる粘性あり
灰色土のプロックわずかに含む
鉄分沈着わずかにあり
22.5Y'3/1黒褐色土やや時色
ややしまる粘性あり
炭化物散在してわずかに含む
土器細片ご〈わずかに含む
35Y4/1灰色土
しまりなし粘性やゃあり

7町lt-F P3F  

瑚 mてエア

1 2.5Y'3/1黒褐色土
やや時色ややしまる
粘性やゃあり
炭化物わずかに含む

鉄分沈着あり
25Y4/2灰オロープ色土
ややしまる粘性やゃあり

鉄分沈着あり
35Y4/1灰色土しまりなし
粘性わfかにあり

1 2.5Y'3/1黒褐色土
やや暗色ややしまる
粘性やゃあり

鉄分沈着あり

P5 H 
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SB235遺構図園343

12.5Y3/2黒褐色土ややしまる粘性やゃあり
炭化物どくわずかに含む鉄分沈着あり
灰色土のプロックわずかに含む
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SB236 (遺構:図345、遺物:図344)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置するロ南西隅部と床面の一部を撹乱によって失

われている。西側でSB237を切り、北東隅部でSB238に切られる。

形状 南北長約4.5m、東西長約5.3mで東西に長い長方形と考えられる.深さは約0.2mで、各壁画と

も傾斜は緩やかであるロ北辺と西辺は直線的だが、南辺は中央がやや内側へくぽむ。

埋土 3層に分層し、ほぽ水平堆積である。上層には醸混じりの黒褐色土が厚く堆積し、床面直上に

炭化物の薄い層が広がる。

床面 北隅部に壁画に沿ってL字状に屈曲する壁溝の一部を確認した。中央には炭化物層が広がり、

他の部分と比べると硬化していた。その他、炉跡や小穴は確認できなかった。

掘形 底面はほぼ平坦であり、底面で遺構は確認できなかった。掘形埋土は2層に分層でき、ブロッ

ク土の混入が目立つ。

遺物出土状況 埋土中から土器7，256点、石器類1点、小穴から土器37点が出土した。土器はいずれ

も摩耗した小片ばかりで、多くは四期......vm期にあたる。

出土遺物 1038は四期~区期の費。口縁部が頭部で屈折して、くの字となるがわずかに内湾する。端

部は内面をわずかに肥厚させる。摩耗が著しいが、形状からみて布留型曹を模倣した可能性がある。

1039は四期の費D3類。ロ縁端部がやや肥厚する。 1040は刊期の費D2a類。口縁部が屈曲して、端部

が外方へ引き出される。 1041、1042は羽~咽期の費D類の脚部。裾端部に折り返しが認められる。 1043、

1044は羽期~四期の壷A類。 1043は内面で屈折して口縁部が立ち上がり、内面に刺突文が認められる。

1044は円形浮文が認められる。 1045はVI期......vn期の壷B2a類。口縁部が直線的に短く聞き、端部に外

傾する平坦面が認められる。 1046はvn期の高坪D4類。多条沈線聞に山形文を施文する。 1047の意匠

は不明だが、沈線による文様があり、赤彩された円文が認められるo V期--VI期の壷胴部片と考えら

れる。 1048はvn期の高坪G3類の脚部。直線文と山形文が認められる。 1049は砥石。上部と裏面に煤

が付着する。上下及び右側面は欠損する。

時期 出土遺物の時期と四期のSB237を切ることから、 vn期~四期と考えられる。

〉十く1蜘

己矛糊
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事7.::6 く号、 1叩 • (1049:S=1/3) 
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主三コ 1側 (S=1/4) 

園344 S8236遺物実測園
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SB237 (遺構:園346・347、遺物:図348)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する.西側をSB234に、東側をSB236にそれぞ

れ切られ、南東隅部付近はSB236の削平を受け不明である。

形状 南北長約5.5m、東西長約4.2mで、南北に長い長方形を呈する。確認できた各辺とも直線的で、

深さは約O.1mである。壁面の傾斜は北壁、東壁は急傾斜だが、西壁、南壁の傾斜は緩やかである。

埋土 3層に分層したロほぽ水平に堆積するが、 2層の灰オリープ色土がレンズ状に入り込む。

床面 ほぽ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認できなかった.床面において平面形・断面形ともに形

状が様々な小穴を4基確認した。 Plは長軸1.52mで楕円形を呈する。深さはO.46mで、最深部は中央

より南側にある。底面は狭く、断面形はV字形に近い。埋士は5層の堆積が認められ、水平堆積で徐々

に埋没が進行したと考えられる。なお、中層には炭化物が混じる。 P4は直径O.80mの円形で、深さは

A 

7.20m 

A' 

2 1 3 。
土器島 石

12.町 3/1黒褐色土ややしまる粘性あり土器細片散在して含む炭化物散在して含む鉄分沈着あり
27.5Y4/2灰オリ}プ色土しまりなし粘性なしオリープ黒色土のプロック誠含む土器細片わずかに含む鉄分沈着あり
3町 3/1オ日}プ黒色土ややしまる粘性あり土器細片わずかに含む鉄分沈着あり

園346SB237遺構図(1)
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0.42mである。断面形はV字形で4層に分層でき、 2層が柱痕跡の可能性がある。

遺物出土状況 埋土中から土器1.968点、小穴から土器376点、木製品1点が出土した。土器の大半は

摩耗した羽期から四期の小片で、遺構の時期を示すような特徴的な出土状況は認められなかった。 P1

の出土土器は小片ながら四期のものが大半である(1056、1060、1063)。また、 4層からは木片が出土

した。 P4からは主に2・3層からVII期前後の土器小片が出土した (1061、1062)。

出土遺物 1050、1051は刊期の壷A類。 1050は頭部から口縁部が強く外反し、端部を上下に拡張する。

1052も四期の高杯D4d類.直線文のほかに山形文と羽状文が認められる。 1053、1054は四期高坪C類。

1053は坪底径が小さく、口縁部が内湾する。 1055はVI期曹Dlb類で、刺突文が認められる。 1056"-' 

1058はVII期費D2類。口縁部が屈曲して、端部をわずかに拡張する。 1059は口縁部の屈曲が弱く咽期

の費D3類である。 1060はVI期"-'VII期の鉢A4a類。口縁部が頭部で弱く屈折して短く立ち上がる。文

様は認められず、胴部外面にはケズリ調整が認められる。 1061、1062ともにVI期~四期費D類脚部。

1062は内面の指頭圧痕が著しく認められ、端部の折り返しが顕著である。 1063は四期費D類脚部。脚

部が直線的にハの字に聞き、端部に折り返しが認められる。

時期 小穴出土遺物の時期とVII期のSB236に切られることから、四期と考えられる。
。 P1 C' D P2 0' 

7.00m 土器 1 7.00m 

l宝石
場者

1 2.5Y3/1黒褐色士ややしまる粘性あり
土器細片ご〈わずかにあり
鉄分沈着わずかにあり
2 2.5Y3/1黒褐色士ややしまる粘性あり
炭化物散在して含む
3 2.5Y2/1黒色土ややしまる粘性あり(強川
炭化物2より多く含む
4 5Y3/1オリーブ黒色土
しまりなし粘性やゃあり
木片ごくわずかに含む
5 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性やゃあり

1 2.5Y3/1晶褐色土やや署員いややしまる
粘性あり灰色土のプロック2飢含む

E p3 E'・

7目OOm

1 2.5Y3/1黒褐色土ややしまる粘性あり
2 7.5Y4/1灰色土しまりなし粘性なし

園347SB237遺構図(2) 
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園348SB237遺物実測園
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12.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粕位あり
鉄分沈着わずかにあり
25Y3/1オリーブ黒色土
ややしまる粕性あり
炭化物散在してわずかに含む
35Y3/1オリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
灰色土のプロック201含む
47.5Y4/1灰色土
しまりなし粘性なし
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SB238 (遺構:図349、遺物:図350)

検出状況 西部東側北寄りの竪穴住居跡密集域に位置する。南西部でSB236を切り、東半分を大きく

撹乱によって失われている。確認できたのは北西隅部から南西隅部にかけての範囲である。

南北長約3.1mで、深さはO.lmに満たない。壁画の立ち上がりはわずかに確認したのみであるe

4層に分層したo 2層と4層には灰色土のブロックがわずかに混じり、人為堆積の可能性があ

形状

埋土

東壁にそって幅約O.lmの壁溝を検出した.床面はほぼ平坦で、硬化面、貼床や炉跡は確認でき

なかった。直径約0.2mの小穴を6基確認し、いずれも浅く、明瞭な柱痕跡は認められなかった。

る。

床面

遺物出土状況 埋土中から土器250点、小穴から土器43点、壁溝から土器24点が出土した。いずれ

もVI期~四期のもので、 P2から費 (1064)が出土した。

1064はV期"-'VI期の費A3類。直立する頚部から口縁部が屈曲する。端部は凹面を形成する。出土遺物

1065はvn期の高坪C4d類。多条沈線の聞を振幅の小さい山形文、対向山形文を施文する.
出土遺物の時期と四期~四期のSB236に切られることから、刊期"-'VDI期と考えられる。
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7.00m~ー下ぺ一一一
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1 10YR2/1黒色土
しまりあり粘性あり
7.5Y5/2灰オ日ープ色土
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プロック碍混入
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110YR2/1黒色土
しまりあり粘性あり
7.5Y5/2灰オPープ色士
プロック鴎混入
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7.5Y5/2灰オリープ色土
プロック碕混入
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プロック邸混入
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58239 (遺構幽図352-355、遺物:図351)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、東辺の半分は撹乱により失われている。 SB226、

SB240、5K04036を切り、検出時に中央南側で土器がまとまって出土した。

形状東西長約6.0m、南北長約5.2mで、東西に長い隅丸長方形を呈する。壁画傾斜は急である。

埋土床面までは単層であり、機の混入が多いものの、その成因は不明である。

床面 ほぽ平坦であり、貼床{整地土)がある。床面上で小穴11基と壁溝を検出した。平面的な位置

関係からPl(もしくはP5)-P4の4基を柱穴と考えたが、住居の平面形と比較して西に寄りすぎて

いることから、やや疑問も残る。壁溝は南壁沿いと東西壁沿いの南側にかけて検出した。東西側の幅

がやや広く、南壁中央東寄りで途切れている。

掘形 掘形埋土は単層であり、磯やブロック土の混入が目立つ。その底面で小穴28基と溝5条を検出

した。小穴の埋土は大半が単層であり、 P23やP29のように深い穴も認められるが、その性格は不明で

ある。また、溝はいずれも幅約0.2mで浅く、不定方向に延びている。そのうち、 5D3は5B226東辺の

延長ライン上にあることから、 SB226との関連性が指摘できるかもしれない(図355)。

遺物出土状況埋土中から土器1，830点、灰勅陶器1点、石器類2点、小穴から土器173点、壁溝から

土器14点が出土した.遺物の大半はV期~羽期の土器片であり、問、 P4の聞でVI期高部杯部 (1070)

が潰れた状態で、そのすぐ東側でVI期鉢 (106η が正位で出土した。

出土土器 1066はV期壷A類。頚部に貼付突帯があり、その上下に円形刺突文が施文される。 1067は

VI期鉢A3a類e 口縁部が短くくの字に伸び、端部がわずかにつまみ上げ気味となる.1068はV期高部

B2b類。口縁部が短く外反する。 1069はV期-VI期高杯B4類α口縁部が弱く外反するα1070はVI期高

杯C2類。口縁部が内湾しながら立ち上がる。ん念なミガキが認められる。 1071はVI期器台Bl類脚部.

1072は管玉で、長さ30.3阻とやや大きい。完形品であり、上下2方向から孔が穿たれている。 1073は

台石で、肩平な自然面を利用している。

時期 出土遺物の時期から、 V期-VI期と考えられる。

þ~~，((... ~-^ 酬 「三 1// ~一一---}---てdf.
ι且血出岨岨判 I ( ...___、 I <?' 11M曲8

ピコロ口九よ 1066

1071 

、'- I y'  1069 

。 5cm 

(1072:5=1/2) 
1072 

日 IOcm

(8=1/4) 

園351 88239遺物実測園

/ 
に--.....:::→

I! 
1073 

。 20叩

(1073:8=1/6) 
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A 

7.20m 
石

石 石

1 2.6Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 径1-3岨積20%混入
2 6Y3/2 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径0.6-1岨礎6%混入
3 10Y2/1 黒色土ややしまる粘性やゃあり 径1-2四積10%混入 2.6Y4I6オリープ褐色土プロック20%混入

C 

7.20m 

C' 

D 

7.20m 

0' 

。 2m 

(S=I/5ω 
園352 S8239遺構図(1)



ー|。

Pl 

E 石 I~
7.10m __  ....... ____ 

ー『、よJ

1 2.6Y2/1 黒色士
ややしまる粘性ややあり
径1哩機6%混入

P5 

E' 
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P4 

H H・

7:1而てU一一
JL 12L  
7.10m可::b- 7.10τジ ..._r

P6 

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性ややあり
径ICIl:積10%混入

P7 

1 町3/1 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-2圃礎10%混入

J J・
一一一一 1 一一一-

K K' 

1 oY2/2 オ日ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径l岨礎10%混入

7.百百ぺ多j 7.1伽-=土pー 7.10m____J 
司、園』ーーーー- miてケJ 7.10m --c::!:;:r 

1 2. oY2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1田榛10%混入
2 7.oY3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.1-0目E皿礁20%混入

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる
粘性やゃあり
径2国費3%混入

1 2.5Y2/1 黒色士
ややしまる
粘性やゃあり
径1-2四割島10%混入

国353 SB239遺構図 (2)

1 回3/1 オリープ黒色士
ややしまる
粘性ややあり
種1-3圃直属10%混入

。

1 2.5Y2/1 黒色土
ややしまる
粘性やゃあり
径1園積10%混入

2m 

(S=1/50) 
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H 

7.10m 

Pl0 

石 1 H' 
~ー↓司ー一一

1 2.5Y3/1 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
径2園鶴10%混入

P12 
R R' 

7元一 } /ー
¥よj

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1岨襲5%混入

7Rケ

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5-1田義10%混入

P20 
yγ  

71FてL「ー

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径]-2国離10%混入

陀4

7:TEE+一

1 2.6Y3/2 黒縄色士
ややしまる粘性やゃあり
径1岨穣10%混入

， 正

7.10m~ 

宥

1 2.6Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径]-2国積6%混入

P32 
k' 

1 2.6Y3/2 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
径1団機10%混入

Pll 

1 2.町3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径2恒義10%混入

7.よ~

1 2.5Y3/3 時オリープ褐色土
ややしまる粘性ややあり
5Y2/1黒色土プロック30%混入
径0.3-0.5四積10%混入

P17 

v v' 

7.10mてエ7

1 5ロ/1 黒色土
ややしまる粘性なし
径1-2岨襲10%混入

P21 

7.10mす

1 5Y2/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1岨礎10%混入

7.10m寸ァ

1 2町3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径E担割13%混入

7可℃ア「一

1 2.6Y2/1 黒色土
ややしまる粘性ややあり
径l哩礎10%槌入

同3

7.10m十
右

1 2.町3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-2国旗6%混入

壁溝1 壁溝2

o 0・

mm+; 

1 2.町3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3坦磯5%混入

1 2.6Y3/1 鳳褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.6-1岨襲6%混入

P15 
T r 

'.10mもJ
P14 

S
V石
1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径lC111量10%混入

1 2.5Y3/1 馬術色土
ややしまる粘位やゃあり
径1恒雄10%混入

7可イア-
P19 

X X' 

710~ふ

1 2.5Y2/1 黒褐色土
ややしまる特性やゃあり
径1岨様10%混入

P22 

1 2.6Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-2国礎10%混入

P23 

• a b b' 

mてケ 六ヨ
1 5Y2/2 オリ]プ黒色土 1 2.5YZ/l 黒色土
ややしまる粘性やゃあり ややしまる粘性ややあり
径1岨積10%混入 径1-2岨横山%混入

陀6 ~7 

7伽て土ァー

f f 

七~
1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり

径1田藤20%混入 1 5Y2/2 オリープ黒色土

ややしまる粘性やゃあり
径0.1圃粗砂および
径1-2由様30%混入

7Eモf 7kレ一
1 2.5Y3/2 黒褐色土

1 2.5Y2/1 黒色士 ややしまる粘性なし
ややしまる粘性ややあり 讐0.5-1圃磯10%混入
径1恒義10%混入

P34 P35 
m m m 

， 町、

守込___./'"
7.10m 
「一一←一-r-

1 5Y3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3直線3%混入
2 5Y4/4 暗オロープ色シルト
しまりなし粘性なし 自

径2岨艇10%混入 ν 

1 2.6Y3/1 ..褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-2C1l'積10%混入

h 

園354S8239遺構図 (3)
(S"'I/50) 
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p p 

7.10m 1 

司事b一、
木

1 2.町3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径l岨酷%混入

可工二~

P37 

7.10m 

u 

て工ア

1 2.5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1岨積5%混入

P41 
u 

7.1Dm f 
、..!/

1 2.6Y2/1 黒色士
ややしまる粘性やゃあり
径1国機10%混入

P38 

ぜ

7.10mて土T

1 2.5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-2曲襲10%混入

7.1伽¥ヰシ

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5皿積10%混入

7 

P39 

a • 

v 

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性ややあP
径lC1l礎3%混入

P43 
v 

Xゾ
1 2.5Y2/1 黒色土

1 6Y2/2 オ3ープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径2唖礎10%混入

2 2.5Y3/3 暗オロープ褐色シルト
しまりなし粘性なし

ややしまる粘性やゃあり
径1司榛30%混入

w 

P44 
w' 

~ 

1 2.6Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-2国旗6%混入

SDl 

P45 
x x' 

710m-『平λ

SD2 

1 2.5Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性なし
径0.5-1田義10%混入

.. .. bb bb' 

7.10m~ 71EEJァ-

径1四蹟10%混入

P46 
y y 

710¥AT  

1 2町2/1 黒色土
ややしまる粘佳やゃあり
5Y4/4暗オ3ープ色シノレト
プロック10%混入

SD4 

7.1伽Fb-

7.10mウ

1 2.6Y3!1 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
径0.5皿機10%混入
2 6Y4/3 暗オHープ色シルト
しまりなし粘性なし
径0.5皿機10%混入

SOS 

ee 1 ee' 
7.而「ケ一一

1 2.5Y2/1 黒色土
1 5Y3/1 オFープ黒色土 1 6Y3/2 オロープ黒名士 1 2.田宮/1 黒色土

2fFふ222fあり ややしまる粘性特あり za109鮫ゃあり lZ1151込鳴り ややしまる粘性やゃあり
径0.5-1担割島10%混入

。 2m 

S8226との位置関係
(S=1/50) 
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シ
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園355 SB239遺構図 (4) (S=1/100) 
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SB240 (遺構:図356)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。北側を撹乱により失われ、南東側でSB241

を切り、北西側をSB239に切られ、住居の北東辺はSB239掘形底面で検出した。

形状遺構の大部分をSB239に切られるため全形は不明だが、北東一南西長は約5.lmで、隅丸方形を

呈すると考えられる。

埋土 単層であり、礁の混入が多い固また、埋土中から粘土塊が出土した。重複するSB239と遺構の

時期が近いため、人為堆積の可能性がある。

錨239-P4O

/ 

雪|回
I r 882.39-Pll 

-ai 11 

組F、わエぜlてヨPw1 _A_J( 

~-

錨240

剖

A 

7.20 m 
粘土 石

"= ~ 
A 

士棒 右

]J』
~ 寸¥

、

y
y
 y
 

A' 

A' 

。 2m 

(S=1/50) 1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径0.1皿粗砂及~量1-2咽礎30%混入

Pl P2 P3 P4 
C C' 

7.20m 1 

ーにbー Eア 可ミT
72htν-

1000/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 径l岨碩10%混入 1 1000/1 黒色土ややしまる

特性やゃあり 径1国磯10%混入
1 10YR2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 径l咽積20%混入

1 1000/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 径1岨穣10%混入

園35688240遺構図
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床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて4基の小穴を検出した。いずれも柱痕跡は確認

できなかったが、 P2とP3の掘形が深い。位置的にP3は柱穴の可能性があり、それに対応する遺構と

して掘形の深いSB239-P43が挙げられるが、住居全体の平面形が不明であるため定かでない。

遺物出土状況埋土中から土器320点、小穴から土器10点が出土した。いずれもVI期頃の小片であり、

図示しなかった。

時期 V期-VI期のSB239に切られるととから、 V期-VI期と考えられる。

SB241 (遺構:園357・358)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。大半を撹乱により失われ、北西側をSB240

に切られる。

形状 全形は不明であるが、東西長は約6.5mで、隅丸方形を呈すると考えられる。

埋土 2層に分層し、上層は醸の混入が多い。重複するSB240と遺構の時期が近いため、人為堆積の

可能性がある。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて10基の小穴と壁溝などを検出した。小穴は単層

もしくは2層に分層でき、底面は丸みを帯びているものが多い。そのうちP3のみ1層が2層を切るよ

うな堆積であり、柱抜取り痕かもしれない。 P3を柱穴とするならば、平面的な位置関係と掘形の深さ

からP6が西側の柱穴となり、他は撹乱により失われていることになる。壁溝は南西辺と北東辺沿いで

わずかに確認でき、 SD1はその性格が不明である。

遺物出土状況 埋土中から士器133点、小穴から士器20点が出土した。いずれも羽期頃の小片であり、

図示しなかった。

時期 VI期のSB240に切られるが、出土遺物の時期からU期と考えられる。

1 5Y3/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性なし
樫1田義10%混入

P5 

H H・

710m t 土F

1 町3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性なし
径0.5-1岨礎10%程入

7.1Om .......:::亨入一

P2 
E 1 E' 
7.10m "'-.，;:::!;;=-....; 

1 5Y4/3 暗オ3ープ色土
ややしまる粘性ゃゃあり
径0.5-1咽様10%混入

P6 

?而ち写-

問

7.10m石号、与三ぞ

1 6Y2/2 オHープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
径1-2司積10%混入
2 6Y4/3 暗オリープ色土ややしまる粘性なし
径0.1皿粗砂及m量0.2岨礎30%混入

P7 

7づ 「
1 町2/2 オリ]プ黒色土ややしまる粘性ややあり
径1-2岨礎20%混入

1 6Y3/2 オ日ープ黒色士
ややしまる粘性なし
径1岨榛30%混入

2 町5/3 灰オy-プ色シルト しまりなし粘性なし
径1-2岨礎10%混入

Pl0 壁溝1

M~ M' 

7.10m "チノ
石

N 1 N' 

7而Fヘ古一

壁溝2

o 1 0' 
7.10m -

P4 
G G' 

7.1Om CT 
石

1 5Y2/2 オPープ黒色土
ややしまる粘性ややあり
径1-2咽碩20%混入

P8 

K 1 主L
7.10mヲケー

宥

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性なし
径1圃穣2泊%混入

5D1 

P 1 P' 
7i町一司土::>-"

1 5Y3/2 オリ}プ黒色土 1 5Y3/2 オリープ黒色土
ややしまる粘性ややあり ややしまる粘性やゃあり
径0.5-1田義10%混入 径l皿礎10%混入

l 町2/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
径l国積10%混入

1 5Y3/2 ォy-プ黒色土
ややしまる 粘性なし
径0.1... 粗砂及び

1 5Y3/2 オy-プ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5曲目躍10%混入

2 5Y4/3 暗オロープ色シルト
径0.5田藤20%混入

ややしまる粘性なし
径0.1l1li粗砂及び径1咽穣20%混入

。 勧1

園357SB241遺構図(， ) (S=I/印)
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1 5Y3/1 オロープ黒色土 ややしまる 給性なし径0.1-1岨磯20%混入
2 砂棋径0.1園以下粗砂及ぴ0.5-2置費

S8241遺構図(2) 園358
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S6242 (遺構:図359)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。東側はSB241に近接し、北西側で縄文晩期

の土坑であるSK04036を切る。

形状平面形は北西部がやや張り出した不整方形であり、南北長約4.1m、東西長約4.0mを測る。壁

面の傾斜は緩やかで、深さはO.1m未満と浅い。

埋土黒色土が単層で堆積するが、その成因は不明である。

床面 南西側にわずかに傾斜しており、貼床は確認できず、床面にて7基の小穴と壁溝を検出した。

小穴の埋土はいずれも単層だが、 Plのみ掘形が深く、壁画も垂直気味である.P2から P4はやや浅い

ものの、平商的な位置関係から P1から P4の4基を柱穴と考えた。 P7は長さ O.82mの楕円形を蓋し、

検出面にて炭化物がまとまって出土した。炭化材のうち、大きなまとまりでは材の方向性も確認でき、

その周辺に炭化粒が散在していた。しかし、床面では他に炭化物集中は確認できなかった。壁溝は幅

約O.2mで、北東隅と南東隅の2箇所で確認できた。いずれも浅く、底面は平坦であり、磯がわずかに

混入する。

遺物出土状況埋土中から土器186点、小穴から土器11点が出土した。土器は縄文時代やW期、羽期

~vn期のものが出土したが、多くはVI期~vn期に属する@また、いずれも小片であり、図示しなかっ

た。

時期 出士遺物の時期から、羽期~刊期と考えられる。

5B243 (遺構:図360)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。 SB244とSB245を切り、 SD0962に切られる。

重複する竪穴住居跡群の中では、最も新しい時期に構築された住居である。

形状平面形は南東部がやや張り出した不整方形であり、南北長約3.5m、東西長約3.9mを測る。壁

面の傾斜は緩やかで、深さはO.1m未満と浅い。

埋土 2層に分層したロ埋土の2層は暗オリーブ色シルトで、住居南側にでわずかに確認できたのみ

である。なお、埋土の成因は不明である。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて12基の小穴と壁溝を検出した。小穴の埋土はい

ずれも単層であり、 P6~P8 の掘形が深い。他の掘形は浅いが、平面的な位置関係から、 Pl~P4の 4

基を柱穴と考えた。しかし、住居全体形と柱穴の主軸が一致しておらず、疑問も残る。壁溝は南壁沿

いで検出し、幅約O.4mでやや広く、掘形もしっかりしている。そのため、壁潜というよりは小穴と認

識すべきかもしれない。

遺物出土状況 埋土中から土器70点が出土した.土器の多くは刊期であり、わずかに縄文土器片が混

じる。また、いずれも小片であり、図示しなかった。

時期 出土遺物の時期と刊期のSB244を切ることから、 vn期と考えられる.
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(S=1/50) 
園360S8243遺構図
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SB244 (遺構:園361・363、遺物:圏362)

検出状況西部東側中央の竪穴住居跡密集域位置する。北辺を撹乱により失われ、南側をSB243とSB245、

SD0962に切られ、西側でSB246を切る。平面形は不明瞭で、東辺と南辺の中央付近は検出できな

回
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1 2.6Y3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 径1-2皿礎20~も混入

C 

7.21伽

C' 

。 2帥

(S=1!50) 
園361 88244遺構図(1 ) 
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かった。

形状 南北長約6.1mを測り、南北に長い不整方形を呈する。壁面の傾斜は緩やかで、深さはO.1m未

満と浅い。

埋土 単層であり、礁の混入が目立つ。遺構の重複が著しく、その時期が

近似するため、人為堆積の可能性が高い。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて7基の小穴と壁溝を

検出した.小穴の埋土はいずれも 2層に分層でき、 P1とP2の1層は2層を

切るような堆積であり、柱抜取り痕を示す可能性がある。また、 P3では明

瞭な柱痕跡を確認した。そのため、 P1.......P3の3基が柱穴と考えられるもの

の、全体的に住居中央北寄りに偏りすぎており、違和感がある。 P1-P3ラ

イン上にはSB243-P10があることから6本柱の建物か、あるいはP1、P2、

SB243-P10を柱穴とすべきかもしれない.なお、壁溝は北西隅のみで検出

した。

遺物出土状況埋土中から土器35点、石器類2点、小穴から土器3点が出

土した。土器はいずれも小破片である。

出土遺物 1074はVI期~刊期の費E類底部で、中央が大きく窪む。 1075は

砥石で、断面三角形の細長い大型石材の一面を、砥面として使用している。

~074 
01Ocm  

(S=1/4) 

円
U
山

o 15an 

(1075:S=1/6) 
時期 出土遺物(1074)の時期とvn期のSB243、SB245に切られ、百期~刊

固362 S8244遺物実測園
期のSB246を切ることから、 vn期と考えられる。

7i函可す- 71面、±ず-

内

7而喧T-
2 

1 5Y3/2 オロープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径l岨礎5%混入
2 5Y4/4 暗オ日}プ色シルト
ややしまる粘性なし
径0.1皿粗砂および
径0.2-0.5岨礎10%混入

1 1iY4I2 灰オPープ色士
ややしまる粘性ややあり
俸1団機20%混入
2 1iY4I4 暗オPープ色シルト
ややしまる粘性なし
俸0.1"':粗砂および
俸0.6閣機10%混入

1 1iY2/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性やゃあり
俸l四機6%混入
2 2.6Y2/1 黒色士
ややしまる粘性やゃあり
俸0.6団機10%混入
3 1iY4I3 暗オPープ色士
ややしまる粘性なし
俸0.1皿粗砂20%混入

71EEモ寺子一

附 P7 

7石、年T- 7百、手~一

1 2.回2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径却.6咽礎10%混入
2 6Y4/4 暗オPープ色シノレト
ややしまる粘性なし
径却.2-0.6唖旗印%混入

1 2.6Y2/1 黒~士
ややしまる粘性ヰ'ゃあり
径0.2-0.昌国旗6%混入
2 6Y4/3 暗オHープ~士
しまりなし粘性なし
径O.llIII粗砂10%温入

1 7.6Y3/1 オPープ黒坐士
ややしまる粘性やゃあり
径1四割属6%混入
2 10Y6/2 オロープ灰色士
ややしまる粘性なL
径0.1皿粗砂40%混入

園363 SB244遺構図 (2)

7i函てか一一

1 2.5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.6岨礎6%混入
2 7.5Y4I3 暗オリープ色シルト
ややしまる粘性なし
径0.1皿租砂および
径0.5岨礎10%温入

壁漕

L_I じ

7.10m 、y

1 2町3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1国型車3%混入

。 2m 

(S=1/50) 
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SB245 (遺構:図 365・366、遺物:図 364)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。南辺の大半を撹乱により失われ、北側で

SB243に切られ、 SB244とSB246、SB247を切る。

形状 南北長約 5.6m、東西長約 5.4m の方形を呈し、残存している隅部は丸みを帯びている。壁面の

傾斜は緩やかで、深さはO.1m未満と浅い。

埋土 単層である。遺構の重複が著しく、その時期が近似するため、人為堆積の可能性が高い。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて 16基の小穴を検出した。小穴の埋土はいずれも

単層で、掘形は浅いが、 P14のみ底面北側が一段窪む。柱穴の想定は難しいが、平面的な位置関係から

P2とP3は柱穴の可能性がある。

遺物出土状況 埋土中から土器41点、小穴から土器2点が出土した。土器の多くは刊期に属し、出土

数は少ないが、縄文土器の破片も出土した。

出土遺物 1076は縄文時代晩期末の変容壷。口縁部が外反し、断面

三角形の素文突帯が貼付される。 1077はI期深鉢。横走する条痕が

認められる。

1076 

。
1077 

10cm 

(S=1/4) 時期 四期の出土遺物が多いことと刊期の SB243に切られることか

ら、刊期と考えられる。
図 364 SB245遺物実測図
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図 365 SB245遺構図(1 ) 
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SB246 (遺構:園367)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域の西側に位置し、東側をSB243'" SB245に切られ、西側

でSB247を切る。

形状 遺構の重複が著しく、全形は不明である。北辺と西辺は直穂的であり、隅部は丸みを帯びてい

る。壁面の傾斜は緩やかで、深さはOJm未満と浅い.

埋土 単層である。遺構の重複が著しく、その時期が近似するため、人為堆積の可能性が高い。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて4基の小穴を検出した。いずれも埋土は単層で、

底面は平坦である。竪穴住居跡の全形が不明であるため柱穴の想定は困難だが、仮にPlとP4を住穴

とするならば、 SB244床面で検出したSP0652と、 SB243-P5が対応する位置にある。

遺物出土状況 埋土中から土器27点が出土した。土器の多くは羽期~刊期であるが、いずれも小片で

あり図示しなかった。

時期 出土遺物の時期と、四期のSB243'" SB245に切られ、百期~四期のSB247を切ることから、羽

期~四期と考えられる。

~I 回 rグ

_A__ r I -r~ 

A 

7.20m -

SB246 

。S附|司

/子三9 。
黛F1S4。
ド二倒

A' 

=ミ.._.....-

1 2.町3/2 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1-2岨礎10%混入

c c・

7.20mー~一、ー./ V一

園367SB246遺構図

。

1 2.6Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1四礎10%混入

P2 
E 1 E' 

?市てヰア
石

1 2.6Y3/1 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
俸1-2団機6%混入

P3 
F F' 

7.而m て工アー-

1 2.6Y2/1 黒色士
ややしまる粘性やゃあり
種1国旗6%温入

P4 
G 1 G・
1而E-で土7 一一

1 2.6Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
俸l団司自6%混入

(S=1/5ω 

2m 
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SB247 (遺構:図368)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、北側でSB248を切り、東側でSB245とSB246

に切られる。

形状 遺構の重複が著しく、全形は不明である。西辺は中央部分が東側に若干湾曲しており、南北長

は約3.8mを測る.隅部は丸みを帯びており、壁面の傾斜は緩やかで、深さはO.1m未満と浅い。

埋土 単層であり、礁の混入が目立つロ遺構の重複が著しく、その時期が近似するため、人為堆積の

可能性が高い。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて4基の小穴を検出した。埋土は単層であるもの

が多く、その掘形は浅い。 SB244'" SB246の床面で検出した小穴も含めて住穴配置を検討したが、そ

の推定は困難であった。

遺物出土状況 埋土中から遺物は出土しなかった。

時期遺構の重複関係から、 VI期~刊期と考えられる.

A 

58244 

国

吋
同
ロ
ヨ
a

o
 

一
『

-
Mロ
ヨ

剖

S殴47

剖

A 

7.20m 

石 A' 。 2m 

(詐1/50)
1 5Y3/1 :t"yープ暴色土ややしまる粘性なし径1四碑20%混入

EIE  

7.20mてt:- 7.20mて員一 7.20m司会ー

1 1.5Y3/1 オロープ緑色土 1 町.3/1 オロープ黒色士 1 5Y2/2 オHープ黒色土 1 512/1 黒色土ややしまる 粘性やゃあり
ややしまる粘性やゃあり やキしまる粘性やゃあり ややしまる粘性やゃあり 2 5Y4I3 暗オy-プ色シルト
径1恒雄10%混入 径1国自由10%混入 径1-2国旗5%混入 しまりなし粘性なし径0.1岨粗砂10%混入

囲368 5B247遺構図
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SB248 (遺構:図369)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域位置し、西側でSB249を切り、南東側でSB244、SB246、

SB247に切られる。

形状 大部分を他の遺構に切られており、全形は不明である。南辺に対して西辺はやや聞き気味であ

り、隅部は丸みを帯びている.壁面の傾斜は緩やかで、深さはO.1m未満と浅い。

埋土 単層である。遺構の重複が著しく、その時期が近似するため、人為堆積の可能性が高い。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて2基の小穴を検出した。埋土はいずれも単層で

あるが、 Plは掘形が深く、壁面も垂直に近いととから、柱穴の可能性がある。なお、その他の柱穴配

置についてSB244とSB246の床面で検出した小穴も含めて検討したが、その推定は困難であった。

遺物出土状況 小穴から土器2点が出土し、そのうちPlからVI期~刊期の土器片が出土した.しかし、

小片であり図示しなかった。

時期 出土遺物の時期と、羽期~四期のSB244、SB246、SB247に切られ、同時期のSB249を切ること

から、 VI期~四期と考えられる。

A 

工Q 之

〆/ D D・
V 7.10mてヲ一

、< / 
、<; 1 ~~/! 黒褐色土
、く ややしまる粘性やゃあり
、〈 径l咽積20%混入
、〈
、< P2 

E 1 E' 

7而m ヒb一一一

回

一
『

L
M
ロヨ

1 2.5Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1国旗10%混入

A 

7.20m 

A' C 

7.2Or明

C' 

1 匠3/1 オリープ黒色土ややしまる粘位やゃあり 径0.5-1団離10%混入
。 勧1

(S=1/50) 
園3695B248遺構圃

SB249 (遺構:図370)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、重複する竪穴住居跡の中では最も初期に構築

されている。

形状 大部分を他の遺構に切られており、全形は不明である。西辺はやや外側に膨らんでおり、南西

隅部は丸みを帯びている。壁画の傾斜は緩やかで、深さはO.1m未満と浅い。

埋土 単層であり、醸の混入が目立つ。遺構の重複が著しく、その時期が近似するため、人為堆積の

可能性が高い。
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一
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一『・“命ヨ

n{ SK04114 

一色

A 

内q
A 

7.30m 

‘」ー」ーLム
、シY ¥ ヤ

ム...L-.l.-~
、くよ...L.Y

、く
、'-， 
司、、ι、ι、.L.， 
SK04113 -......./...， 
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f 
SK04124 。

錨249

。S8247-Pl
@S隠47 S8246 

。SB2仲間
SB2.47 

。
〆ク弓

S8245 

A' 

Pl P2 

1 Z.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性なし径1-2岨能。%混入

F F' 

7伽て埼{
o 0' E E' 

7蜘 1 ケ
宥

1 2.5Y3/3 暗オロープ褐名士
ややしまる粘性なし
径0.5国機20%混入

1 5Y3/Z オリープ黒色土
ややしまる粘性なし
径l岨讃10%混入

7伽、ケ
附

7.30mす
右

1 2.5Y3/2 黒褐色士
ややしまる粘性なし
径1-2四機20%混入

1 2.5Y3/2 馬術色土
ややしまる粘性ややあり
径1恒礎10%混入

P3 P4 

7蜘てケ

l 日3/1 オロープ黒色士
ややしまる粘性なし
径0.6-1岨積10%混入

1 2.6Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性ややあり
径l哩穣10%混入

量消1
J J' 

7伽、レ
壁溝2

K K' 

7蜘 1一ーヤ

1 5Y3/1 オUープ黒色土
しまりなし粘性なし
径1咽槙10%混入

1 7.町3/2 オリープ黒色士
ややしまる粘性なし
径1皿機20%混入

。 勧1

図370 5B249遺構図

(5=1/印)
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床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて6基の小穴と壁溝を検出した。小穴の埋土はい

ずれも単層で、底面は丸みを帯びている。竪穴住居跡の全形が不明であるため柱穴の想定は困難だが、

平面的な位置関係から、 PlとP2、SB248-P2が柱穴に相当する位置にある。壁溝は西壁沿いで痕跡的に

確認できた@

遺物出土状況 埋土中から土器22点、小穴から土器11点が出土した。土器の多くはvl期-w期であ
るが、いずれも小片であり図示しなかった.

時期 出土遺物の時期とVI期-w期のSB247、SB248に切られることから、 VI期~四期と考えられる。

58250 (遺構・図371)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。中央を撹乱が縦走し、西辺は撹乱により失

われ、南側でSB251を切る。

形状 東部と西部の一部が撹乱により削平されているが、南北長約5.3mの隅丸方形を呈する。壁面の

傾斜は緩やかであるが、北辺の壁溝部分はほぼ垂直である。

埋土 黒色土が単層で堆積する。やや厚みのある堆積土の分層ができなかったことから、人為堆積の

可能性がある固

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて3基の小穴と壁溝を検出した.小穴のうち、平

面的な位置関係からP1とP2を柱穴と考えた。 Plの底面は西側が若干窪む。竪穴住居跡の全体形が不

明であるため柱穴の想定は困難であるが、 PI-P2聞は約3.0mであり、その距離で住居東側を検討す

ると、北東側ではSK04056が対応し、南東側では対応位置は撹乱下となる。なお、壁溝は幅約O.2mで、

北壁沿いのみで確認した。

遺物出土状況埋土中から土器 57点、小穴から土~IH 点が出土したe 土器の多くは四期であるが、 W

期の費Dと高杯、縄文土器の破片も数点出土した。なお、土器片はいずれも小片であり図示しなかっ

た。

時期 出土遺物の時期から、刊期と考えられる。

58251 (遺構:図372・373)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。北側をSB250に、南側をSB253に切られ、

西側でSB252を切り、北東側は撹乱により失われている。

形状 遺構の重複等により東側が不明であるものの、南北長約6.6mを狽.~り、柱穴の位置関係から、南

北に長い長方形を呈すると考えられる。壁画の傾斜は、確認できた範囲では緩やかであり、深さは約

O.lmである@

理主 3層に分層した。水平堆積であり、その成因は不明である。なお、住居南西の埋土中から褐色

を量する長さ約O.2mの粘十‘塊が出土した。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて8基の小穴を検出した。小穴のうちP3とP4は

掘形が深く、底面は平坦であるため柱穴と考えられる。 PlとP2はやや浅いが、平面的な位置関係から

PI-P4が柱穴の可能性がある。また、 P6は1屑が2層を切るような堆積であり、 P6はPI-P2.P7は

P1一問、 P8はP2-P4の柱筋上に位置する。そのため、 P6-P8は上屋構造に関連する遺構か、あるいは
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き|回

創

剖

与1m

訪J
ムh

;@@2 

メd

A' 

$-ム。
占企与戸
.u.--

D 

ミ主~

A 

7.21加、

1 2.5Y2/1黒色土ややしまる 粘性ややあり径1-3岨礎20%混入
2 5Y2/2オリーブ県色土ややしまる粘性やゃあり

5y4/4時オ~-プ色土プロック10%混入 径0.1-日.5岨襲10%混入

0・D 

7.20m 

0・C 

7.201明

G・

π土T

p2 円

ヨ

ア

Z

F
一均

1 2.SY3/2鳳褐色土
ややし法る粘性ややあり
径1-3ca.10%混入

1 2.SY2/1黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-2圃槙5%混入

1 5Y4/3暗オPープ色土 ややしまる粘性やゃあり
径1-3置費ぬ%混入
2 5Y2/2オFープ黒色土 ややしまる 粘性ややあり
径0.5-1置積10%混入

勾1。
(S=1/50) 

SB250遺構図園371
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S8253 

882.51 

。 粘土塊

匂
8
8

A' 

4-
3 "ー一

1
1一プ
2

A 

7.2命n
ーーー『

1 2.6Y3!2 黒褐色土 ややしまる粘性やゃあり 径1-2岨.10%混入
:1 2.6Y3!1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1-3岨.6%混入
3砂損径0.01皿粗砂と錘lcm.

2m 。
(S=1/50) 

S8251遺構図(1)園372
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本住居が建て替えを行っている可能性が指摘できる。

遺物出土状況埋土中から土器1，026点、小穴から土器190点が出土した。土器の多くはVI期~刊期で

あり、特に刊期のものが多いと考えられる。なお、土器片はいずれも小片であり、図示しなかった。

時期 出土遺物の時期と、刊期のSB250に切られ、 VI期~四期のSB252を切ることから、四期と考え

られる。

G 

7.20m 

D 

7.20m 

E 

7.20m 

F 

7.20m 

Pl 

G G' 

7百七十
右

1 2.田3/1 黒褐色土
ややしまる粘性キゃあり
径1国磯1%混入

K K' 

7.10mてケ

1 2.5Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
10YR2/1黒色土プロック15%混入
径1田礎5%混入

P2 

H 

710m-d入
H' 

1 2.町3/1 黒褐色士
ややしまる粘性キゃあり
径1-2国磯10%混入

P6 

じ

7.10mせず

1 10YR2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5岨礎10%混入
2 2.日3/3 暗オv-プ褐色土
ややしまる粘性なし
径1岨襖15%混入

7.10m 

C' 

D' 

P3 

て三ア

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1皿機20%混入

710V  

1 2回'3/1 鴇褐色土
ややレまる 粘性やゃあり
径l皿礎1私混入
2 2釘4/3 オHープ褐色土
ややしまる 粘性やゃあり
径0.3直面陸10%混入 。

国373SB251遺構図 (2)

E・

F' 

P4 

J J' 

7.10m 

N 

v 
石

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1岨積15%混入

P8 

N' 

7.1円台

1 10YR2/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.3咽穣10%混入
2 2.5Y4/4 オ9-プ褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1四棟1%混入

2m 

(S=1/50) 
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SB252 (遺構:図374・376、遺物:図375)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。南東側をSB251に、南西側をSK04214に切

られ、壁溝などはSB251床面で検出した。

形状 南側を複数の遺構によって切られているため全形は不明であるが、北西一南東軸長約5.8mを

測る方形を呈する。壁画傾斜は比較的急であり、深さは約O.lm.......O.2mを測る。

埋土 単層であり、磯や炭化物の混入が目立つ。遺構の重複が多く、厚みのある堆積土の分層ができ

なかったことから、人為堆積の可能性がある。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて9基の小穴を検出した。小穴の埋土はいずれも

~I> 

剖

/ 

JL SK04214 。 8B252 』二

SK04215 

え@

¥ 

閉ま。

'-......_ 
~ PZ芯1

1} 

Q 
~ 

。 2m 

(5=1/50) 

B 
700m 

SBZ52 B' 

SK04214 / 

-J  可'
I 

2 

1 2町3/1黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径0.5-2団疎20%混入径0.2-0.5園炭他物10%混入
2 5Y2/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 径1個穣3%混入

園37488252遺構図(1)
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単層であり、深さは約0.1m'" O.2mであるが、柱痕跡は確認できず、柱穴の想定は難しい。なお、壁

溝は北東壁画沿いで検出し、幅約O.4mと幅広で、中央北西寄りでわずかに途切れる。

遺物出土状況埋士中から士器602点、小穴から士器23点が出土した。土器はV期~刊期のものでり、

V期のものが多いものの、 P2、問、壁溝からVI期~四期の土器片が出土した。

出土酬附はV期高杯B2b類。口闘が強く外反し、端部が で雨明-ーパ
平坦である。

時期 小穴や壁溝から出土した遺物の時期と、刊期のSB251に切

られることから、 VI期"，vn期と考えられる。

。
(S"'1/4) 

園375S8252遺物実測園

10cm 

間 P4 P6 

E E' 

E・90mてエア 自由Omてエア aωmLて長J
F 宥よLJLIJL'
6.9目m ~ 8.90m---.--l-守一
、一一1 ~/ -...:..J 

1 2.5Y3/2黒褐色土 1 5Y3/2オリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり ややしまる粘性やゃあり
径1-2岨捜10%混入 径1岨礎10%混入

内

8蜘てケ 制目mノてケ

1町3/2オリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1恒礎3%混入

1 5YS/2オPープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
礎混入せず

1 2.5Y3/1黒褐色士
ややしまる粘性~ゃあり
径0.2国機5%混入

P8 
J J' 

附 m--cI7

1町3/1オリーブ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径1田碩10%混入

1 2.町3/2黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1四碩3%混入

1 2.5Y3/2黒褐色士
ややしまる粘性ややあり
径0.2-0.5団機10%混入

K 1 主L
8.90m吋長一 自主Eてrf_J;_
1 5Y2/2オリーブ黒色土
ややしまる料控台やゃあり
径l血積10%混入

。
1 2.5Y3/2黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1-3国碩20%混入

h 

園376SB252遺構図 (2) (8;;;1/50) 

SB253 (遺構:図377、遺物:図378)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。西側は撹乱により失われ、北側でSB251を、

東側でSB254をそれぞれ切る。平面形は不明瞭であり、検出面で土器がまとまって出土した。

形状 南北長約4.8m、東西残存長約4.7mで、東西にやや長い隅丸長方形を呈すると考えられる。壁

画傾斜は比較的急で、掴形底面までは0.14mを測る。

埋土 2層に分層し、上層は住居埋土、下層は掘形埋土である。埋土中には礎が混入し、土器も多く

含まれるが、その成因は不明である。

床面 ほぽ平坦であり、貼床(整地土)がある。柱穴と壁溝を検出した面を床面としたが、硬化面は

確認できず、醸が多く表出する。床面にて5基の小穴と壁溝を検出した。小穴は単層もしくは2層に

分層でき、 P4以外は底面が平坦で、壁面傾斜は比較的急である。平面的な位置関係からPl"'P4の4

基が柱穴であり、柱穴聞は甫北問より東西聞の方が広い。壁溝は確認した床面の範囲を全周している.

幅0.15m'" 0.22m、深さ0.05mで、壁面の傾斜は緩やかである。

掘形 埋士は単層である。掘形底面にて焼士及び炭化物の広がりを確認したが、その性格は不明であ

る。

遺物出土状況埋土中から土器4，354点、小穴から土器拠点、壁溝から土器91点が出土した。遺物の

多くはVI期~咽期のものである。

出土遺物 1079はVI期~四期の査胴部。 2本1組による弧状の線刻が認められる。 1080はN期壷C類。
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l
j
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2

石
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A 

7.1Om 

三にー予ミ埠
2. m /2 無縄色土ややしまる粘性やゃあり径1-~10%温入
6Y2/1 .. 色土ややしまる給位やゃあり径l喧擾10%混入
Z町3/3 崎オPープ褐色土ややしまる粘性やゃあり 径l直積o%混入
Z町3/3 崎オPープ褐色土ややしまる粘性やゃあり 径O.2，-0. 6altI6%混入

1
2
3
4
 

7高宵
C' G 

7.1伽n1 2.6Y2/1 黒色土
ややしまる粘性ややあり
径0.1岨炭化物10%混入
2 2.6Y4I3 オロープ褐色土
ややしまる粘性ややなし

0' D 

7.10m P2 
H H・

7.00m--o;;;;ζエア

E' E 

7.10.判

1 2.6Y2/1 黒色士
ややしまる粘性ややあり
径0.6直積10%調入
2 2.6V4l3 オ担ープ褐色士
ややしまる粘性なし
径O.laa組砂40%混入

7:￡て~よ
p3 

?倫、てコプ

2m 。1 2.6YS/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径l咽積10%混入

1 2. SY2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.1皿粗砂および
径1岨棋10%混入

1 513/1 オPープ黒色土
ややしまる粘性ややあり
径凪l皿租砂30%混入
径1"".6%槌入 (8=1/50) 

88253遺構図国377
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口縁部が強く外反し、端部に廉状文、内面に扇形文が認められる。 1081はvn期壷A1b類。口縁部が外
反し、端部に羽状文、内面には刺突文が認められる。頚部には突帯を貼付し、外面は突帯以下に赤彩

を施す。 1082はVI期費A3類。口縁端部がわずかに直立する。 1083は四期費D3類。口縁部が外上方に

屈曲し、肩部が強く張る。 1084、1085は四期警D3類脚部。 1084は裾部に打ち欠きが認められる。

1086はvn期高坪C4d類。幅広の多条沈線聞に山形文を施文する。 1087はvn期高部D類脚部。 1088は縄
文時代晩期後半の深鉢。口縁端部が肥厚する。その下に、右下がりの押し引きが認められる貼付突帯

が位置する。突帯以下には員による条痕が認められる。

時期 出土遺物の時期とvn期のSB254を切ることから、 vn期~四期と考えられる。

¥昌哩墨理
下「一一く 108

1085 
1083 
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-
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図378 SB253遺物実測図

S8254 (遺構:図 379~381、遺物:図382)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。中央は南北に縦走する撹乱により失われ、

西側でSB253に切られ、壁溝や小穴の一部はSB253掘形平面で検出した。

形状 南北長約4.2m、東西長約6.9mで、東西に長い隅丸長方形を呈する。壁画傾斜は比較的急で、

掘形底面までは0.12mを測る。

埋土 3層に分層し、 1層が住居埋土、 2・3層が掘形埋土である。 1層には醸や炭化物の混入が認

められ、本遺構の時期が重複するSB253の時期と近似することから、人為堆積の可能性がある。

床面 ほぼ平坦であり、貼床(整地土)がある。床面では礁が表出し、小穴等の平面形は不明瞭であ

った。床面では小穴と壁溝を検出した。小穴の埋土は単層のものが多く、 P2とP4の掘形は深い。また、

平面的な位置関係から P1'" P4を柱穴と考えた。壁溝は床面上にて北西隅部を、掘形底面にて南東隅

部を、それぞれ検出した。

掘形 埋土は2層に分層でき、ほぽ水平堆積である。底面は中央東寄りが若干凹み、小穴と壁溝を検

出した。

遺物出土状況 埋土中から土器549点、小穴から土器10点が出土した。土器は刊期の破片が多い。
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床面完姻状況
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1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1-3岨.15%混入径0.3岨炭化物5%混入

11 5Y2/2 オロープ黒色土ややしまる粘性なし径1-2岨.20%混入
3 砂碩径0.1幽粗砂及E用量1岨軍属

C
一川
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D 

7.1Om 
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。 2m 

(5=1/50) 

園379 SB254遺構図(1)
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掘形完楓状況

ト

「弐り一

1 2.日'3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径l血礎20%混入

7.∞m可土ァ
石

1 2.田3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
樫1田碩10%混入

E・
G G' 

7Eてb一一

F' 

P5 
K K' 

7.00m 1 
~ 

1 2.6Y3!1 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
径1国機10%混入

1 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる
粘性やゃあり 径1圏直属10%温入

ベナ
1 5Y2/1 黒色土ややしまる
粘性やゃあり 径1-2四礎10%混入

P6 
L L' 

7.∞m 1 
『宅t-

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1田藤10%混入
2 2.5Y4/4 オリープ褐色シルト
しまりなし粘性なし
卸 1皿組砂及~1田磯10%混入

。 街1

(8;;;1/50) 

園380 SB254遺構図 (2)



西部域の調査成果

出土遺物 1089はV期壷A1b類。端部に斜格子文、内面に羽状文が認められる。 1090はvn期高部D4類。
多条沈線聞の狭い聞に、振幅の小さい山形文を施文する。

第4章346 

P' 

出土遺物の時期と、 vn期~四期のSB253に切られることから、 vn期と考えられる。

P 

7.00m石 1
「辻λ

P10 P9 
o 0' 

7∞mて工ア

P8 

7∞m_}ケ
M' 

P7 
M 

7.00m 1 
『てクー

時期

1 2.5Y3/2 黒褐色士
ややしまる粘性ややあり
径0.1~0.5咽礎5%混入

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる 粘性やゃあり
径1皿磯10%混入

1 2.5Y3/2 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり
径1岨磯10%混入

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1皿機10%混入

壁溝2

T 1 T' 

7.00m一、ア
S' 

壁溝1
S 

7.00m 1 
--d::r 

R' 

P12 

てD-

Q' 

P11 
Q 

7.00m石 l
-b-

1 2.5Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1咽磯10%混入

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.3岨磯10%混入

1 2.5Y4/4 オリープ褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1四磯30%混入

1 5Y3/1 オリープ黒色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5岨磯10%混入

2m 。
(8=1/50) 

SB254遺構図 (3) 図381

1090 
10cm 。

(8=1/4) 考~ 1089 I~量破ぬ樹品一

4qm 

SB254遺物実測図図382

1093 

口
。

S8255 (遺構:図384、遺物:図383)

西部東側中央に位置する。 SK4913底面で検出検出状況

し、東側をSK04907に切られ、西側を南北に縦走する撹

乱により失う。なお、本遺構と撹乱西側で検出した

SBll0の北辺ラインが直線上に位置し、両者は同一住居

の可能性があるものの、長軸長が8.0m以上となることか

ら別遺構と判断した。

東部をSK04907、南側・西側を撹乱に切られて全

形は不明である。北辺と東辺は直線的でほぼ直角を呈す

ることから、全体形は方形と考えられる。

単層であり、磯がわずかに混入するが、その成因

形状

10cm 

口ー
埋土

は不明である。

(1091 :8=1/4) 
20cm 

(8=1/6) 
SB255遺物実測図

。
図383

南西側に緩やかに傾斜する。貼床は確認できず、

床面にて4基の小穴を検出した。小穴のうち P2とP4は

規模が大きく、 P4は柱痕跡の可能性がある土層が観察で

床面
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きたことから、 P2とP4を柱穴と考えた。また、 P2とP4の聞にて、焼土と炭化物の広がりをわずかに

確認できた。

遺物出土状況 埋土中から土器410点、石器類2点、小穴から土器20点、石器類1点が出土した。土

器の多くは四期--VH期のもので、わずかに縄文土器が含まれている。また、 P4から石器(1094)が出土

した。

出土遺物 1091は縄文時代晩期後半の深鉢。口縁端部からやや下がった位置に突帯を貼付する。突帯

上にはO字状の押圧が認められる。 1092、1093は砥石で、いずれも裏面に煤が付着しており、砥面は

一面のみ観察できるo 1094は長楕円礁を素材とした叩石であり、上下端部に敵打痕が残る。

時期 出土遺物の時期から、羽期~四期と考えられる。

雪|回

剖

k
r
4
u
J
 

千

よ
T

よ

干
・
よ

T

斗

T

f

 

i

!

?

ム

h
見
l

J

S

T

4

t

、L
T

，1
T

焼
J

I々
lh
山
1
4

T

'

t

T

J
内

r
円、

T

，

吐

「

行
L

T

4

7

T

，t

r

 

T

ム

ト

邸

7

4

ト

鈎

干

ム

ト

千

ム

ト

T

よ

「

T

S

4

ト

T

ょ

「

寸
寸
イ
イ
イ
イ
イ
{

1

T

L

「

-

h

「

イ

イ

イ

イ

イ

イ

ナ

ム

'

ナ

、，
y

T

‘

γ
プ
j

T
一
ザ
イ
イ
イ
ヰ

_A_ 

S~例ω7

A' 

A 

8.8Dm 

ーノ

1 2. 町3/3 時オ~-プ褐色土ややしまる粘性やゃあり 径1田藤5%混入

園384 88255遺構図

6.BOmす

1 2.6Y4/4 オリープ褐色士
ややしまる粘性やゃあり
2 2.6Y3/1 黒褐色士
ややしまる粘性やゃあり

P2 

o 0' 

8函E そ1 一一
L主ιJ

1 2.町3/2 黒褐色士
ややしまる粘性キゃあり
径1園調11私混入

間

6.BOmてウー

1 2.6YS/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径2唖離1%混入下層に偏る

ポ戸守f

1 2.町3/3 暗オPープ褐色シルト
しまりなし粘性やゃあり
2 2.町3/1 黒褐色シルト
ややしまる粘性やゃあり
10YR2/1黒色土プロヲタ3%混入
3 2.町4/6 オHープ褐色シルト
ややしまる粘性なし
径0.1皿粗砂及tJtt量1-2岨1.
30%混入
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。 2m 

(S=1/50) 
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5B256 (遺構図386、遺物:図385)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置し、西側は南北に縦走する撹乱により失われる。

北側をSK4108、SK04123、西側をSK04264に切られ、北東側でSB257を切り、北壁潜などはSK04123

完掘後に検出した。

形状遺構の重複が著しいが、南北長約4.7mの隅丸方形を呈する。深さは約O.lmで、壁面の傾斜は

緩やかである。

埋土 単層であり、礁の混入が目立つ.遺構の重複が多く、厚みのある堆積土の分層ができなかった

ととから、人為堆積の可能性がある。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて9基の小穴と壁溝を検出した@小穴の埋士は単

層から3層に分層できたが、柱痕跡は確認できず、柱穴の想定は難しい。壁溝は南辺沿いと北東隅か

ら北辺沿いにかけて検出し、幅約O.2m-O.3mで、底面は丸みを帯びている。

遺物出土状況埋土中から土器1，084点、小穴から土器89点、壁溝から土器25点が出土した。土器の

多くは小片である。

出土遺物 1095は区期費。頚部から口縁部までの器壁が厚い。 1096は四期壷B2a類。口縁部が外反し、

端部がやや外傾する平坦面を形成する。

時期 出土遺物の時期とVI期以降の SB257 を切ることから、河期~IX期と考えられる。

てオニa.96
園3858B256遺物実測園

5B257 (遺構・図387)

検出状況 西部東側中央の竪穴住居跡密集域に位置する。北東側は撹乱により失われ、西側をSB256

とSK04123に切られる@

形状北西一南東長約4.4m、北東一南西長約4.2mの隅丸方形を呈する。深さはO.lm未満と浅く、壁

面の傾斜は緩やかである。

埋土単層であり、礁の混入が目立つが、その成因は不明である。

床面 ほぽ平坦であり、貼床は確認できず、床面にて10基の小穴と壁溝を検出した。小穴の埋土はい

ずれも単層で柱痕跡は確認できず、深さは約 O.l mのものが多い。平面的な位置関係から P1~P3 の 3

基が柱穴の可能性がある。壁溝は北隅から北西辺沿いで検出でき、幅0.25mで底両は比較的平坦であ

る。

遺物出土状況 埋土中から土器110点、小穴から土器2点が出土した。土器の多くはVI期以降の小片

であり、図示しなかった。

時期 出土遺物の時期と四期~区期以降のSB256に切られることから、 VI期~唖期と考えられる。
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P6 

7.10m-t:n-

P4 

7百司。一
P3 P2 

7.1伽て工ア

1 2.5Y3/2 鳳縄色土
ややしまる粘盤やゃあり
径1... ・10%混入

1 2.5Y2/1 黒色土
ややしまる粘性やゃあり
Z 2.5Y4/4 オ!J-プ縄色土
しまりなし粘性なし

1 2.5Y3/2 .. 縄色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5ao機10%混入

1 2.5Y3/1 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径1圃襲10%混入

P宮

7.1Om 札 -
P7 

7.1
伽て二土プ

内

7伽てヲ 211 

1 2.5Y3/2 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
讐1-5圃磯5%混入

(S=1/50) 

。
1 2.5Y3/3 時オPープ褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5団疎10%混入

1 2.5Y3/! 黒褐色土
ややしまる粘性やゃあり
径0.5-1"".10%混入

SB256遺構図園386
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'h'F'FY 

5|m A 

7.2Omつま三戸 手
宥

:?' 

1 5Y2/2オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり種O.lBm粗砂及t舛杢1-2C11穣20%混入
2 5Y3/2オリーブ黒色土ややしまる粘性やゃあり種1田磯15%混入

G 

7.2Om 

Pl 

7.20m ........ せァ 7.面百て才一
F F 

7伽てミ¥

1 5Y3/1オリーブ黒色土
ややしまる粘性なし
径1哩積10%混入

1 5Y3/2 ~y-プ黒色土
ややしまる
粘性やゃあり
径1田碩10%混入

1町 3/1オ日ープ黒色土
ややしまる粘性なし
径1-2由離10%混入

l町3/2オUープ黒色土
ややしまる粘性なし
径0.5-1但書10%混入

7.20m一三ケ

P7 間 P9 

1 5Y3/2オ日ープ黒色土
ややしまる粘性なし

径1-2岨襲10%混入

l町3/2オ日ープ黒色士
ややしまる
粘性やゃあり
径1皿機10%混入

15Y3/1オリーブ黒色士
ややしまる
粘性キゃあり
径0.5-1唖磯5%混入。

1 2.5Y3/1黒褐色土
ややしまる粘性なし
径0.5-1四積10%混入

C' 

A' 

国 I~

A' 

C' 

P5 
J J. 

7.2Om_古ー

1 5Y3/2オHープ緑色土
しまりなし粘性たし
径1田聾10%混入

Pl0 

1 5Y3/1オリーブ鳳色土
ややしまる
粘性ややあり
径1咽穣10%混入

2m 

園387 8B257遺構図
(S=1/50) 
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ふりがな あらおみなみいせきBちく 2

書 名 荒尾南遺跡B地区E

シリーズ名 岐車県文化財保護センター調査報告書

シリーズ番号 第131集

編著者名 小野木学、藤田英博、 f可瀬実治、宗宮隆司、吉田靖、山本厚美

編集機関 岐阜県文化財保護センター

所 在 地 干502-0003 岐阜市三田洞東ト26ー1 TEL058-237-8550 

発行年月日 2015年3月13日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 発掘面積 発掘原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 rn' 

葺員f南道蕗 E安正案 21202 08568 35
0 

136
0 

20060519~20070123 19，288.6 記録保存調査
お大お垣がき市し

22' 35' 20080507~20081212 

葉室時 13" 04" 20090427~20100129 

ひ桧のきも町よろ
20100426~20101220 

20110506~20111028 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

荒尾南遺跡 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 377軒 縄文土器、弥生土器 弥生時代中期の方

その他 弥生時代 方形周溝墓 110基 -土師器、須恵器、 形周溝墓群、弥生

の墓 古墳時代 掘立柱建物跡 16棟 灰粕陶器、中世陶器 時代後期から古墳

中世 溝状遺構 384条 類、石器・石製品、 時代前期の集落跡

近世 土坑 3729基 金属製品など を確認、

など

荒尾南遺跡B地区は、主に縄文時代晩期から古墳時代前期の遺構を確認した遺

跡である。縄文時代晩期から弥生時代前期には竪穴住居が営まれ、木棺墓群が形

成された。また、主に自然流路から多数の遠賀)11系土器が出土した。弥生時代中

期には遺跡を南北に貫く幅約10mの大溝が掘削され、その周辺に100基以上の方

形周溝墓群が形成された。しかし、当該期の集落跡を確認することができず、今

後の検討課題である。弥生時代後期から古墳時代前期には、自然流路の東側に位

要 約 置する微高地上に400軒以上の建物が造営された。また、主に自然流路や大溝か

ら、東海地方最古級の倭鏡や他地域との交流を示すスタンプ文が施された土器な

どが出土し、美濃地方西部における当該期の中心的な集落の一つである可能性が

高まった。
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